
第27号住居跡（第71・72図）

位置　調査3区の南部，H2i4区。

規模と平面形　長軸3．88m，短軸3．72mの方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　ほぼ直立している。壁高は50～64cmである。

壁溝　全周している0上幅13～27cm，下幅5～12cm，深さ9～14cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竜北壁の中央部西寄りにロームと粘土と砂粒で構築されている0天井部は崩落し，両袖部が残存している。

規模は，焚口部から煙道部までの最大長95cm，袖部の最大幅120cmである。煙道部は壁外へ19cm掘り込んでお

り・煙道は外傾して立ち上がっている。火床部は床面をわずかに掘りくぼめられており，火熟を受けて赤変硬
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第71図　第27号住居跡実測図
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化している。西袖はロームを掘り残して基部とし，その

上にロームと砂粒と粘土を混ぜた土を積んで構築されて

いる。東袖は袖部下から東側の床面に広がるわずかなく

ぼみに，ロームや粘土や焼土などを埋め込んで，平坦部

をつくり，その上に西袖と同様にロームと砂粒と粘土で

構築されている。竃土層断面図中，第1e　2層は崩落し

た天井部，第3層は火床部，第7～13層は袖部である。

東袖部下から北壁際中央部にかけてくぼみがあり，その

床面から焼土が確認されており，以前火床部であった可

能性が考えられる。竃の東側に煙道であったと思われる

壁外への掘り込みがわずかにあり，その付近の壁面には

0　　　　　　　　　10cm
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第72図　第27号住居跡出土遺物実測図

粘土が付着していることから，竃が北壁中央部に構築されていた可能性が考えられる。従って，最初は，竃が

北壁の中央部に構築され，北壁の中央部西寄りに作り替えられたと推定される。

竃土層解説

1　灰　褐　色

2　暗赤褐色
3　赤　褐　色

4　褐　　　色

5　極暗褐色

6　極暗赤褐色

7　灰　褐　色

8　灰　褐　色

9　灰　褐　色

10　灰　褐　色

11にぷい赤褐色

12　にぷい赤褐色

13　暗赤褐色
14　灰　褐　色

粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・砂粒少量
焼土中ブロック・焼土中ブロック中量，焼土大ブロック・粘土粒子・砂粒少量
焼土中ブロック・焼土中ブロック多量，灰少量
ロームプロ・ソク

焼土粒子中量

焼士粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量，焼土太ブロック微量
砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量

砂粒多量，粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
砂粒多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

覆丑　21層からなる。ほとんどの層に焼土やロームブロックが含まれており，ブロック状の堆積であることか

ら，人為堆積と考えられる。
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ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子e炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム大ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土中プロ
ック微量

16　黒　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロ
ック・砂粒微量

17　黒　褐　色
18　暗　褐　色
19　黒　褐　色
20　暗　褐　色
21黒　褐　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片187点（杯e高台付杯11，嚢e甑176），須恵器片12点（杯e高台付杯5，賓e甑7），土製品2

点（支脚），鉄浮5点，炭化材2点が出土している。これらの多くは，南西コーナー部を中心とした覆土上層

から覆土中層にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片5点，撹乱により混入した瓦質土器片1
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点が出土している。第72図254の土師器嚢は，南西コーナー部の覆土中層と覆土上層から出土した破片が接合

したものである。

所見　本跡に伴うと考えられる出土遺物はないが，堆積状況が人為堆積であることから，出土土器は本跡の廃

絶時のもの考えられ，時期は8世紀後葉と推定される。また，竃は，北壁の中央部に構築された後，やや西に

ずれた位置に作り替えられたと考えられる。

第27号住居跡出土遣物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　 考

第72図

嚢

A　 ［20．0］ 体部から口縁部にかけての破片。体部 目線部内・外面輪積み痕を残す横 砂粒 ・白色粒子 30％

254
B　 （17．5）は内攣気味に立ち上がり，頚部はくの ナデ。体部内・外面ナデ。 橙色 P L 62

土　 師　 器 字状に屈曲する。目線部は外反し，端

部は外上方につまみ上げられている。

普通 体部外面煤

付着

第調号健屠跡（第73図）

位置　調査3区の南部，H2f7区。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸2．76mの長方形である。

主軸方向　N－900　－E

壁　ほぼ直立している。壁高は38～44cmである。

壁溝　北壁の中央部を除いて，壁下を巡っている。上幅20～32C恥　下幅4～9cm，深さ2～4cmで，断面形は

U字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

囁　東壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部までの最大長98cm，袖部の最大幅99cmである。煙道部は壁外へ27cm掘り込んでおり，煙道は外傾し

て立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。竃

土層断面図中，第3層が火床部の覆土である。

竃土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量，炭化物微量
3　極暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，灰微量

覆土11層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　　ローム大ブロックeローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
5　灰　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
6　褐　　　色　　ローム粒子多量
7　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子微量
8　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
10　黒　褐　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

11褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片35点（埠e高台付埠13，嚢e甑22），須恵器片33点（杯。高台付埠6，蓋2，嚢。甑25），石器

1点（砥石），鉄器1点（刀子）が出土している。これらの遺物は，中央部の覆土中。下層を中心に出土して

いる。そのほか，撹乱により混入した陶器片1点が出土している。第73図255の須恵器嚢は竃前の床面から出

土した破片が接合したものである。Qllの砥石は，南壁際の覆土下層から出土している。出土状況から，255

は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面の出土土器から，8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。
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第73図　第28号住居跡・出土遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表

〒：王‡君

遺 物 番 号 器　　 種 計 測 値 （CⅡ1） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 73 図 嚢 A　　 2 1．2 口 緑 部 の 破 片 。 口 緑 部 は外 反 し， 口 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 雲 母 ・砂 粒 ・白 色 10 ％

25 5 須　 恵　 器 B　 （ 5．0） 端 部 は 上 下 に突 出 して い る 。 粒 子

灰 黄 色 ， 普 通

口 緑 部 外 面

煤 付 着

遺 物 番 号 器　　 種

計　　 測　　 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 73図 Q ll 砥　　　 石 （11 ．3 ） 4．8 4 ．1 （2 0 7．0 ） 凝　 灰　 岩 平 砥 面 4 ， 溝 状 砥 面 2 （幅 0 ．2 ～ 0．4c m ） P L 7 1
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第30号住居跡（第74・75図）

位置　調査3区の南部，H2e3区。

重複関係　第31号住居跡の南壁を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．52mの方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　ほぼ直立している。壁高は51～63cmである。

壁溝　各コーナー部を除いて，壁下を巡っている。上幅14～36cm，下幅8～14cm，深さ2－6cmで，断面形は

U字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

寵　北壁の中央部にロームと粘土と砂粒で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，

焚口部から煙道部までの最大長115cm，袖部の最大幅139cmである。煙道部は壁外へ15cm掘り込んでおり，煙道

第74図　第30号住居跡実測図
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は外傾して立ち上がっている。火床部は床面から6cmほど掘りくぼめられており，火熟を受けて赤変硬化して

いる。竃土層断面図中，第9～11層は火床部・東袖部掘り方の埋土，第6・8層は袖部，第4層は火床部の覆

土である。

竜土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗赤褐色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

7　暗　褐　色

8　灰　褐　色

9　時赤褐色
10　暗赤褐色
11極暗赤褐色

ピット　1か所。

ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土小ブロック微量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土大ブロック・焼土小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
焼土粒子多量，灰少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

ローム粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

粘土粒子・砂粒中量，ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

Plは長径29cm，短径28cmの円形で，深さ24cmである。南壁寄りの中央部に位置しているこ

とと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
3　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子微量
4　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
6　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック微量

7　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
8　褐　　　色　　ローム粒子中量

笥
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第75回　第30号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片208点　画㍉高台付鞠乳　鉢9，嚢の甑13軌　須恵器片温87点（埠e高台付埠47　蓋温お　高台付

血1，牽。甑128）石器　点　砥石上　鉄器　点　刀子）が出土している。これらの出土遺物は，竃周辺を中

心に，覆土中層から覆土下層にかけて出土している。第75図256の土師器塚は覆土中層から出土している。257

の土師器嚢は竃内の覆土下層から逆位で出土している。258の須恵器棒は覆土中から，259の須恵器棒は東壁際

中央部の覆土中層から，260の須恵器高台付皿は北東コーナー部の覆土下層から出土している。261の須恵器嚢

は，中央部の下層から出土した破片と竃内の覆土下層から出土した破片が接合したものである。Q12の砥石は

南西部の覆土下層から出土している。出土状況から，257⑳261は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡は，竃の西袖部はロームを掘り残して基部とし，東袖部は掘りくぼめた後に塩土をして，その上に

作っており，酋袖部と東袖部の作り方が異なる構築方法である。時期は，本跡に伴う土器から9世紀中葉と考

えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

第75図 林 A　 ［13．4］ 底部 か ら日経 部 にかけて の破 片 。 口緑部及び体部外面ロクロナデ。体部 砂粒 ・白色 粒千 5 ％　 P L 62

256 土　 師　 器 B　　　 4．1 体部は外傾 して立 ち上が り，目線 内面ロクロナデ後，ヘラ磨き。体部下 にぷい橙色 体部外面 に

C　 ［8．6］ 部は外反す る。 端手持ちへラ削り。内面黒色処理。 普通 「川」 の墨書

257

襲

土　 師　 器

Å　 ［13．4］ 体 部か ら打線 部 にかけて の破 片。 ＝縁 部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・ 砂粒 e 白色粒子 30％

B　 （15．2） 体 部は内攣気味 に立 ち上 が り，頸 外 面 上半 ナ デ， 外面 下 半へ ラ削 赤色 体部内 ・外

部 は くの字状 に屈 曲す る。 目線 部

は外 反 し，端部は外上方 につ まみ

上 げ られている。

り。 普通 面煤付着

25 8

杯 B　 （3．7） 底部 か ら体 部にかけての破片。平 体部 内 ・外面 と底 部内面 ロクロナ 砂 粒 ・白色粒千 10％

須　 恵　 器 C　 ［6．0］ 底。体部 は外傾 して立 ち上が る。 デ。体部下端手持 ちへ ラ削 り。底

部 1 方 向の手持 ちへラ削 り。

にぷい黄色

普通

体部内面に釈

読不能の墨書

25 9
杯

A　 ［12．8］ 底部 か ら目線 部 にかけ ての破片 。 ＝縁部 と体部 内 ・外 面及び底 部内 長 石 ・砂 粒 ・白色 40％

B　　　 4．3 平底 。 体部 は外傾 して立 ち上 が 南 口クロナデ。体部 下端 手持 ちへ 粒子 体部外面煤

須　 恵　 器 C　 ［5．8］ り，目線部 はわず かに外反する。 ラ削 り。底部 1 方 向の手持 ちへラ

削 り。

灰色

普通

付着

260
高 台 付 皿

Å　 ［11．6］ 高台 部 か ら目線 部 に かけ ての 破 目線 部 と体部内 ・外面及 び底 部内 砂粒 ・白色粒子 30％

B　　　 2．2 片。短 いハ の字状 の高台が付 く。 南口クロナデ。底部 回転へ ラ削 り 黒色粒子

須　 恵　 器 D　　　 6．0

E　　　 l．0

体 部は外方に開 き，日録部 に至 る。 後 ，高台貼 り付け。 灰色

普通

26 1
嚢

A　　 2 0．8 体部から目線部にかけての破片。体 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e 白色粒子 50％

B　 （1 8．7） 部は内攣気味に立ち上が り，頚部は 縦方 向の平 行叩 き。体部内面 に輪 灰 色 P L 63

須　 恵　 器 くの字状に屈曲する。日経部は外反

し，端部はつまみ上げられている。

積み痕残 る。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　 徴 備　　 考
径（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g）

第75図Q 12 砥　　　 石 5．6 3．7 2．3 0．4 56．7 凝　 灰　 岩 穿孔あり。提げ砥。砥面 3 P L 71

執馴考健腰掛（第76e77図）

位置　調査3区の南部，H2d3区。

重複関係　第30号住居に南壁を掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸4．34m，短軸4．20mの方形である。

主軸方向　N－120　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は54－59cmである。

壁溝　北東コーナー部と南壁を除いて，壁下を巡っている。上幅1～封cm　下幅6～19cm，深さ4～10cmでタ
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断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竜　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部までの最大長109cm，袖部の最大幅154cmである。煙道部は壁外へ41cm掘り込んでおり，煙道は緩や

かな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面から10cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化して

いる。竃土層断面図中，第1層は崩落した天井部である。第6～9層は火床部の覆土である。

9

第76図　第31号住居跡実測図
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電土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　灰　褐　色

4　極赤褐色
5　極暗赤褐色
6　暗赤褐色

7　暗赤褐色
8　灰　赤　色

9　暗赤褐色
＿10　暗赤褐色
11暗赤褐色

ピット　5か所

ローム申ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒J㌧・粘出自’・少軋　焼日中プロ、ソク・焼上′」、ブロック・砂粒微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・・焼巨」、ブロック少量．粘巨粒子・砂粒微量

ローム粒子中鼠　ローム小プロ、ソク少＿鼠　ローム中プロ、ソク・焼上中プロ、ソク・粘土粒J’・・砂粒微量

焼上粒子多鼠　焼土中ブロック・焼土中プロ・ソク少量

焼回lブロック・焼上中プロ・ソク中鼠　焼‖肛千少量

焼土粒子多量，焼土中ブロックe焼土小ブロック中量，焼土大ブロック少量，炭化粒子微量

焼土粒子中量，焼土中ブロック0焼士小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子さ炭化物微量

灰多量，焼l∴粒千‥廃土小プロ、ソク・炭化粒子微量

焼上中ブロック・焼土中プロ、ソク中量，炭化物・炭化粒子少鼠　ローム粒子・灰微量

焼土小ブロック・焼士粒子多量

焼土小ブロック多量，焼土粒子も粘土粒子少量

（Pl～P5主　Pl～P4は長径24～42cm，短径23～39cmの甘形または楕円形で．深さ21～・44

cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から芦　主柱穴と考えられる。P5は径30～32cmの円形

で，深さ18cmである。南部の中央に位置していることと形状から，出入り【二‾＿l施設に伴うピットと考えられる。

覆土　20層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

層土

　

1

2

　

3

4

5

6

7

8

9

1

0

日

1

2

1

3

日

1

5

1

6

色
色
褐
褐

説解
黒
暗

ロ
　
ロ

ーム粒子少量，ローム小ブロック・焼十粒千・炭化粒子微量

－ム粒J’一少量，ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・焼回1ブロック・焼同、プロ、ソク・焼上粒J’l・炭化物・炭化粒

子微量

褐　　　色　　ローム粒f一多鼠　ローム小プロ、ソク微量

暗　褐　色　　ローム粒子少量．ローム小プロ、ソク・焼土粒千・炭化粒子微量

暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒千・秒粒微量

暗　褐　色　　ローム粒千少量，ローム小プロ、ソク・焼士粒子・炭化粒子・砂粒微量

にぷい赤褐色　　ローム粒‾f一・焼巨粒子・炭化粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼十小プロ、ソク微量

褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼士粒j’l・炭化粒J’・・砂粒微量

褐　　　色　　ローム粒巨巨量．ローム小ブロック少軋　ローム中ブロック・焼巨粒子・炭化粒打微量

黒　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク・炭化粒子微量

暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム申ブロック・焼士粒f・・炭化粒子微量

暗　褐　色　　ローム粒J’・中量，ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク微量

暗　褐　色　　ローム粒j’・【帰一呈∴　粘巨粒子・砂粒少量，ローム小プロ、ソク・焼＝粒子・炭化粒！一微量

暗　褐　色　　粘土粒千・砂粒中量，ローム粒千少量，焼士小ブロック・焼1二粒J’・・炭化物・炭化粒千微量

にぷい赤褐色　　砂粒多量，粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒f一少量，ローム小ブロック・焼上申ブロック・焼上中プロツ

ク・炭化物微量
17　暗赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量、ローム粒子・炭化物・炭化粒Jた少鼠　ローム小プロ、ソク・焼士人ブロック・焼土中ブ

ロック・焼土小ブロック微量
18　暗　褐　色　　ローム粒子中量、ローム小プロ・ソク少量，焼士粒√・炭化粒子微量

19　暗　褐　色　　ローム粒子中鼠　炭化粒千少量，ローム中ブロック・焼上中ブロック・焼悌「「・炭化物・粘い」、ブロック・砂粒微量
20　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒f一・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

遺物　土師器片262点（棒e高台付杯57，嚢。甑205），須恵器片91点（塔の高台付杯67，蓋4，嚢の甑20），土

製品4点（支脚），鉄器2点（鎌，刀子），鉄浮1点が出土している。これらの遺物は，竃を含む北壁周辺を中

ll　　！

十二ニ二二三三二一二
l l l

▽　1：′、′．S。

10cm

闘9　ヒ二二二二二二∴二∴一一二一」

第関儲　第3温号住居跡出土遺物実測図
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心に覆土上層から覆土下層にかけて出土しているご　そのほか，混入した縄文土器片2点，撹乱によl）混入した

瓦質土器片＝喪，陶器片1点が出土している。第77図262の土師器小形嚢は竃内の覆土中から，263の土師器嚢

は中央部の覆土下層から出土している。264の須恵器埠は竃前の床面から，265の須恵器蓋は覆土中から出土し

ている。ⅣJI49の鎌は中央部の床面から，M帽3の刀子は中央部の床面から出土している。出土状況から、262・

264・八．′I49㍉M帖3は本跡に伴う出土遺物と考えられる。

所農　本跡の時期は，竃内や床面の出土土器から，8世紀前葉と考えられる。

第31号住居跡出土遺物観察表

遺 物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第77図 小　 形　 襲 Å　 ［10．0］ 体部からロ緑部にかけての破片。体部 口縁部及び体部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・白色粒 千 1 0％

2 62 士　 師　 器 B　 （7．7） は内攣気味に立ち上がり，頚部は くの

字状に屈曲する。目線部は外反する。

デ。体部下端手持 ちへ ラ削 り。 にぷ い黄橙色

普通

＝縁部内面・休

部外面煤付着

26 3

餐 Å　 ［2 1．8］ 体部から口綾部にかけての破片。体部 口縁 部内 ・外面横ナデ√休部外面 雲母 ・砂 粒 ・白色 10％

土　 師　 器 B　 （1 3。0） は内攣気味に立ち上がり，頚部はくの

字状に屈曲する。目線部は外反する。

ナデ，内面へ ラナデ。 粒子 ， にぷ い赤褐

色，普通

26 4

杯 A　 ［1 5．0］ 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線 部 と体部内 0 外面及 び底部 内 雲母 ・砂粒 ・白色 20％

須　 恵　 器 B　　　 4．7 平 底。 体 部 は外傾 して 立 ち上 が 南 口クロナデ。底部外周部 回転 へ 粒子 ・赤色粒子 体部内面煤

C　 ［9．4］ り， 目線部 はわずか に外反す る。 ラ削 り， 1 方向の手持ちへラ削 り。 にぷい褐色，普通 付着

26 5

蓬 A　 ［14．8］ 目線部 か ら天 井 部 にか け ての破 口縁 部及び天井外周部内 ・外面 ロ 雲母 ・砂 粒 ・白色 20％

須　 恵　 器 B　 （1．7） 片。天井部 は笠形 で，目線部 内側

に短 いか え りが付 く。

グロナデ。天井部回転へ ラ削 り。 粒千 ・赤色粒千

灰黄色，普通

＝縁部内面

煤付着

遺物番号 券　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 背幅 （cm） 刃幅（cm ） 重量 （g ）

第7欄 M 49 鎌 14．4 0．3 2．5 48．3 鉄 刃部の一部欠損。 P L 74

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 l 材 質

特　　 徴 備　　 考
全長（cm ）刀身長（cm ）身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm ） 重量（g ）

第77図M 63 刀　　　 子 （9．6） （3．8） 1．5 0．6 （5．8） （16ユ） 鉄 南関あり。切先・茎部の一部欠損

第3望号健腰跡（第78◎79回）

位置　調査3区の南部東寄り，H2d9区。南東部が調査区域外である。

規模と平面形　南北軸は姐2mである。南東部が調査区域外であるため，東西軸は3．46mだけが確認された。

平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－170－E

壁　ほぼ直立している。壁高は55～68cmである。

璧湧　北西コーナー部から南西コーナー部までの，壁下を巡っている。上幅20～3鮎m　下幅　～Hcm　深さ8

～温4cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

囁　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。規模は，焚口部から煙道部までの最大長130C恥　袖部の

最大幅150cmである。煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおりタ　煙道は緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部

は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変している。竃土層断面図中，第3層は崩落した

天井部，第7層は火床部の覆土である。
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培土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　灰　褐　色

4　褐　灰　色

5　暗赤褐色
6　赤　褐　色

7　極暗赤褐色

8　褐　　　色

9　極暗赤褐色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・粘土小ブロック少量，砂粒微量

焼土大ブロック多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子中量，焼土中ブロック少量
焼土大ブロック・焼土粒子多量，焼土小ブロック・粘土小ブロック中量，砂粒少量
焼土中ブロック・焼土小ブロック多量
焼土中ブロック・焼土小ブロック中量，灰少量
ローム粒子中量，焼土小ブロック・砂粒少量

焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2はそれぞれ長径24cm・25cm，短径23C皿・22cmの円形及び楕円形で，

深さ11cm・23cmである0北西コーナー・南西コーナー寄りに配置されていることと形状から，主柱穴と考えら

れる。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器片66点（杯・高台付杯1，嚢・甑65），須恵器片16点（杯・高台付杯5，襲・甑11），土製品2点

（支脚，不明），鉄器1点（鎌）が出土している0これらは，竃を含む北壁と西壁周辺を中心に，覆土中層から

覆土下層を中心に出土している。そのほか，混入した縄文土器片17点が出土している。第79図266の須恵器杯

第78図　第32号住居跡実測図
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は，北壁際西寄りの覆土下層から出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から8世紀前菜と考

えられる。

第32号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

』ニ意志』

第署図　第記号住居跡出土遺物実測図

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第79図 杯 A　　 13．2 底 部か ら目線部 にか けての破片 。 ＝縁部 ，体部内 ・外面及 び底部内 小礫 ・砂粒 ・白色 50％

2 66 須　 恵　 器 B　　　 4．1 体部 は外傾 して立ち上が り， 目線 面 ロクロナデ予体部下端回転へ ラ 粒子

C　　　 7．6 部 はわず かに外 反する。 削 り。底 部回転へ ラ削 り。 灰色，普通

第調号健屠跡（第80e81図）

位置　調査3区の南部，H2b9区。

規模と平面形　長軸3。70mタ　短軸3．68mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　ほぼ直立している。壁高は58～62cmである。

壁濁　北壁の東部を除いて，壁下を巡っている。上幅24～48cm　下幅　～温旺m　深さ　～摘cmで　断面形はU

字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前から南壁の手前にかけて帯状に踏み固められている。

魔　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部の一部と袖部が残存している。規模はタ　焚日部か

ら煙道部までの最太長110cm，袖部の最大幅155cmである。煙道部は壁外へ46cm掘り込んでおり，煙道は緩やか

な傾斜で立ち上がっている。火床部は床面から7cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変している。

竃土層断面図軌　第4層は火床部の覆土である。

竃土層解説
1暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒千・砂粒少量
2　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子少量
3　灰　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒千・粘仁粒了・中鼠　砂粒少鼠　焼土中ブロック・焼士小ブロック微量
4　暗赤褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子中量，灰少量

尊堂　8層からなり芦　レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。土層断面図中夕　第7◎8層

は壁港の土層である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼上中ブロック・焼土中ブロック微量

2　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・焼土中プロ、ソク・焼＿ll二粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼上中ブロック微量

∴1暗　褐　色　　ローム小プロ・ソク・ローム粒子中量

5　灰　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒千・秒粒少量，ローム中ブロック微量

6　灰　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒千・秒粒少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック微量

7　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

8　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片172点（襲¢甑），須恵器片50点（捧e高台付埠35，蓋3，棄◎甑12），鉄器1点（鉄）が出土

している。これらの遺物は，北東部と南西部を中心に，覆土上層から覆土下層にかけて出土している。第81図

267の土師器嚢は，南壁際中央部の覆土中層及び覆土下層から出土した破片と中央部の床面から出土した破片

が接合したものである。268の土師器嚢は，北西コーナー部の覆土中層と竃前の床面と竃内の覆土上層から出

土した破片が接合したものである。第80図269の土師器甑はタ　中央部の床面及び覆土下層から出土した破片が

接合したものである。270の須恵器輝は，北東コーナー部の覆土中層から出土している。271の須恵器高台付埠

は，竃前の床面から出土している。M64の鉄は中央部の覆土上層から出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる。
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第80図　第33号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　1m
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第爵図　第謂号住居跡出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表

…‰脾1…～‰ （

、＼

26

0　　　　　　　　　　10cm
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遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　 考

第81図

267
牽

A　　 22．0 体部から目線部にかけての破片。‖縁部内・外面横ナデご休部内面 砂粒・白色粒千 60％

B　 （29．2）体部は内轡気味に立ち上がり，ロ ナデ，外面上半ナデ，下半縦方向 橙色 P L 63

士　 師　 器 縁部は外反し，端部はわずかに上

方につまみ上げられている。

のヘラ磨き。頚部内面宣輪積み痕

残る。

普通

268
襲

A　　 21．7 体部から目線部にかけての破片。＝縁部内・外面横ナデ√体部内・砂粒・白色粒千 70％

B　 （31．4）体部は内攣気味に立ち上がり，ロ 外面上半ナデ，外面下半縦方向の 赤褐色 P L 63

土　 師　 器 縁部は外反し，＝縁端部は外十方

につまみ上げられている。

ヘラ磨き。 普通

第80図

269

A　 ［27．8］休部から目線部にかけての破片。体部 口縁部内・外面横ナデ√体部内・砂粒・白色粒子 10％

甑 B　 （10．4）は外傾して立ち上がり，頚部はくの字 外面ナデ㍉ 明赤褐色

士　 師　 器 状に屈曲する。目線部は外反し，端部

は外上方につまみ上げられている。

普通

270

杯 B　 （1．7）底部から体部にかけての破片。平 体部内・外面，・底部内面ロクロナ 雲母く・砂粒 5％

須　 恵　 器 C　 ［7．0］底。体部は外傾して立ち上がる。 デ。体部下端手持ちへラ削り。′底

部1方向の手持ちへラ削り。

黄灰色

普通

271
高台付杯

A　 ［18．9］高台部から目線部にかけての破 ＝縁部と体部内・外面及び底部内 小職「・砂粒・白色 50％

B　　　 8．9 片。短いハの字状の高台が付く。面ロクロナデ．底部回転へラ削り 粒千

須　 恵　 器 D　　 ll．6

E　　　 l．4

体部は外傾して立ち上がり，ロ縁

部はわずかに外反する。

後，高台貼り付け。 黄灰色

普通

志物番号！券 種 計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材質
特　徴 備考

全長（cm）鉄身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長短）箆被部幅（cm）茎長（cm）厚さ（cm）重量（g）

第80図M6可　 鉄 （8．0） 1．3 0．8 5．8 0．5 （0．9） 0」 （7．9） 鉄 圭頭髪箭式。茎の一部欠損PL73

第鍼号健腰静（第82～84図）

位置　調査3区の南部西寄り，G2i3区。

規模と平面形　北西コーナー部が調査区域外である。長軸4．44m，短軸4．22mの方形である。

主軸方向　N－130－W
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壁　ほぼ直立している。壁高は52～60cmである。

壁溝　北東コーナー部から南西コーナー部にかけて，壁下を巡っている0上幅12～37cm，下幅4～16cm，深さ

4～6cmで，断面形はU字形である。

床　竃前にわずかに高まりがあるが，ほぼ平坦である。中央部がよく踏み固められている。

竜　北壁の中央部に粘土とロームと砂粒で構築されている0天井部の一部と袖部が残存している。規模は，焚

口部から煙道部までの最大長120cm，袖部の最大幅149cmである0煙道部は壁外へ55cm掘り込んでおり，煙道は外

傾して立ち上がっている0火床部は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熟を受けて赤変硬化している。

可　可可

－122－
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竃土層断面図軋　第5e7層は火床部の覆土である。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　暗赤褐色

6　にぷい赤褐色

7　灰　褐　色

ピット　5か所

ローム粒子中量，砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
焼土粒子・砂粒中量，焼土中ブロック・炭化物・粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼士大ブロック・炭
化粒子微量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・灰・砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック
微量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・砂粒微量

灰多量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

（Pl～P5）。Pl～P4は長径24～37cm，短径20～36cmの円形及び楕円形で，深さ29～55

cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，主柱穴であると考えられる。P5は長径28C恥

短径26cmの円形で，深さ28cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆土　7層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・砂粒微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム太ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　　炭化材・粘土粒子少量，ローム粒子微量
7　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼士小ブロック・炭化物・粘土粒子微量

遣物　土師器片235点（杯。高台付杯17，嚢e甑218），須恵器片95点（杯。高台付杯56，盤1，蓋5，棄e甑

29，捏ね鉢4），土製品1点（支脚），鉄器3点（刀子2，鉄1）が出土している。これらの遺物は，中央部を

中心に，覆土中層から覆土下層にかけて出土している。第83図272の須恵器埠は，竃前の覆土中層から出土し

ている。273の須恵器杯は竃西側の床面から正位で，274の須恵器盤は南東部の覆土下層から正位で出土してい

る。275の須恵器捏ね鉢は，竃内の覆土中層と竃前の床面から出土した破片が接合したものである。DP7の

支脚は，竃前の床面から出土している。第84図M50の刀子は南壁際の床面から，M51の鉄は東壁際の覆土下層

から，M65の刀子は中央部の覆土下層から出土している。出土状況から，273e275，M50。M51eM65は本跡

に伴う遺物と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面の出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第83園　第34号住居跡出土遺物実測図（1）
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第8堵図　第34号住居跡出土遺物実測図（2）

第34号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第83図

杯

A　 ［13．4］ 底部 か ら目線 部 にか けての破片 。 口綾部 と体部 内 ・外 面及び底 部内 雲 母 ・砂粒 ・白色 50％

27 2
B　　　 4．3 平底。体部 は外傾 して直線的 に立 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子

須　 恵　 器 C　　　 8．0 ち上が り， 口綾部 でわずかに外反 ラ削 り。底部 回転へ ラ切 り痕 を残 灰 白色

する。 す。 2 方向の手持 ちへ ラ削 り。 普通

273

杯 A　　 13．5 体 部 か ら日録 部 の 一部 欠損 。 平 日録部と体部内 ・外面及び底部内面 小礫 ・雲母 ・砂粒 70％

須　 恵　 器 B　　　 4．4 底 。体部 は外傾 して立ち上 が り， ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 灰白色 P L 63

C　　　 7．8 日録 部はわずか に外反す る。 り。底部 1 方向の手持ちへラ削 り。 普通 二次焼成

27 4
盤

A　 ［15．4］ 高 台部 か ら目線 部 にか けて の破 目線部 と体部 内 ・外 面及び底部内 小 礫 ・雲 母 ・砂粒 ・ 80％

B　　　 4．6 片。 短いハ の字状 の高台 が付 く。 面 ロクロナデ。底 部回転 へ ラ削 り 白色粒 子

須　 恵　 器 D　　 lO．0 体部 は外傾 して立 ち上が り， 目線 後，高台貼 り付 け。 灰色

E　　 l．3 部はわずか に外反 する。 普通

275
捏　 ね　 鉢

A　　 15．0 底 部 と目線部 の一 部欠損。 平底。 目線 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 小礫 ・雲母 ・砂粒 ・ 90％

B　　 14．1 底 部は径が体部 よ り大 き く，体 部 デ。底 部外面剥離多 く調整不 明。 白色粒子 P L 6 3

須　 恵　 器 C　　 lO．4 は外傾 して立 ち上が り，目線 部は

わず かに外 反する。

黄灰色

普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！ 特　 徴

備　　 考
全長（cm） 最大径 （cm） 最小径（cm） 重量（g ）

第83図D P 7 支　　　 脚 （14．6） （11．8） （9．3） （1490．0） 円筒状。基部が激しく焼けている。粘土付着

’血物鹿口 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材 質

特　　 徴 備　　 考
迫　　 田号 全長（cm）刀身長（cm） 身幅 （cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重義 （g ）

第84図M 50 刀　　　 子ノ （仕3） （2．6） 1．9 0．3 （8．7） （22．5） 鉄 両関あり。切先・茎部の一部欠損 P L 72

M 65 刀　　　 子 （16．3） （13．0） 1．2 0．5
（3・3） ！ （20・7）

，鉄 両関あり。刀先・茎部の一部欠損 P L 72

’血物番目 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i材質

特　 徴 備考
ユ星　　　 亨 全長（cm）鉄身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長（cm）箆被部幅（cm）茎長 （cm）厚さ（cm）重量（g）

第84図M 51 鉄 （6．3） （3．7） （3．3） （1．9） 2．0 （0．7） 0．5 （16．3） 鉄 長三角形式。茎一部欠損 P L 73

第35号健屠跡（第85図）

位置　調査3区の中央弧　G2jO区。

規模と平面形　南東コーナー部が調査区域外である。長軸4．48m，短軸4．20mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　ほぼ直立している。壁高は45～53cmである。

壁溝　調査区域外の南東コーナー部を除いて，壁下を巡っている。上幅20～26cm，下幅4～12C恥深さ4～12

cmで，断面形はU字形である。
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床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竜　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部は残存している。規模は，焚口部

から煙道吾はでの最大長138C皿1，袖部の最大幅165cmである。煙道部は壁外へ54cm掘り込んでおり，煙道は緩や

かな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面から3cmほど掘りくぼめられている。竃土層断面図中，第4層は

第85図　第35号住居跡・出土遺物実測図
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火床部の覆土であるご

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒千・秒粒少鼠　ローム申プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・焼上中プロ、ソク・焼l甘J′一・歳化粒子・粘土小プロ、ソ
ク・粘土粒子微量

2　にぷい赤褐色

3　黒　褐　色

4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　にぷい赤褐色

7　にぷい赤褐色

8　にぷい赤褐色

ローム粒子・焼上中プロ・ソク・焼t二粒J’一・粘抽白∴少鼠　ローム小プロ・ソク・炭化粒子・砂粒微量
ローム粒ト焼悌「「・炭化粒千少鼠　ローム小ブロック・砂粒微量

焼吊村中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒J’‥砂粒少量
焼土粒子中鼠焼士小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子0焼土太ブロック・砂粒微量
焼士粒子中鼠　焼土中ブロック・炭化粒j∴灰少鼠　ローム粒J∴焼上中プロ、ソク・尉ヒ物微量
焼土粒子中量，炭化粒千・秒粒少鼠　灰微量

焼十粒千・砂粒中鼠　ローム粒子・尉ヒ物・炭化粒子・粘士粒千少鼠　ローム小ブロック・焼上中プロ、ソク微量

尊皇　3層からなり芦　レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・焼上中ブロック・焼土粒子・尉ヒ物・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク・焼土中ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒巨巨軋　ローム大プロ、ソク・ローム小ブロック微量

遺物　土師器机47点（塔昏高台付捧2，嚢e甑144，不明日夕須恵器飢03点（塔e高台付捧麟盤五言藍新

高盤2　聾e甑胡　不明2），灰粕陶器片2点（不明），石器1点（砥石）タ鉄器⑳鉄製品3点（刀子言鉄，釘）

が出土している。これらの遺物は　覆土各層から平均的に出土している。そのはか，混入した縄文土器片2点

が出土している。第85図276の須恵器蓋は南西部の覆土下層から逆位で出土している。Q温3の砥石は西壁際の

覆土下層から　M鍼の鉱は南西部の覆土上層から出土している。

所凰　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第35号住居跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

第85図

蓋

Å　　 17．1 完形。 天井部は笠形で，擬宝珠状 目線部及 び外 周部内 ・外面 ロクロ 小礫 ・雲 母 ・砂 粒 ・ 10 0％

27 6
B　　　 4．4 のつ まみがつ く。目線部 は短 く折 ナデ。天井 部回転へ ラ削 り後，つ 白色粒 子 P L 63

須　 恵　 器 F　　　 3．5

G　　　 l．3

り返 している。 まみ貼 り付 け。 灰 色

普通

外 周部外面

火裡カ

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ） 石　　 質

第85図Q 13 砥　　　 石 （7．0） 4．8 2．3 （97．7） 凝　 灰　 岩 砥面 3而 P L 71

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i材質

特　 徴 備考
全長（cm）鉄身長（cm）鍍身幅（cm）箆被部射cm）箆被部縮cm）茎長（cm）厚さ（cm）重量（g ）

第85図M 66 鍍 （13．1） 1．7 0．8 （9．6） 0．5 （Lの 01 （9．9） 鉄 重雄 箭式3箆被・茎部の一部欠損 P L 73

第邪魔億腰儲つ第86図）

位置　調査3区の中央部，G2g8区。

規模と平面形　長軸姐Om，短軸3．92mの方形である。

主軸方向　N－100　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は30～37cmである。

璧溝　全属している。上幅且8～27cm，下幅　～蟻cm　深さ　～8cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

囁　北壁の中央部に粘土とロームと砂粒で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，

焚日部から煙道部までの最大長摘艶m　袖部の最大幅120cmである。煙道部は壁外へ壷cm掘り込んでおり，煙道
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は緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変し

ている。竃土層断面図中，第2層は天井部の崩落土である。

埴土層解説
1　灰　褐　色　　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

2　褐　灰　色　　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム小ブロック少量
3　極暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・砂粒少量，炭化粒子・粘土粒子微量

ピット　1か所。Plは長径32cm，短径27cmの楕円形で，

とと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

278

第86回　第37号住居跡・出土遺物実測図

深さ22cmである。南壁寄りの中央に位置しているこ

‥有

4

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l L　　　」

TP15

0　　　　　　　　　　　10cm

［一一一；　　」
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穫蓋　層からな娠　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒JT・少量∴　ローム小プロ、ソク・焼L二粒子・尉ヒ粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒手中鼠　ローム大プロ、ソク・ローム小プロ・ソク・焼士粒子・炭化粒子微量

：う　暗　褐　色　　ローム粒J∴申軋　砂粒少‡重量∴　ローム小ブロック・焼日甘千・歳化粒召粧遠

・1暗　褐　色　砂粒中量、ローム粒J’－・焼巨」、プロ、ソク・焼上粒子・炭化粒千少軋　ローム小ブロック微量

遺物　土師器那2点（捧㊧高台付捧9，婆鋒甑4鉱須恵器片　点　捧e高台付埠2　蓋お襲e甑2），灰粕

陶器片1点（瓶），土製品1点（支卿）芦鉄製品2点（釘）タ銑浮2点が出土している。これらの遺物はタ北西

部を除凱覆土上層から覆土下層にかけて出土している。第拓図27の土師器棒は　北西部の覆土下層から斜

位で出土している。278の須恵器蓋はタ西部の覆土下層から出土している。279の灰粕陶器瓶は　北東コーナー

部の覆土中層から出土している。TP且5の須恵器嚢は竃の覆土中から出土している。

新風　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第欝号住居跡出土遺物観察衷

遺物番号 器　　 種 計測値 （C坤） 器　 形　 の　 特　 徴 ！＋ 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第86図 林 Å　　 ‖」 完形。丸底 。体 部は内攣気味 に立 目線 部内 ・外面 ，底部 内面櫨 ナデ㍉ 砂粒 ・白色粒子 100％

27 7 士　 師　 器 B　　　 4濾 ち上が り，日録 部にわずか に外反 体部内南棟 ナデ後 ，放射状の暗 文。 橙色 P L 6 3

す る。 体部下端手持 ちへ ラ削 り。 普通 二次焼成

278

蓋 B　 （2．8） 目線部か らつ まみにかけての破片。 口縁 部及び天井外周部 内 ・外 面ロ 小礫 ・砂 粒 ・白色 20％

須　 恵　 器 F　　　 Ll．0 天井部は丸 く，外周部 はなだらかに クロナデ㍉天 井部回転へ ラ削 り後， 粒千

G　　　 O．5 下降 し，ボタン状 のつまみがつ く√ つ まみ粘 り付 け。 灰色，普通

279

瓶 B　 （5．8） 体部上半 片。 体部 内 ・外 面ロク ロナデ∴体部外 砂粒 ・黒色粒子 5 ％

灰 粕 陶自浄 面 に灰粕。 灰 白色

粕色は淡緑色，普通

二川窯

遣物番号 器　　 種 器　 彬　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第86図

T P 15

登

須　 恵　 器

体部の破片。体部外面に同心翻犬の叩き昌，横方向に沈線が巡る，内面ナデ。 砂粒・白色粒子

灰色，普通

5％

第詔畠考健屠跡（第87⑳88回）

位置　調査3区の中央部，G2e9区。

規模と平面形　義孝由後。2m　短軸。鵬罰nの方形である。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は33～42cmである。

壁溝　南東e南西コーナーを除いて　壁下を巡っている○上幅蟻～器cm　下幅　～洩m　深さ　～鈍mで　断

面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で芦　中央部がよく踏み固められている。

聴　北壁の中央部にロームと粘土で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚日部

から煙道部までの最大長且鵬cm　袖部の最大幅1舶cmである。煙道部は壁外へ34cm掘り込んでおりタ煙道は緩や

かな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面から3cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤愛している。

竃土層断面図軋　第4層は火床部の覆土である。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム太ブロックe焼土小ブロック・炭化物・粘土粒子0砂
粒微量

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　極暗褐色
5　褐　　　色

ローム小プロ、ソク・ローム粒ト焼巨J、プロ、ソク・粘巨」、プロ、ソク・砂粒少量，焼いいプロ・ソク微量

ローム粒子・粘悌白∵・砂粒少鼠　焼上中プロ、ソク・焼上粒子微量
ローム粒子・焼上人ブロック・尿少量

ローム小プロ、ノク・ローム粒子可‾－鼠　ローム申プロ、ノク・砂粒少鼠　焼上人ブロック・粘土粒子微量
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覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片111点（杯・高台付杯1，要・甑110），須恵器片35点（杯・高台付杯32，蓋2，碧・甑1），土

製品1点（支脚），鉄製品2点（不明）が出土している。これらの遺物は，覆土上層から覆土下層にかけて全

体的に出土している。そのほか，撹乱により混入した陶器片2点が出土している。第88図280の土師器嚢は，

竃内の覆土下層から斜位で出土している。281の土師器嚢は，中央部の覆土下層から出土している。282の須恵

器杯は，南東部の覆土中層から出土した破片と覆土中から出土した破片が接合したものである。DP8の支脚

は，北東部の床面から出土している。出土状況から，280は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，竃内の覆土中から出土した土器により，8世紀後葉と考えられる。

第87図　第38号住居跡実測図

－129－
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0　　　　　　　5cm

」二二1∵二二二」

第繍図　第謎号住居跡出土遺物実測図

第38号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　10cm

工二二二∴士二二二1－三

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第8 8図

2 80

襲

土　 師　 器

A　 ［22．6］ 底部 か ら目線 部 にかけ ての破片 。 日縁部 内 ・外面横 ナデ亡休部内面 砂 粒 ・雲母 ・白色 6 0％

B　　　 3 0．6 平底。体部 は内攣気 味に立ち上が 下半へ ラナデ，外面上 半ナデ，外 粒子 P L 6 4

C　 ［12．0］ り，頚 部 は くの字状 に屈 曲す る。

口縁部 は外反 し，端 部は外 上方 に

？ まみ上げ られている。

南下半縦方向のヘ ラ磨 き。 橙色

普通

二次焼成

2 81
襲

土　 師　 器

Å　 ［2 5．0］ 体 部 か ら日録 部 にかけて の破 片。 目線 部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・白色 粒子 ・ 20％

B　 （2 4．4） 体 部は内攣気味 に立 ち上が り，目

線 部は外反 し，端部 は外上 方につ

まみ上げ られてい る。

下位 へ ラ磨 き，内面へ ラナデ。 赤色粒子

橙色

普通

28 2

杯 A　　 13．9 底部 か ら目線部の一部欠損。体 部 日縁部，体部内 ・外面及び底部内面 砂粒 ・雲 母 ・白色 70％　 P L 6 3

須　 恵　 器 B　　　 4．8 は外傾 して立ち上が り， 日録部 は ロクロナデ。体部下端手持ちへ ラ削 粒子 体部二次焼成，

C　　　 8．0 わず かに外 反する。 り。底部 1 方向の手持ちへラ削 り。 暗灰色，普通 内面タール付着

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！ 特　 徴

備　　 考
全長（cm ） 最大径（cm） 最小径（cm ） 重量（g ）

第88図D P8 支　　　 脚 （13．0） （10．4） 5．5 （765．0） 円筒状。基部破損
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第調号健贋跡（第89図）

位置　調査3区の北東部，G3dl区。

親機と平面形　北西コーナー部を残し，大部分が調査区域外である。確認されたのは，南北車由3．0m　東西劫

1．60nlだけであり，平面形は方形または長方形と推定される．

主軸方向　N－200－W

壁　ほぼ直立している。壁高は37cmほどである。

璧溝　確認された北西コーナー部の壁下を巡っている。上幅17～28cm，下幅5～8cm，深さ5cmで，断面形は

U字形である。

床　ほぼ平坦で，確認された北西コーナー部はよく踏み固められている。

ぽッ睦　1か所。Plは長径26C恥　短径22cmの楕円形で，深さ22cmである。北西コーナー寄りに配置されてい

ることと形状から主柱穴と考えられる。

尊堂　3層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆

積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子「巨鼠　ローム小ブロック少量，炭化粒子

微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロ

ック微量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片4点（棒e高台付塔2，嚢e甑2），須恵

器片5点（杯・高台付杯2，襲・甑3）が出土している。

すべて細片で，覆土上層及び中層から出土している。，そ

のほか，混入した縄文土器片2点が出土している。

所凰　本跡の時期は，出土土器がすべて細片であり，伴う

ものもないため，明確な判断は国難である。混入した縄

文土器片を除き，出土土器がすべて8世紀から9世紀代

と考えられることから，時期は8世紀から9世紀代と推

定される。 ‾‾　一一一‥‥－1一二二

第鍋図　第39号住居跡実測図

第魂の考健腰掛（第9の◎9且図）

位置　調査3区の北部，G2bO区。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸3．94mの方形である。

主軸方向　N－100　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は30～37cmである。

壁溝　北東コーナー部と北西コーナー部と南壁の壁下を巡っている。上幅20－26C恥　下幅4～13cm，深さ6cm

で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

磯　北壁の中央部にロームと粘土と砂粒で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，

焚日部から煙道部までの最大長はおm　袖部の最大幅且32cmである。煙道部は壁外へ33cm掘り込んでおり，煙道

は外傾して立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられている。竃土層断面図軋　第1層は

崩落した天井部，第4層は火床部の覆土である。
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寵土屑解説

1　灰　褐　色

2　にぷい赤褐色

3　暗赤褐色
4　時赤褐色
5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，焼土大ブロック・炭化粒子微量
砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子・砂粒微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック多量，ローム粒子・焼土大ブロック中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・粘
土粒子少量，砂粒微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロ

2　暗　褐　色　　ロ

3　暗　褐　色　　ロ

4　暗　褐　色　　ロ

ーム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
－ム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
－ム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量
ム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片21点（杯・高台付杯2，嚢・甑19），須恵器片14点（杯・高台付杯6，蓋1，嚢・甑7）が出

0　　　　　　5cm

！；！

第90図　第40号住居跡
出土遺物実測図

土している。これらの出土遺物は，南壁中央部付近の床面から覆土中

層にかけて出土している。そのほか，撹乱により混入した陶器片3点

が出土している。第90図283の須恵器高台付杯は，南部の床面から出土

している。出土状況から，283は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面の出土土器から8世紀中葉と考えられる。

第91図　第40号住居跡実測図

L　＿　　＿＿⊥＿　」
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第40号住居跡出土遺物観察表

遺物 番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第90図 高 台 付 杯 B　 （4．3） 高台部 か ら休部 にか けての破 片。 体 部内 ・外面及び底部内面 ロクロ 砂粒 ・雲 母 ・白色 70％，P L 6 3

28 3 須　 恵　 器 D　　　 9．5 平底 にハの字状の高台が付 く。体 ナデ。底 部回転へ ラ削 り後 ，高台 粒子 体部 ・底部外

E　　　 O．6 部 は内管 気味に立 ち上が る。 貼 り付 け。 にぷい黄色，普通 面煤付着

第41号住居跡（第92・93図）

位置　調査3区の北部，G2b7区。

規模と平面形　一辺3．26mの方形である。

主軸方向　N－26。－W

壁　ほぼ直立している。壁高は41～48cmである。

壁溝　東コーナー部を除いて，壁下を巡っている。上幅22～29cm，下幅4～8cm，深さ4～8cmで，断面形は

U字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前から南壁の手前にかけて帯状に踏み固められている。

寵　北西壁の中央部にロームと粘土と砂粒で構築されている。規模は，焚口部から煙道部までの最大長111cm，

最大幅142cmである。煙道部は壁外へ32cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっている。火床部は床面

④　　恒　も

第92回　第41号住居跡実測図
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からわずかに掘りくぼめられてお娠火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図軌第　層は崩落した天

井部汐　第4層は火床部の覆土である。

壌土層解説

－1暗　褐　色　ローム粒子Lf一胤　ローム小プロ、ソク・砂粒少鼠焼悌‡子微量

2　灰　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少鼠ローム太ブロックせローム小ブロック0焼土太ブロック。焼
悌‡千・炭化物・炭化粒J’－・精工申ブロック微量

－1∴‾l‾　∴∴「㍉－∴＿1－　‾＿＿＿lTl‾㍉－1
尊堂　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色

褐
褐
褐

説解

黒

暗

灰

層土

　

1

2

3

ーム小ブロック・ローム粒子炭化粒子サ鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
－ム小プロ、ソク・ローム粒子中鼠　ローム中プロ・ソク微量

ム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム大ブロック・ロー山巨ブロック微量

遺物　土師器片34点（婆⑳甑）タ須恵器片2点碑e高台付埠），土製品1点（支脚）が出土している。これら

の遺物は中央部と東コーナー部の覆土中層を中心に出土している○そのほか，撹乱により混入した土師質土器

片温点杯郷が出土している。第93図284の土師器聾は，北西部及び南コーナ山部の覆土中層から出土した

破片が接合したものである。nP9の支脚は北西部の覆土中層から出土したものである。

所農　本跡に伴う出土土器はないがタ時期は，覆土中層の出土土器から8世紀中葉と推定される。

第鵬図　第射号住居跡出土遺物実測図

第姐号住居跡出土遺物観察表

干二
0 10cm

』＝二二二藍＝＝ここ』

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第93図 A　　 23．6 体部から口緑部にかけての破片。体部 目線部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・白色粒子 90％

284
嚢

土　 師　 器

B　 （31．2）は内攣気味に立ち上がり，頚部はくの 外面上半ナデ，下半縦方向または にぷい橙色 P L 64
字状に屈曲する。目線部は外反し，端

部は外上方向につまみ上げられている。

斜め方向のヘラ磨き。 普通 体部二次焼成

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 最大径（cm） 最小径（C汀1） 重量（g）

第93図D P 9 支　　　 脚 （17．0） 8．2 6．0 （1050．0） 円筒状
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第42号住居跡（第94図）

位置　調査3区の北部，F2jO区。

規模と平面形　長軸3月4m，短軸3．50mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は29～31cmである。

壁溝　全周している。上幅20～25cm，下幅5～12cm，深さ6～11cmほどで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前の中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部までの最大長110cm，袖部の最大幅136cmである。煙道部は壁外へ34cm掘り込んでおり，煙道は媛や

かに傾斜して立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられている。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　l l

－

10cm

ヒ＝＝＝＝土二二＝∃
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第94図　第42号住居跡・出土遺物実測図



確土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子の焼士小ブロックe焼土粒子も炭化物0炭化粒子の砂粒少量
2　暗　褐　色　ローム粒川鼠　ローム小ブロック・炭化粒J′・少量，焼十粒千微量

雲鐙票　品議等言霊警這呈霊霊篭ノヒ笠‡霊完ア警慧篭笠悪戦粒子0砂粒少量
5　暗赤褐色　ローム粒J’一・焼巨」、ブロック・焼土粒J′一・尉ヒ粒子少量

尊皇　4層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

説解
黒
暗
暗
暗

層土

　

1

2

3

4

ーム粒了サ鼠　ローム小プロ、ソク・焼巨粒子・尉ヒ粒子微量
－ム粒子中量∴　ローム小プロ、ソク微量

－ム小ブロック0ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック。焼土粒子e炭化粒子微量
ム申ブロック・ローム小プロ、ソク少鼠　ローム大プロ・ソク・ローム粒千微量

遺物　土師器胸l点（杯砂高台付勘　嚢0甑朝），須恵器片25点（塔砂高台付琢20，嚢◎甑5）が出土して

いる。これらの遺物はタ中央部の覆土下層から覆土中層を中心に出土している。そのほか，撹乱により混入し

た陶器片3息磁器片主点が出土している。雛4図285の須恵器塚は，竃内の覆土中から出土している。286の

須恵器嚢は学北西部の覆土中層から出土している。出土状況から，285は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡の時期は，竃内の出土土器から8郎錘薬と考えられる〇本跡の竃前面の覆土上層から出土した破

片と雛3号住居跡の東壁際中央部の床面から出土した破獅号接合したことから，第43号住居が使用された時期

には，すでに本跡はある程度埋没していたことが考えられる。

第42号住居跡出土遺物観察表

遺物番 号

第94図

i 器　 種

林

計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

A　 ［12．8］ 底 部か ら目線部 にか けての破 片∴ ＝縁乱 体部内 ・外面及 び底部内面 雲母 ・砂粒 ・白色 20％
28 5 須　 恵　 器 B　　　 3．7 平 底。 体 部 は外傾 して 立 ち上 が ロクロナデ。体部下端手持ちへ ラ削 粒 子 休 部外面煤

C　 ［8．0］ り， 日縁部 はわずかに外反す る。 り。底部 2 方向の手持ちへ ラ削 り。 黄褐色 ，普通 付着

5 ％
磐 A　 ［27．0］ 日録部片。 目線部 は外反 し，端部 日縁部内 ・外面 ロクロナデ√ 砂粒 ・白色 粒子 ・

286 須　 恵　 器 B　 （7．2） は上下に突出 して いる丁 黒色粒子

黄灰色，普通

第超3号健腰掛（第95◎96図）

位置　調査3区の北乳　F2j8区。

規模と平面形　長軸4。60m，短卓絶50mの方形である。

主軸方向　N－60　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は38～48cmである。

壁溝　全属している。上幅鼠6～32cmタ下幅4～9cm，深さ6～8cmで，断面形はU字形である。

床　中央部の一部にわずかな高まりがあるものの，ほぼ平坦であり，中央部がよく踏み固められている。

磯　北壁の中央部にロームと粘土と砂粒で構築されている。規模は，焚日部から煙道部までの最太長且42cm，

袖部の最大幅156cmである。煙道部は壁夕へ粥cm掘り込んでおり，煙道は緩やかな傾斜で立ち上がっている。

火床部は床面からわずかに掘りくぼめられている。

竃土層解説

1　灰　褐　色

2　暗　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　灰　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色

砂粒中乳ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量
ローム粒子「巨鼠　ローム小プロ、ソク少量

焼土粒子8炭化物・炭化粒子。砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック微量
ローム粒子中鼠粘土粒子・砂粒少鼠　ローム小ブロック・焼土中プロ、ソク・炭化粒子微量
焼土粒子中鼠　ローム粒子・炭化粒子・砂粒少鼠　ローム小ブロック微量

焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子0焼土小ブロック・砂粒微量
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第95図　第43号住居跡実測図

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色

子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子・炭化粒子・粘土小ブロック微量

遺物　土師器片63点（杯・高台付杯12，嚢・甑51），須恵器片17点

（杯・高台付杯13，賓・甑4），鉄棒1点が出土している。これらの遺

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿　；　　　！

0　　　5cm

』‥－i二」

物は，北部の覆土下層を中心に出土している0そのほか，撹乱により　第96図　第43号住居跡

混入した陶器片2点，瓦質土器片2点が出土している。第96図287の須　　　　　出土遣物実測図

－137－



恵器杯は　東部の床面から出土した破片と雛号住居跡の竃前の覆土上層から出土した破片が接合したもので

ある。

所農　本跡の時期はタ出土土器から9摘前葉と考えられる○発泡2号住居跡の竃前覆土上層から出土した土器

片と本跡の床面から出土した土器片が接合したことから，本跡が使用された時期にはタすでに約2号住居跡は

ある程度埋没していたと考えられる。

第43号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第96図 杯 Å　 ［13 5 ］ミ底部 か ら日録 部 にかけて の破 片 。 口縁乳 体部内 ・外面及び底部内面ロクロ 雲 母 ・砂 粒 ・白色 70％
2 87 須　 恵　 器 B　　　 4．5 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， ナデ。体部下端手持ちへラ削り。底部回転 粒子 P L 63

－

C　　　 7．2 日録 部はわずかに外反す る。 ヘラ切り痕を残す1方向の手持ちへラ削り。 黄灰色，普通

第磯磯考健贋跡（第97囲）

位置　調査　区の北部　F封　区。

規模と平面形　長軸3ぜ5m　短軸。狙mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は蟻～器cmである。

壁湧　全周している。上幅鼠～茄C恥下幅　～9cm　深さ　～mmほどで　断面形はU字形である。

床　確認できた部分では，ほぼ平坦であり，竃前の中央部がよく踏み固められている。

魔　北壁の中央部にロームと粘土と砂粒で構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存している。規

模は，楽日部から煙道部までの最大長航恥袖部の最大幅124cmである○煙道部は壁外へ36cm掘り込んでおり，

煙道は外傾して立ち上がっている。火床部の範囲は確認できず，竃土層断面図軌第4層が火床部の覆土で，

断面で確認されただけである。

竃土層解説

1赤褐色焼土小プロツク・焼土粒子多量，粘土粒子e砂粒中量

；蓋窯蓋蓋三三萎…≡三芋志望志主菜蓋，…蓋姜藁葺三軍曇警蓋，。霊警禁禁孟呈工豊？、孟完蒜認量

溌褐富　呂霊㌫完㌔芸譜禁㌢㌫㌶㌫ツク少量誹土小ブロック欄土粒子・ローム太ブロック凋粒微量

ぽッ睦1か所。Plは長径3短，短径27cmの楕円形で，深さ22cmである。南壁寄りの中央に位置しているこ

とと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

穫蓋　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

説解
暗
暗
暗
暗

層土

　

1

2

3

4

ーム粒千中鼠　ローム小ブロック少鼠　炭化粒子微量

－ム粒j二中鼠　ローム小ブロック少量，ロー山巨ブロック微量

－ム申ブロック中鼠　ローム大プロ・ソク・ローム小ブロック・ローム粒子・焼－一雄H∴射ヒ粒子微量
ム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器尉9点（嚢が甑），須恵器尉9点（埠の高台付塚5　蓋し嚢◎甑凱石器1（砥石）が出土し

ている。これらの遺物は，覆土上層及び中層にかけて全体的に出土している。そのほか，撹乱により混入した

陶器片1点が出土している。いずれも細片のため，図示できるような遺物はない。

所農　本跡の出土土器はいずれも細片であるため，明確な時期判断は困難である。出土土器がいずれも8世紀

から9世紀代と考えられることから，時期は8世紀から9世紀代と推定される。
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第97図　第44号住居跡実測図

第45号住居跡（第98・99図）

位置　調査2区の南部，E2f8区。西部は調査区域外である。

規模と平面形　南北軸は4．00mで，東西車酎ま西部が調査区域外であるため，2．90mが確認できただけである。

平面形は方形または長方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　ほぼ直立している。壁高は55～63cmである。

壁溝　竃東側から南壁際中央部の調査区域際まで，壁下を巡っている。上幅14～28cm，下幅3～11C恥深さ4

cm程度で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

寵　北壁の中央部にロームと粘土で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部までの最大長130cm，袖部の最大幅152cmである。煙道部は壁外へ46cm掘り込んでおり，煙道はほぼ

直立している。火床部は径30cmで，床面からわずかに掘りくぼめられており，火熟を受け赤変硬化している。

竃土層断面図中，第1～3層は崩落した天井部，第5層は火床部の覆土である。

寵土層解説

1　灰　褐　色

2　暗赤褐色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗　褐　色

粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒
少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
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第99図　第45号住居跡

出土遺物実測図
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ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2はそれぞれ長径35cm・42cm，

短径30cm程度の楕円形で，深さ36cm・42cmである。各コーナー寄りに配

置されていることと形状から，主柱穴と考えられる。P3は径27cmの円

形で，深さ26cmである。南壁中央部付近に位置していることと形状から，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は長軸39cm，短軸30cmの

隅丸方形で，深さ19cmである。北東コーナー部に位置している。性格に

ついては不明である。

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考

えられる。土層断面図中，第6層は壁溝の覆土である。

土屑解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・
炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロ
ック・壌土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
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褐　　　色　　ローム粒子多量．ローム小プロ、ソク申軋　ローム中プロ、ソク少量

黒
暗
褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・・炭化粒J’一少量

赤褐色　　焼梱白’中量，ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・・焼「小プロ、ソク・炭化物・炭化粒J’・少量

遺物　土師器片1服喪（塔の高台付塔鼠3タ　嚢e甑温35）タ　須恵器片賂蕉（棒渉高台相棒22∴蓋針言整バ軌湖　が

出土している。これらの遺物は，竃を含む北壁付近を中心とした覆土中層から覆土下層にかけて出土しているご

そのほか，撹乱により混入した陶器片2点が出土している。第99図288掛土師静小形嚢は北東部の覆土下層か

ら正位で出土している。289の須恵器杯は，北東部の覆土下層から逆位で出土しているご

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられるご

第45号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第99図

288

小　 彬　 磐

士　 師　 器

A　 ［10．3］ 底部から目線部にかけての破片。 目線部内 ・外面横ナデ√休部内面 砂粒 ・白色粒子 70％

B　　　 9。8 平底。体部は内攣気味に立ち上が ナデ∴休部外面下半横方向のヘラ 灰褐色 二次焼成

C　　　 5．4

！

り，頚部はくの字状に屈曲する。

‖縁部は外反し　 端部は外十方に

つまみ上げられている。

削 り。底部へラ削 り。 普通

林 A　 ［12．6］ 底部から打線部にかけての破片。 目線部と体部内・外面及び底部内面 砂粒 ・白色粒子 20％

289 須　 恵　 器 B　 （3．8） 平底。体部は外傾 して立ち上がり， ロクロナデJ 体部下端手持ちへラ削 にぷい橙色 休部内面煤

C　 ［7．2］ ＝縁部は外反する√ り。底部 1方向の手持ちへラ削り。 普通 付着

第堵考健贋跡　第臓囲）

位置　調査2区の南部東寄り，E3e4区。

規模と平面形　南北軸は3。5mで　東西軸は東部が調査区域外であるため9　3速射鉦が確認できただけである。

平面形は方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。l壁高は2∠′1～28e111であるぐ

璧溝　北壁の東部を除　壁下を巡っている。上幅柑～霊cm　下幅　～7cm　深さ航m程度で　断面形はU字形

である。

床　床面まで達するトレンチヤーによる撹乱があるがタ　確認できた部分では　ほぼ平坦であ娠　竃前から南壁

際にかけて帯状によく踏み固められている。

聴　北壁の中央部に白色粘土とロームと砂粒で構築されている。天井部は崩落しタ袖部の一部が残存している。

確認できた規模は，焚打部から煙道部までの最大長鋪cm　袖部の最太幅l蟻cmである。煙道部は壁外へ67cm掘

り込んでおり，煙道は緩やかな傾斜で立ち上がっている。竃士層断面図申　第　の　層は磯部　第　⑳　層は

崩落した天井部，第8層は火床部の覆土である。

電土層解説

1　にぷい黄褐色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗赤褐色
5　褐　　　色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　灰　褐　色

ピット　1か所。

粘十粒子多鼠　ローム小ブロック・ローム粒J’一・焼1二粒J’l・砂粒少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小プロ、ノク・焼士粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼上粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土中プロ、ソク・焼土粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　ローム申プロ、ソク・焼‖三正子・炭化粒子・粘士粒J’・少量

ローム粒千・焼L」、プロ、ソクIl巨巌，ローム小ブロック・焼日中ブロック・焼上粒J’・・炭化粒子少量

焼士粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒J’・・焼上′」、ブロック・炭化粒f・少量

灰多量，焼土粒子中量、焼土中プロ、ソク・炭化粒子少量

Plは，長径30cm．短径24cmの楕円形で言莱さ20cmであるこ∴南壁際の中央に位置しているこ

とと形状から，出入l月‾二l施設に伴うピットと考えられる。
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覆土　単一層である。撹乱が激しい。覆土が薄く1層であることなどから，堆積状況については不明である。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片17点（杯・高台付杯7，賓・甑10），須恵器片33点（杯・高台付杯10，蓋2，鉢6，嚢・甑15），

鉄製品3点（不明）が出土している。これらの遺物は，南東部を中心に，覆土上層から覆土下層にかけて出土

している0そのほか，撹乱により混入した陶器片3点が出土している。第100図290の須恵器杯は北部の覆土下

層から正位で出土している。291の須恵器杯は，北東部の覆土下層から出土した破片と覆土中層から出土した

破片が接合したものである。292の須恵器鉢は，南西コーナー部の床面から出土した破片と北東部の床面から

出土した破片が接合したものである。出土状況から，292は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面や覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられる。

◆＼．．・m

第100図　第46号住居跡・出土遺物実測図
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第載号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

第10 0回 林 A　 ［13．4］ 底部 か ら目線部 にか けての破 片。 目線部，体部内 ・外面及び底部内面 雲母 ・砂 粒 ・白色 50％

29 0 須　 恵　 器 B　　　 4．2 平底 。 体 部 は外 傾 して 立 ち上が ロクロナデ∴体部下端手持ちへ ラ削 粒子

C　　　 7．6 り， 日経部 はわずか に外反す る。 り。底部多方向の手持ちへラ削 り。 灰色 ，普通

29 1

林 Å　 白8．H 底部 か ら目線部 にか けての破片 。 ＝縁部，体部 内 ・外 面及び底部内 砂 粒 ・白色粒千 50％　P L 63

須　 恵　 器 B　　　 6．3 平底。体部 は内攣気味 に立 ち上が 面 ロクロナデこ　休 部下端回転へ ラ 明赤褐色 休 部外 面煤

C　　 ll．5 り，目線部 はわずかに外反す る。 削 り。底部 回転へ ラ削 り。 普通 付着

292

鉢 Å　 ［29」］ 体部 か ら目線 部 にかけ ての破片。 目線 部内 ・外面 ロクロナヂナ体部 砂粒 ・白色粒千 20％

須　 恵　 器 B　 （11．6） 休部は外傾 して立ち上が り，＝縁 外 面縦方向の 平行叩 き軋　 内面に 灰色

部は外反す る。 無 文の当て真東残 る。 普通

第磯署考健贋静（第用図）

位置　調査2区の南部，E3b4区。

重複関係　北東部で第48号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4．10Ill，短軸3．821mの方形である。

主軸方向　N－30　－1V

壁　ほぼ直立している。壁高は30－32cmである。

壁溝　竃酉側から南東コーナー部にかけて，壁下を巡っている。上幅17・・～21cm，下幅4－～8cm．深さ4′～6eIll

で，断面形はU字形である。二．

床　ほぼ平坦であi′上　竃前から南壁下まで，中央部が帯状に踏み固められている。

竃　北壁の中央部に砂質粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部の一一1一一一部が残存している。規模

は，焚日部から煙道部までの最大長105cm，袖部の最大幅125cmである。煙道部は壁外へ64cnl掘り込んでおり，

煙道は緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面から6cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤

変硬化している。竃土層断面図中，第2層は崩落した天井部，第3層は火床部である。）

竃土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼土中ブロック・焼十粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼十叶1ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂

粒少量

3　暗赤褐色　　ローム粒J「・・焼上′トブロック・焼巨粒子当り占　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・焼回1ブロック・炭化物・炭化粒

f一・粘土粒千・秒粒少量

Ll　赤暗褐色　　ローム粒自性凱　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼レJ、プロ・ソク・焼士粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

ピット　1か所。Plは径27cmの円形で，深さ12cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼一上中ブロック・焼土粒J’一・炭化物・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・・焼回1ブロック・焼土中プロ、ソク・焼十粒子・炭化粒J’・・砂粒少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量．ローム小ブロック・焼士粒f一・炭化粒J二一少量

tl　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒千・秒粒少量

5　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒了少量

6　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼士粒子少量

7　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼I二申ブロック・焼土中ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量

8　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒fl・焼上′トプロ、ソク・焼十粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量

遣物　土師器片188点（杯・高台付杯16，棄・甑172），須恵器片158点（杯e高台付杯76，盤1，蓋6，長頸瓶1，

襲・甑77），士製品2点（支脚，球状士錘），鉄器1点（鎌）が出土している。これらの遺物は，中央部及び東

壁際中央部を中心に，覆土中層から覆土下層にかけて出土している。そのほか，撹乱により混入した陶器片1

点が出土している。第101図293の土師器塔は，北東コーナー部の覆土中層から出土した破片と竃内の覆土中か
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ら出土した破片が接合した　のである。封の土師器塔は　東壁際の床面から正位で出土している。頴の土師

器嚢は汐　北部の床面から逆位で出土している。295の須恵器盤は讐　北壁際の覆土下層から逆位で出土している。

りP用の球状土錘は　北部の覆土下層から出土している。出土状況からタ　294◎346は本跡に伴う土器と考えら

れる。

所農　本跡の時期は，床面や覆土下層の出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第節号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 ！ 備　 考

第101回 Å　 ［15．1］ 底部 から目線部にかけての破片。 ＝縁部内 ・外面及び休部外面ロク 小礫・雲母 ・砂粒・ 40％

293
杯 B　　　 ⊥1．7 平底 。 体部 は外傾 して立ち上が ロナデ。休部 ・底部内面ロクロナ 白色粒子 底部外面煤

土　 師　 器 C　　　 7．6 り，目線部はわずかに外反する。 デ後，ヘラ磨き√休部下端 ・底部

回転へラ削り。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

付着

294

A　 ［22．0］ 体 部か ら目線部にかけての破片。 ＝縁部内 ・外面横ナデJ 体部 内面 砂粒 ・白色粒子 40％

聾 B　 （20．3） 体 部は内轡気味に立ち上がり，頸 ナデ，外面下半へラ磨き。 にぷい橙色 体部外面煤

土　 師　 器

部はくの字状に屈曲する。日録部

は外反 し，端部は外上方につまみ

巨 げられている0

普通

！

付着

i

295

盤

須　 恵　 器

Å　　 白6．1］ 高 台部か ら日録部にかけての破 目線部，体部内 ・外面及び底部内 砂粒 ・白色粒子 50％

B　　　 l O 片。平底。短いハの字状の高台が 面ロクロナデ↑底部回転へラ削り 灰黄色 P L 63

D　　　 8．3

E　　 l．0

付 くご体部は大きく開き，＝縁部

との境に稜を持つ。日録部は外反

しながら立ち上がる。

後，高台貼 り付け。 普通 底部外面に

「八」の墨書

346
林

A　　 13．2 完 形 。平底。体部は外傾 して立 目線部及び体部外面ロクロナデ。体部も 砂粒 ・雲母 ・白色 100％

B　　　 3．8 ち上 が り，目線部は外反する． 底部内面ロクロナデ乱　へラ磨き㍉体部 粒子 P L 63

土　 師　 器 C　　　 6．8 下端回転へラ削り。底部回転へラ切り痕

を残す，回転へラ削り。内面黒色処理。

明褐色

普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 ！ 特　 徴

備　　　　　　 考
径（cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第101図D PlO 球状 土 錘 2．1 2．1 0．3 8．0 表面ナデ P L 70

第磯愚考健腰掛（第且の2e且の3回）

位置　調査2区の南部東寄り，E3b4区。

重複関係　南西部が第47号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南北軸は3．閥mで　東西軸は東部が調査区域外であるため，3．46mが確認できただけである。

平面形は方形または長方形と考えられる。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は30～32cnlである。

床　ほぼ平坦であり，中央部がよく踏み固められている。

磯　北壁の中央部に砂貿粘土とロームで構築されている。天井部は崩落しタ袖部が残存している。規模はタ焚

日部から煙道部までの最大長且05cm，袖部の最大幅149cmである。煙道部は壁外へ57cm掘り込んでおり，煙道は

火床面から外傾して立ち上がっている。火床部は火床面からわずかに掘りくぼめられ，赤変硬化している。竃

土層断面図中，第2・3層は火床部の覆土である。

竃土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　灰　褐　色

5　黒　褐　色

6　灰　褐　色

7　にぷい赤褐色

ローム粒子中鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中プロ・ソク・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼士小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・少量

ローム粒子中量，焼巨J＼ブロック・焼十粒子・炭化物・炭化粒千少量

ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼L二粒f・・炭化粒J’一少量
ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒f一少量

炭化粒子・粘土粒子・砂粒L巨星，焼土粒子・炭化物少量

焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒千・秒粒少量
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ピット1か所。Plは長径24cm，短径20cmの楕円形で，深さ12cmである。南壁際中央部の付近に位置してい

ることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。堆積状況がレンズ状であることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
3　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

5　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片58点（杯・高台付杯5，賓・甑53），須恵器片33点（杯・高台付杯18，蓋3，高盤1，嚢・甑11）

が出土している。これらの遺物は，北部を中心に覆土中層から覆土下層にかけて出土している。そのほか，撹

乱により混入した陶器片1点が出土している。第103図296の須恵器杯は北壁際の覆土下層から正位で，297の

須恵器高台付杯は中央部の覆土下層から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から，9世紀中葉と考えられる。重複関係から第47号住居跡より古い。
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転　　　1

0　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一一一十－」

0　　　　　　1m

ヒ二＿二一一一「　　＿！



第瑠鵬図　第媚号住居跡出土遺物実測図

第48号住居跡出土遺物観察表

0　　　5cm

〔一一二二土＿二」

遺 物 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第1 03 図 林 A　　 13 ．1 底 部 か ら目線 部 の 一 部 欠 損 。平 底 。 ＝縁 部， 体部 内 ・外 面及 び底 部 内 面 小 礫 ・雲 母 ・砂 粒 ・ 90 ％

29 6 須　 恵　 器

l

B　　　 4．7 体 部 は外 傾 して 立 ち 上 が り， 日録 ロク ロナ デご 休 部下 端手 持 ちへ ラ削 白 色粒 子 P L 63

C　　　 5．8 部 は わず か に外 反 す る。 り。底 部 1 方 向の手 持 ちへ ラ削 り。 褐灰 色 ， 普 通

1

29 7

高 台 付 杯 B　 （3．4） 底 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 体 体 部 内 ・外 面 と底 部 内 面 ロ ク ロナ 小 礫 ・雲 母 ・砂 粒 ・

白色 粒 子

に ぷ い褐 色 ， 普 通

2 0 ％　 P L 6 3

底 部外 面 に

「固 」 の 墨 書

須　 恵　 器 部 は 外 傾 し て立 ち 上 が る 。 デ 。 底 部 回転 へ ラ削 り後 ， 高 台貼

り付 け 痕 。

第超考健贋跡　第摘　砂摘図）

位置　調査2区の中央部，D3f2区。

重複関係　北東コーナー部で第150号士坑を掘り込んでおりタ　本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．44111，短軸3．30111の方形である。

主軸方向　N－150　－E

壁　ほぼ直立している。壁高は52～60cmである。

璧溝　北東コーナー部を除いてタ　壁下を巡っている。上幅膵～器cm　下幅　～柑cm　深さ　～8cmでタ　断面形

はU字形である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

魔　北壁の中央部に砂質粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚

口部から煙道部までの最大長120cm，袖部の最太幅138cmである。煙道部は壁外へ40cm掘り込んでおり，煙道は

外傾して立ち上がっている。火床部は中央部にトレンチヤーによる撹乱を受け，焼土がわずかに確認できただ

けである。竃土層断面図軋　第3e4層は火床部の覆土，第2⑳5層は崩落した天井部である。

竃土層解説

1　極暗赤褐色

2　灰　褐　色

3　暗赤褐色

4　極暗赤褐色
5　にぷい赤褐色
6　暗赤褐色
7　褐　　　色

ピット　1か所。

ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子中鼠　ローム粒f一・焼I二中ブロック・焼I4、ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量
炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子・焼レJ、ブロック・焼士粒子・粘土粒千・秒粒少量

焼土粒子・粘土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒千・秒粒少量
粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子‥焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

Plは長径28cm，短径2且cmの楕円形で，深さ21cmである。南壁寄りの中央に位置することと

形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊皇　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
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土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　　ローム粒子微量
8　黒　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量
9　暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器片98点（杯・高台付杯16，賓・甑82），須恵器片152点（杯・高台付杯67，蓋10，嚢・甑75），土

製品1点（球状土錘），鉄器2点（鉄），鉄淳1点が出土している。これらの遺物は，中央部の覆土下層から出

土している。そのほか，混入した縄文土器片13点，撹乱により混入した磁器片2点，骨片1点が出土している。

第105図298の土師器杯は，西袖部先端部上の覆土下層から出土している。299の須恵器杯は，竃内の覆土下層

と覆土中から出土した破片が接合したものである。M67・92の鉄は，東壁際の床面から出土している。M67と

M92は接合面はないが，同一地点から出土していることから同一個体の可能性が考えられる。DPllの球状土

錘は，南西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，竃内の覆土中や覆土下層の出土土器から，9世紀中葉と考えられる。

第104図　第49号住居跡実測図

2m

！　　　；　　　！
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第柑5図　第49号住居跡出土遺物実測図

第49号住居跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

第10 5図

林

Å　　 13．7 完 形。 平 底。 体 部 は外傾 して立 ＝縁部内 ・外面及び休部外面ロクロナ 砂粒 ・白色粒子 100％ P L 63

29 8
B　　　 4．4 ち上が り，日録 部はわずか に外反 デ。体部 ・底部内面ロクロナデ後，ヘラ 明赤褐色 体部・底部外面煤

土　 師　 器 C　　　 7．1 す る。 磨き。体部下端手持ちへラ削り。底部 1

方向の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

普通 付嵐 底部外面に

「八十」の墨書

29 9

杯 A　　 13．6 底部 か ら日録 部 にか けての破片 。 ＝縁部及び体部内 ・外面 と底部内面 砂粒 ・白色粒千 20％

須　 恵　 器 B　　　 4．1 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上が ロクロナデ⊥休部下端手持ちへラ削 にぷい赤褐色 休部 ・底部

C　　　 6．0 り， 目線部 はわずかに外反す る。 り。底部 1 方向の手持ちへラ削 り。 普通 外商煤付着

遺物番号 器　　 稗
計　　 測　　 値

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g ）

第105図D Pll 球 状 土 錘 2．0 2．2 0．3 7．9 表面ナデ P L 70

遺物番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
材質

】】】】】　 特　 徴 備考

全長（cm）鉄身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部射cm）箆被部幅（cm）茎長（cm）厚さ（cm） 重量（g ）

第105回M 67 鍍 （10．6） 3．9 （1．5） 賂 9） 0．6 － 0．4 （12．5） 鉄 長三角形式。茎部の欠損 M92と同一個御礼73

M 9 2 鉄 （4．1） － － － － （4．1） 0．3 （1．5） 鉄 茎 部片 M67と同一個体カ

第訓導健腰掛（第且06診107図）

位置　調査2区の北東部，D3C5区。

規模と平面形　長軸3．36m，短軸2．62mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は47～57cmである。

壁溝　竃部分を除いて，壁下を巡っている。上幅12～26cmタ　下幅3～6C恥　深さ4～6cmで，断面形はU字形

である。

床　ほぼ平坦であり，中央部が踏み固められている。

電　北壁の中央部にロームと粘土で構築されている。天井部は崩落し，袖部は壁際に一部が残存している。規

模は，焚口部から煙道部までの最大長HOcm，袖部の最大幅140cmと推定される。煙道部は壁外へ52cm掘り込ん

でおり，煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。火床部は床面から4cmほど掘りくぼめられており，火

熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図軋　第3層は崩落した天井部，第4層は火床部の覆土，第7～10

層は袖部である。
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第106図　第51号住居跡実測図

0　　　　　　5cm
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第107図　第51号住居跡出土遺物実測図

寵土層解説

1　黒　褐　色 ローム中ブロック・ローム小ブロック

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子・粘土粒千・秒粒少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量

3　極暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ロ
ーム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブ

ロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・
砂粒少量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，
ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土

中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
5　時赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小

ブロック・焼土小ブロック・炭化粒
子・粘土粒子・砂粒少量

6　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小
ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブ

ロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少
量

7　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，
ローム中ブロック・焼土小ブロック・
焼土粒子・炭化粒子少量

8　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中
量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

10cm　9　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中
量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・
砂粒少量

10　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中
量，焼土粒子少量．
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ぽッ睦　　か所。P　は長径灘cn　短径膵cmの楕円形で　深さ蟻cmである。南壁欝　の中央に位置しているこ

とと形状から，出入l）口施設に伴うピットと考えられる。

積立10層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　極暗褐色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗赤褐色

10　極暗赤褐色

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’A少量

ローム小ブロック・ローム粒j「・・焼L井口・少鼠　ローム中プロ・ソク微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒子・焼上′トプロ、ソク‥廃土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム大プ

ロ、ソク微量

ローム中ブロック・ローム小プロ・ソク・ローム粒子・焼土中ブロック・焼十粒子・炭化粒f・少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒f一少量

ローム大プロ・ソク・ロームl二キーブロック・ローム小ブロック・ローム粒J’一・焼土粒子少量

焼土粒子・炭化物申鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化

粒子少量

焼上粒J’・・砂質粘一上粒子中鼠　ローム粒子・焼上中プロ、ソク・炭化物・炭化粒f・少量

焼上中プロ・ソク・焼上位子中鼠　ローム申プロ、ソク・ローム小プロ・ソク・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒f一少量

遺物　土師器片温32点（輝⑳高台付塔2温資　婆㊧甑温Ⅲ），須恵器片温弧蕉（棒窃高台付塔56，蓋温3責　鉢1，嚢e甑

75）タ　土製品1点（支卿），鉄製品2点（不明），銑淫1点が出土している。これらの遺物は，西部と竃前を中

心に覆土上層から覆土下層にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片1点が出土している。第

且の7図300の土師器輝は北部の床面から逆位で出土している。灘の土師器嚢は　北部覆土下層から出土した破

片と竃前の覆土下層から出土した破片が接合したものである。302の須恵器塚は，北西コーナーの覆土下層か

ら正位で出土している。nPはの支脚は　北部の覆土下層から出土している。出土状況から，誹は本跡に伴

う土器と考えられる。

新風　本跡の時期は，床面の出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第5且号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cIn） 器　 デ　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第107 図

3 00
杯

A　　 14．8 完形 。平 底 。体 部 は外 傾 して立 目線部内 ・外面及び休部外面 ロクロ 小礫 ・砂 粒 ・白色 100％

B　　　 4．6 ち上が り， ‖縁部 はわずかに外反 ナデこ休部 ・底部内面ロクロナデ後， 粒千 P L 6 4

土　 師　 器 C　　　 7．4 する。 ヘラ磨き。体部下端手持ちへラ削 り。

底部 2 方向の手持 ちへラ削 り。

にぷ い橙色

普通

休部外面に

「大口」の墨書

3 0 1
婆

Å　 ［19．6］ 体部から日録部にかけての破片。体部 口縁 部内 ・外面横 ナデ√体 部内面 砂粒 ・白色 粒子 10％

B　 （12．6） は内攣気味に立ち上が り，頚部は くの 輪積 み痕 を残す，ヘ ラナデ。指頭 にぷ い赤褐色 体部外 而煤

土　 師　 器 字状に屈曲する。口縁部は外反し，端

部は上方につまみ上げられている。

庄痕 残る。 普通 付着

30 2

杯 A　 ［1 3．5］ 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 口縁部，体部内 ・外面及び底部内面 砂粒 ・雲母 ・白色粒 6 0％　 P L 6 3

須　 恵　 器 B　　　 4．6 平 底。 体 部 は外 傾 して立 ち上 が ロクロナデ。体部下端手持 ちへラ削 子 口縁部 内 ・

C　　　 6．4 り，＝縁 部は外反す るご り。底部 2 方向の手持ちへラ削 り。 にぷい赤褐色，普通 外面煤付 着

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

！ 特　 徴

備　　 考
全長（cm） 最大径（cm ） 最小径 （cm） 重量 （g ）

第107回D P12 支　　　 脚 （20．2） （9．7） （7．7） （1030．0） 円筒形。基部欠損

第5望考健腰跡（第108回）

位置　調査2区の中央部，D3b3区。

規模と平面形　長軸3．14m，短車由2．96mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は57～61cmで，ほぼ直立している。

壁湧　全周している。上幅22～30cIn　下幅　～鐙cm　深さ　～8cmで，断面形はU字形である。
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床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竜北壁の中央部にロームと粘土で構築されている0天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部までの最大長105cm・袖部の最大幅136cmである0煙道部は壁外へ62cm掘り込んでおり，煙道は火床

面から外傾して立ち上がっている。竃土層断面図中，第2層は崩落した天井部，第6層は火床部の覆土である。

壌土屑解説

1　黒　褐　色

2　にぷい黄褐色

3　暗赤褐色
4　極暗赤褐色
5　灰　褐　色

6　暗赤褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

粘土粒子・砂粒多量・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子中量・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は長径13～22cm，短径13～15cmの楕円形で，深さ22～24cmである。

北東・南西・北西の各コーナー寄りに配置されていることと形状から，主柱穴と考えられる。P4は長径25cm，

三三：‘：
第108回　第52号住居跡・出土遺物実測図
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短径撒mの楕円形で　深さ挽皿である。南壁害　の中央に位置していることと形状から出太　田施設に伴　ピ

ットと考えられる。

尊堂　6層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
・－1暗　褐　色
5　暗赤褐色
（i　暗　褐　色

ローム粒J’‥焼上粒千・歳化粒J’一少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一・焼工粒J’一・歳化粒J’・少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼巨粒子一・歳化粒f一少量

ローム粒当一一1景∴　ローム小ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量

焼工粒子l再‡∴　ローム粒子・焼巨J、ブロック・炭化粒J’一少・景：

砂粒中量，ローム粒J∴・焼上粒J’一・歳化粒J’・少量

遺物　土師器別紙蕉（塔の高台相棒8，婆の甑136）須恵器馬は槌点　棒の高台付輝温路　盤2　董摘　聾㊧

甑40）が出土している。これらの遺物は，竃周辺と南西部を中心に覆土上層から覆土下層にかけて出土してい

る。そのほか診撹乱により混入した骨片1点が出土している。第108図303の須恵器棒は，西部の覆土中層から

逆位で芦灘の須恵器杯は，南西部の覆土中層から正位で出土している。測5の須恵器杯は，西部の覆土中層及

び覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所農　本跡の時期は学　務土中層から下層の出土土器から8健妃複葉と推定される。

第52号住居跡出土遺物観察表

遺物 番号 器　　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第108図 林 A　 は3．4］ 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線 部，体部内 ・外面及 び底 部内 中條 ・雲母 ・砂粒 ・ 10％

303 須　 恵　 器 B　　　 4．3 平 底 。休 部 は外 傾 して立 ち上 が 面ロク ロナデ∴体部下端 ・底 部回 白色粒子 体部外薗火樽

C　 ［8」］ り，＝縁 部はわずか に外 反する√ 転 へ ラ削 り。 黄灰色 普　普通

304
林

Å　 ［13．0］ 休 部 か ら口縁 部 の 一部 欠損 こ　辛 ‖縁 部，体部内 ・外面及 び底 部内 雲母 ・砂 粒 ・白色 70％

B　　　 4．2 底 。体 部は外傾 しなが ら立ち上が 面ロク ロナデ∵体部下端手持 ちへ 粒子 P L （H

須　 恵　 器 C　　　 7．9 りタ　ロ縁 部はわずか に外 反する。 ラ削 り，底部回転へ ラ切 り痕を城

す多方向の手持 ちへ ラ削 り。

灰黄色

普通

休部外面煤

付着

305

杯 A　　 12．8 体 部 か ら日録 部 の 一部 欠損 。 平 ＝縁 部，体部内 ・外面及 び底 部内 雲母 ・砂 粒 ・白色 80％　 P L 64

須　 恵　 器 8　　　 4．5 底 。体部 は外傾 して 立ち上 が り9 面 ロクロナデJ 体部下端手持 ちへ 粒子 目線部か ら

C　　　 8．2 ロ縁 部はわずかに外反す る。 ラ削 り。底部回転へ ラ削 り。 黄灰色 ，普通 底部内面火樽

第5号健贋跡　第相国）

位置　調査2区の北部タ　C3b5区。

規模と平面形　長軸4。0触，短車由3。74mの方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　ほぼ直立している。壁高は46～5旺mである。

壁満　会属している。上幅22～3鮫m　下幅　～鐙cm　深さ　～航mで　断面形はU字形である○

床　ほぼ平坦である。中央部がよく踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚日部

から煙道部までの最大長95cmタ袖部の最大幅130cmである。壁外への掘り込みは40cmほどでタ煙道は火床面か

ら緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬

化している。竃土層断面図軋　第5層は袖乳　第用層は火床部の覆土である。

篭土層解説
1黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　黒　褐　色　砂質粘土粒子申鼠　ローム小プロ・ソク・ローム粒千・焼土粒千・歳化物・炭化粒子少量
3　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒千・焼同、プロ、ソク・炭化粒千・粘十粒J’－・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子e焼土中ブロック8炭化粒子・粘土粒子の砂粒少量
5　暗　褐　色　精工粒子・砂粒多量、ローム小ブロック・ローム粒J’－・焼工粒千・歳化粒子少量
6　暗赤褐色　焼上粒子・粘土粒子・砂粒申鼠　ローム粒fl・焼上中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
7　灰　褐　色　　粘土粒子・砂粒中鼠　ローム粒子・焼上粒子少量
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第109図　第53号住居跡・出土遺物実測図
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8　暗　褐　色　焼悌圧・尉ヒ粒J’・・粘輔と千・砂粒少軋　ローム小プロ、ソク・ローム粒子微量

9　暗赤褐色　　ローム粒子の焼土小ブロック0焼土粒子少量

10　暗赤褐色　焼1二小プロ、ソク・焼十粒千多量．ローム粒J’・・炭化粒川一礼　ローム小プロ、ソク少量

ぽッ睦　温か所。㌘1ほ長径36cmラ短径29cmの楕円形で　深さ躇cmである。南壁寄りの中央に位置しているこ

とと形状から汐　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　8層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

11暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒JT一少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒J’・少量

ローム小ブロック・ローム粒J「‥焼L二粒J’一・歳化粒J’・少量

ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼上粒J’一・歳化粒J’1少量

ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼士粒子微量

ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒f‥焼上粒l子少量

ロームl巨プロ、ソク・ローム小プロ・ソク・ローム粒千つ出二粒J’一・秒粒少量

遺物　土師器削72点（塚の高台付杯24，鉢lタ襲⑳甑且47）タ須恵器射29点（塔の高台付柊緒言鼓乳鉢信

長頸瓶1登◎甑姐），鉄浮1点が出土している。これらの遺物は，南壁付近の覆土上層から覆土下層にかけ

て出土している。そのほか　混入した縄文土器片　点が出土している。第相国灘の須恵器埠は　竃内の覆土

下層から出土している。灘の須恵器蓋は　南壁際中央部の覆土下層から遵位で撃誹の須恵器嚢は南壁際中央

部の覆土下層から斜位で出土している。出土状況から予測は本跡に伴　土器と考えられる○

新風　本跡の時期は，竃内の出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第53号住居跡出土遺物観察表

遣物 番号　 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　 考

第109図　　　 林 A　 ［13．2］ 底 部か ら口縁部 にか けての破 片。 ＝縁部と体部内 ・外面及び底部内面 小 礫 ・砂 粒 ・雲 母 ・ 10％

30 6 須　 恵　 器 8　　　 4．6 平底 √　体 部 は外傾 して 立 ち十 が ロクロナデ㍉体部下半手持ちへラ削 白色粒子

C　 ［6．6］ り，目線 部に至る。 り。底部 1方向の手持ちへラ削 り。 にぷい褐色 ，普通

Å　　 13．4 目線部 か ら外 周部の一部欠損∴　天 ＝縁 部及び外周部内 ・外面 ロクロ 砂粒 ・雲 母 ・白色 80％

蓋 B　　　 3．3 井部 は笠彬で，擬宝珠状のつ まみ ナデ。天井部回転へ ラ削 り後，つ 粒子 P L 64

30 7 須　 恵　 器 F　　　 2．7

G　　　 l．3

が付 く√　＝縁 部は短 く折 り返 して

いる。

まみ貼 り付け。 黄灰色

普通

嚢 B　 （20．8） 底部 か ら体 部にかけての破片。体 体部外 両横及び斜め方 向の平行 叩 小礫 ・雲母 ・砂 粒 ・ 10％

30 8　　 須　 恵　 器 C　　 は8濾］ 部 は外傾 して立ち上が る。 き，下半へラ削 りご体部内面無文の

当て具痕，内 の外商輪積み痕残 る。

白色粒子

灰黄色9　普通

第錮号健屠跡（第且摘⑳温且図）

位置　調査　区の北部，C鍼　区。

規模と平面形　長軸3．4触，短軸3．38mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は4～緋cmである。

壁溝　全属している。上幅摘～霊cm　下幅　～ほcm　深さ　～6cmで　断面形はU字形である。

床　はぼ平坦である。中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁の中央部に竃1が，北壁の中央部西寄りに竃2がタそれぞれ粘土とロームで構築されている。それぞ

れの天井部は崩落しタ竃2の西磯部が残存し，偽の袖部は一部が壁際に残存しているだけである。竃1の規模

は，楽日部から煙道部までの最大長55cm，袖部の最太幅89cmである。煙道部は壁外へ35cm掘り込んでおりタ煙

道は床面から外傾して立ち上がっている。火床部は撹乱を受け　状況が確認できなかった。竃2の規模は，焚

口部から煙道部までの最大長96cm，凝太幅90cmである。煙道部は壁外へ触m掘り込んでお娠煙道は火床面か
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ら外傾して立ち上がっている0火床部は床面とほぼ同じ高さで，赤変している0竃土層断面図中，第5層が竃

2の火床部の覆土である。袖部では竃2の西袖部だけが残存していることと竃土層断面図から，竃1から竃2

に作り替えが行われたと考えられる。

培土層解説
1　時赤褐色
2　暗赤褐色
3　にぷい赤褐色

4　暗赤褐色
5　灰　赤　色

6　時赤褐色
7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　時赤褐色
11暗赤褐色
12　灰　褐　色
13　暗赤褐色

⑥

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子欄土粒子・砂粒少量

焼土粒子中量・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

焼土粒子・灰多量・焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ロ‾ム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子中量，ローム小プロッタ・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子・炭化粒子中量・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物中量・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭イ悦子・粘土粒子・砂粒少量

第110図　第54号住居跡実測図
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ピット　1か所。Plは長径36cm，短径32cmの楕円形で，深さ30cmである。南壁寄りの中央に位置しているこ

とと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
5　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片230点（杯・高台付杯7，嚢・甑223），須恵器片190点（杯・高台付杯82，蓋19，長頸瓶1，

襲・甑88），鉄器・鉄製品2点（鉄，釘）が出土している。これらの遺物は，覆土上層においては西壁際から，

覆土下層においては中央部から多数出土している。そのほか，混入した縄文土器片1点，撹乱により混入した

陶器片2点が出土している。第111図309の土師器嚢は，北部の覆土下層から出土している。310の須恵器杯は，

北西コーナー壁際の覆土下層から正位で出土している。311の須恵器高台付杯は，南部の覆土上層及び覆土中

層から出土した破片が接合したものである。312の須恵器蓋は，西部の覆土上層から出土した破片が接合した

ものである。313の須恵器甑は，南部の覆土中層と下層，西壁際の覆土中層，北西部の覆土中層と下層，中央

部の覆土下層と床面から出土した破片が接合したものである。M68の鉄は中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第111図　第54号住居跡出土遺物実測図
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第54号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 ［胎土 ・色酢 焼 成
備　 考

第11 1図 Å　　 20．2 休部から日縁部にかけての砂 上 休部　 目線部 内 ・外面 横ナデ．体部外面 i砂粒 ・白色粒子 30％

30 9
楽

士　 師　 器

B　　 0 8．9） は内攣気味に立ち上がり．頭部はくの　 士半 ナデ，下半 へラ磨 きご体部内　 にぷい橙色

字状に屈曲する∵目線部は外反し，端　 面輪積み痕 を残す ，ナデ㍉　　　　 普 通

体 部外 面煤

付着

部は上方につまみ上げられている。

Å　　 13．5 底 部 か ら目線 部の 一 部 欠損ご　平　 日縁 部 と体部内 ・外面及 び底 部内 雲 母 ・砂 粒 や白色 90％

310
林

須　 恵　 器

B　　　 4．5

C　　　 7．4

底 ご体 部は外伸 して立 ち上 が り， 面ロク ロナデ√休部下端手持 ちへ

目線 部はわずか に外反 する√　　　 ラ削 りナ底部回転へ ラ切 り痕 を残

粒子

灰黄色

P L 64

す ． 多方向の手持ちへ ラ削 り√ 普通

A　 白5．2］ 高 台部 か ら目線 部 にか け ての破　 目線部 と体部 内 ・外 面及び底部内 小礫 ・砂粒 ・白色 60％

3 11
高 台 付 棒

須　 恵　 器

B　　　 4．5

D　　　 8．2

片。短 く垂 下する高台が付 く。体十面 ロタロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒子

部は外傾 して立ち上が り， 目線部　 後芳　高台貼 り付 け。 灰色

E　　　 l．2 ほわずか に外反 する。 普通

312
蓋

Å　　 15．0 ＝縁 部 か らつ まみ にか けて の破　 目線部及 び外周部 内 ・外 面ロクロ 小礫 ・雲母 ・砂粒 ・ 50％

B　　　 2．2 片。天井部 は笠形 で，ボ タン状の ナデJ 天 井部回転へ ラ削 り後 ，つ 白色 粒千 ・赤 色 粒 P L 64

須　 恵　 器 F　　　 3．5

G　　　 O．7

つまみがつ く√ 目線 部内側 に矩い　 まみ貼 り付け÷　　　　　　　　　 子

かえ りが付 く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黄褐色，普通

＝縁部外而

煤付着

［ 甑　 IA　 ［35．6］ 体部から［磯 部にかけての破片。体部 目線 部及 び体 部内南棟ナデ。体部 i砂粒 e 白色粒子 ［30％

3 13 須　 恵　 器 B　　 25．2 は内攣気味に立ち上がり，頭部はくの 外面縦方 向の平行 叩 き，下位へ ラ　 灰 色 二次焼成

C　 ［15．0］ 字状に屈曲する。目線部は外反する。 削 り。　　　　　　　　　　　 普通

遺物番車 種 計　　　　　　測　　　　　　価 i材質 特徴 唇
全長（cm）鉄身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長（cm 箆被部幅（cm）茎長（cm）摩 締 m）重量ね ）

第凋 M郁　　　 鍍 （9．3） 0．8
0・中　 2・1

0．3 賂4） 0．3 （4．9） 鉄 三角形式潤 一郎欠損！

‘∴ん；：主′㍉∵対（工－・．ノ、　日日

位置　調査2区の北部，C3e6区。

規模と平面形　長軸3。9のmタ　短車由3。5のmの長方形である。

主軸方向　N－100　－E

壁　ほぼ直立している。壁高は64～77cluである。

壁溝　東壁中央部付近を除いて，壁下を巡っている。上幅柑～飢cm　下幅　～ほcm　深さ　～6cmで　断面形

はtJ字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前から南壁手前にかけて帯状に踏み固められている。

磯　北壁の中央部に砂質粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚

持部から煙道部までの凝太長且56cm，最太幅180cmである。煙道部は壁外へ桁cm掘　込んでおり，煙道は火床面

から緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変

硬化している。火床部の中央から，土師器杯が逆位でタ　その上に須恵器棒片が6点重ねられた状態で出土して

いる。また　それらの周囲を須恵器の嚢e甑飢親授が環状に並べられて出土している。それらの多くが二次焼

成を受けていることと出土状況からタ支卿として利用していたと推定される。竜王層断面図軌第1ゆ9層は

崩落した天井部，第2・4層は袖部である。

竃土層解説

1　暗赤褐色

2　灰　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一・焼土中ブロック・焼上粒J’一・炭化粒J’一・精工粒子・砂粒少量

粘吊立子・砂粒多鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

粘土粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック・焼上中ブロック・焼土粒子・尉ヒ物・炭化粒子少量

粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼L二粒子・炭化粒子少量

粘上位了・・砂粒・焼十粒1’一申i‡∴　ローム粒子・焼巨トプロ、ソク・焼上粒子・炭化物・尉ヒ粒J′少量

焼士粒子多鼠　焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物の炭化粒子少量

焼士粒j’一多鼠　焼士小ブロック・炭化物・炭化粒子1・粘土粒！l・砂粒少量

ローム粒子・焼巨巨ブロック・焼土中ブロック・焼士粒jr・・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
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9　にぷい赤褐色　　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量
10　暗赤褐色　　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
11暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
12　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径22～29cm，短径21～26cmの円形または楕円形で，深さ21～

29cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，主柱穴と考えられる。P5は径18～19cmの円

形で，深さ24cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　5　暗　褐　色
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中　6　暗　褐　色
ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　7　暗　褐　色
粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒
子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，
焼土小ブロック・砂粒微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，粘土粒
子・砂粒微量

遺物　土師器片261点（杯・高台付杯56，碧・甑205），須恵器片459点（杯・高台付杯214，高台付皿5，蓋23，

嚢・甑214，不明3），鉄製品1点（不明）が出土している。図示しなかった土器で個体数が確認できたのは，

土師器では杯・高台付杯3点，襲・甑6点，須恵器では杯・高台付杯9点，襲・甑15点である。また，土師器

の杯・高台付杯で，体部及び底部外面に墨書が認められる破片が15点出土している。文字は一部しか残存して

いないため，判読は困難である。これらの遺物は覆土上層から覆土下層にかけて全体的に出土しているが，特

に覆土下層については，中央部から多数出土している。また，竃内からも多数の土器が出土している。そのほ

か，混入した縄文土器片6点，撹乱により混入した陶器片4点が出土している。第113図314の土師器杯は，竃

内の覆土下層から出土している。315の須恵器杯は，北東コーナー部及び中央部の覆土下層から出土した破片

が接合したものである。316の須恵器杯は，竃内の覆土下層から出土した破片と竃内の覆土中から出土した破

片が接合したものである。317の須恵器杯は，竃内と東部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

318の須恵器杯は，北東コーナー部の覆土中層から逆位で出土している。319の土師器高台付皿は，南東コーナ

ー部の覆土上層及び下層から出土した破片が接合したものである。第114図320の須恵器嚢と321の須恵器甑は，

竃内及び竃前の覆土下層から出土した破片が接合したものである。第113図M69の不明鉄製品（鍍カ）は，中央

部の覆土上層から出土している。出土状況から本跡に伴うと考えられる土器は314・316・320・321である。

所見　本跡は，竃内の出土状況から，土器を支脚として利用していたと推定される住居である。時期は，竃内

の出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第113図　第55号住居跡出土遺物実測図（1）
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第114図　第55号住居跡：出土遣物実測図（2）

第55号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm

j　　；　　i

遺物番号器　　種計測値（cm） 話　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第113図

杯

A　　15．4底部から口縁部にかけて一部欠口緑部，休部内面及び底部内面ロ砂粒・白色粒子・95％　PL64

314
B　　　5．5損。平底。体部は外傾して立ち上クロナデ後，ヘラ磨き。休部下端赤色粒子 体部外面に「十」

土　師　器C　　　7．8がり，口緑部はわずかに外反する。手持ちへラ削り。底部外面摩滅の

ため調整不明。

にぷい褐色

普通

の墨書と「丁家」，

「見」の刻書

315

杯 A　　13．0底部から口緑部にかけて一部欠口緑部，体部内・外面及び底部内小礫・砂粒・雲母・90％　PL64

須　恵　器B　　　4．0損。平底。体部は外傾して立ち上面ロタロナデ。体部下端手持ちへ白色粒子 休部外面に「二□

C　　　5．4がり，口緑部はわずかに外反する。ラ削り。底部回転へラ削り。にぷい黄橙色，普通□□□」の墨書

316

坤：A　［14．0］底部から口縁部にかけての破片。口縁部，体部内・外面及び底部内面砂粒・雲母・白色50％

須　恵　器B　　　4．3平底。体部は外傾して立ち上がロクロナデ。体部下端手持ちへラ削粒子 二次焼成

C　　　6．8り，口緑部はわずかに外反する。り。底部多方向の手持ちへラ削り。灰黄色，普通

317
杯

A　　13．4完形。平底。体部は外傾して立口縁部，体部内・外面及び底部内小礫・砂粒・雲母・100％

B　　　4．1ち上がり，口緑部は外反する。面ロタロナデ。体部下端手持ちへ白色粒子・赤色粒PL64

須　恵　器C　　　5．2 ラ削り。底部回転へラ切り痕を残

す回転へラ削り。

子

にぷい赤褐色，普通

318

杯 A　　13．3完形。平底。体部は外債して立口緑部，体部内・外面及び底部内面砂粒・雲母・白色100％

須　恵　器B　　　4．3

C　　　5．6

ち上がり，口緑部は外反する。ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削

り。底部1方向の手持ちへラ削り。

粒子

黄灰色，普通

PL64

319
高台付皿

A　　14．0底部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面及び休部外面ロタロ小礫・砂粒・白色60％　PL64

B　（1．9）休部は大きく開き，口緑部に至る。ナデ。休部・底部内面ロクロナデ粒子 底部外面に「八

土　師　器 後，ヘラ磨き。底部回転へラ削り後，

高台貼り付け。内面黒色処理。

にぷい赤褐色

普通

十」の墨書

体部外面煤付着

第114図

320

牽

須　恵　器

A　［21．2］休部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面ロクロナデ。休部砂粒・雲母・白色10％

B　（20，8）休部は内野気味に立ち上がり，頸外面縦方向の平行叩き。頸部内・粒子 休部外面煤

部はくの字状に屈曲する。口縁部

は外反し，端部は上方につまみ上

げられている。

外面に輸積み痕残る。 暗灰黄色

普通

付着

321
甑

A　　31．1底部からロ緑部にかけての破片。日録部内・外面ロクロナデ。体部砂粒・雲母・白色70％　PL64

B　　24．1体部は外傾して立ち上がり，口緑外面縦及び斜め方向の平行叩き，粒子 二次焼成

須　恵　器C　［15．0］部は外反する。底部は多孔式。下端横方向のヘラ削り。体部中・

下位に4か所の補修孔あり。

にぷい赤褐色

普通

遺物番号器　　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　質 特　　　　　　 徴 備　　考
全長（皿）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第113園M69 鉄カ （10．1） 0．6 0．4 （10．8） 鉄両関あり。箆被部と茎部カ
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第56号住居跡（第115・116図）

位置　調査2区の中央部，D3e4区。

規模と平面形　長軸3．32m，短軸3．26mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　ほぼ直立している。壁高は57～64cmである。

壁溝　全周している。上幅13～28cm，下幅4～10cm，深さ2～6cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。竃前から南壁の手前にかけて帯状に踏み固められている。

寵　北壁の中央部に砂質粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚

口部から煙道部までの最大長112cm，袖部の最大幅160cmである。煙道部は壁外へ70cm掘り込んでおり，煙道は

火床面から外傾して立ち上がっている。火床部は床面から6cm掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化

している。竃土層断面図中，第2層は崩落した天井部，第5層は火床部の覆土である。竃内の覆土下層から支

脚が横位で出土している。

第115図　第56号住居跡実測図
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竃土層解説

1　黒　褐　色

2　灰黄褐色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗赤褐色
6　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
2　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片107点（杯の高台付杯4，嚢。甑103），須恵器片88点（杯e高台付杯47，瓶8，嚢。甑33），土

製品1点（支脚）が出土している。これらの遺物は，竃周辺と西壁付近を中心に覆土上層から覆土下層にかけ

て出土している。また竃内からも多数出土している。そのほか，混入した縄文土器片6点が出土している。第

116図322の土師器嚢は，北東部の覆土中層から斜位で，323の土師器賓は，東袖部先端上の覆土下層から逆位

で出土している。324の須恵器杯は，覆土中から出土している。325の須恵器高台付杯は，西壁際の覆土中層か

ら正位で出土している。DP13の支脚は，竃内の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，覆土中層から下層の出土土器から8世紀中葉と推定される。

0　　　　　　10cm

」＝二二二二上二二二二二」

第胴　囲　第56号住居跡出土遺物実測図
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第56号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 諌巨 焼成 備　 考

第116図

嚢

A　　 21．8 底部から口縁部にかけて一部欠損。平底。 目線部 内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・白色粒子 90％

3 22
B　　 30．7 体部は内攣気味に立ち上がり，頚部はく 下半へ ラ磨 き。 橙色 P L 6 5

土　 師　 器 C　　　 8．8 の字状に屈曲する。目線部は外反し，端

部は外上方につまみ上げられている。

普 通

32 3
嚢

土　 師　 器

A　　 22．6 体部から目線部にかけての破片。体部は 目線部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子 60％

B　 （22．9） 内攣気味に立ち上がり，頚部はくの字状

に屈曲する。口縁部は外反し，端部はわ

ずかに外上方につまみ上げられている。

ヘ ラナデ，外面へ ラ磨 き。 にぷい橙 色

普通

P L 6 5

32 4

杯 A　 ［13．0］ 底部 か ら口縁 部 にかけて の破片 。 口縁部，体部内 ・外面及 び底 部内 小礫 ・砂粒 ・雲母 ・ 10％

須　 恵　 器 B　　　 3．9 体部は内攣気味 に立 ち上 が り，口 面ロク ロナデ。体部下端手持 ちへ 白色粒子

C　 ［9．0］ 緑部はわずか に外反す る。 ラ削 り。底部回転へ ラ削 り。 灰色，普通

32 5
高 台 付 埠

A　　 13．6 高台部か ら目線部 にか けて一部欠 日縁 部，体部内 ・外面及び底部 内 雲母 ・砂粒 ・白色 95％

B　　　 6．1 損。短 く垂下す る高台が付 く。体 南 口クロナデ。底部回転へ ラ削 り 粒子 P L 65

須　 恵　 器 D　　　 8．0

E　　　 l．4

部は内攣気味 に立 ち上が り，目線

部は外 反する。

後 ，高台貼 り付 け。 黄灰色

普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 最大径（cm） 最小径（cm） 重量 （g ）

第116図D P 13 支　　　 脚 （10．4） 7．7 5．6 （430．0） 円筒状。基部の欠損。指頭庄痕残る

第5＄考住居跡（第117～119図）

位置　調査1区の北部，B3b7区。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．70mの方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　ほぼ直立している。壁高は51～63cmである。

壁溝　全周している。上幅16－26cm，下幅4～14cm，深さ6～12cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が帯状によく踏み固められている。中央部に主軸方向に平行するように2条の溝

が付設されている。P2とP9との間の長さ122cm，上幅8～12cm，下幅5～8cm，深さ6cmで，断面形がU

字形の溝，P3とPlOとの間の長さ124cm，上幅10～15cm，下幅4～8cm，深さ6cmで，断面形がU字形の溝

が各1条である。柱穴及び溝の内側の帯状の部分がよく踏み固められているのに対し，その外側は，わずかに

軟らかい。

竃　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部と袖部の一部が残存している。規模は，焚口部か

ら煙道部までの最大長90cmで，袖部の最大幅190cmである。煙道部は壁外へ40cm掘り込んでおり，煙道はほぼ

直立している。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断

面図中，第1層は一部が崩落した天井部，第12層は火床部の覆土，第6～11。13～15層は袖部で，ロームを掘

り残して基部をつくり，その上に粘土とロームを混ぜた土で構築されている。

竃土層解説
1灰　褐　色　　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　褐　　　色

7　灰　褐　色

8　褐　灰　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色

焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土粒子・砂粒微量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
焼土大ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒少量

ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土大ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量
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11明　褐　色　　ローム大プロ、ソク・ローム粒J’一多‾－1L　ローム小プロ、ソク少軋　焼吊針子微量

12　赤　褐　色　　焼土中ブロック0焼土小ブロック・焼士粒子多量

1二〕にぷい赤褐色　　ローム中プロ・ソク・ローム小プロ・ソク・ローム粒一角1鼠　焼いいプロ、ソク・焼十粒千・粘L二粒J’一つ砂粒少量

＿11，灰　褐　色　　粘土小プロ、ソク・粘士粒子中量，砂粒少鼠　焼十粒子・炭化物微量

15　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小プロ・ソク少量

だッ匝　40か所　津l～P40）。Pl～P4は長径26～32cm，短径24～28cmの円形及び楕円形で芦　深さ30～42

cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，主柱穴と考えられる。P5は長径34cm，短径30

cmの楕円形でタ　深さ34cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P6e P7は長径28cmゆ27cm，短径それぞれ23cmの楕円形で，深さ28cm。31cmである。竃の両

袖部脇に位置していることから竃関連施設に伴うピットと考えられる。P8は長径26C恥　短径24cmの円形で，

深さ39cmである。南西コーナー部に位置しているが，その性格ついては不明である。P9¢PlOはそれぞれ径

且4cmの円形で，深さ13cmである。P9はP且とP2の間に，P且0はP3とP4の間にそれぞれ並ぶように配置

されていることと形状から資　補助柱穴と考えられる。PⅢ～P40は長径12～22cm，短径10～20cmの円形及び楕

円形で，壁際に位置していることと形状から，壁柱穴の可能性が考えられる。

澤羞　8層からな娠　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

＿1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

11－　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（i　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼I斗王子・炭化物少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロ、ソク・焼土粒子・炭化粒J’一少量

ローム粒f一再L　ローム小プロ、ソク・炭化物・炭化粒J′・少量

ローム粒J’一トト鼠　ローム小ブロック・焼上中ブロック・焼仁粒子・炭化粒子少量

ローム粒f・中量，ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック少量

7　黒　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子少量
8　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼上中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

遺物　土師器片且74点（杯魯高台付棒4，聾髄甑166，不明4）タ　須恵器片115点　塚魯高台付埠織　豊摘　嚢e

甑52），土製品1点（支脚），鉄器1点（鎌）が出土している。これらの遺物は，北東部を中心に，覆土中層か

ら覆土下層にかけて出土している。第118図326の土師器小形賓は，北東コーナー部の覆土下層から逆位で資

327の土師器小形婆は，南東コーナー部の覆土下層から斜位で出土している。328の土師器小形嚢は南東コーナ

ー部の覆土下層，中央部北壁寄りの覆土中層及び下層と竃内の覆土中層から，それぞれ出土した破片が接合し

たものである。第m9図329の土師器嚢は，南東部の覆土中層，中央部の床面及び，北壁際の覆土中層から出土

した破片が接合したものである。330の土師器嚢は，北壁際と竃内の覆土中層から出土している。第118図331

の須恵器棒は，北東コーナー部の覆土下層から出土した破片と竃内の覆土中から出土した破片が接合したもの

である。332の須恵器輝は南壁際中央部の覆土下層から斜位で，333の須恵器埠は北壁際の覆土中層から逆位で，

334の須恵器塚は南部の覆土下層から正位で，335の須恵器高台付杯は南壁際中央部の覆土上層から斜位で，

336の須恵器高台付棒は南壁際中央部の覆土中層から斜位で，337の須恵器量は東壁際の覆土上層から正位で出

土している。M52の鎌は，南西部の覆土下層から出土している。

所農　本跡は出土土器に大きな時期差がなく，短い期間に埋没したと考えられる。時期は，覆土下層や竃内の

出土土器から9世紀前葉と考えられる。中央部に主軸方向と平行に2条の「間仕切り湛」と考えられる溝が付

設され，この溝の内側と外側の床面の状況が異なることから，住居内の中央部とその外側の利用状況が異なっ

ていたのではないかと考えられる。
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第117図　第58号住居跡実測図

－166－

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　l　　　」



0　　　　　　　　　　　　　　　1m

】　　　；＿＿＿　　！

］ノ‾、－す
．‾、しラ

ーー＞

第118図　第58号住居跡・出土遺物実測図
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第醐昏図　第瀬音住居跡出土遺物実測図

第識者住居跡出土遺物観察衷

0　　　　　　　　　10cm

二‾　∵‾「　‾∵二　三二二‾＿J

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第118回 Å　 白1．2］ 底部から日録部にかけての破片。 ＝縁部内 ・外面横ナデナ休部外面 砂粒 ・白色粒千 60％

326

小　 彬　 婆 B　　　 9．2 平底。体部は内攣気味に立ち上が 上半ナデ，下半横方向のヘラ削り。 にぷい橙色 二次焼成

土　 師　 器

C　　　 5．8 り，頚部はくの字状に屈曲する。

口縁部は外反し，端部は上方にわ

ずかにつまみ上げられている。

体部内面へラナデ。底部木葉痕。 普通

327
小　 形　 婆

A　 は2．5］ 底部から目線部にかけての破片。＝縁部内・外面横ナデ√休部外面 砂粒・白色粒千 40％

B　　 12．3 平底。体部は内轡気味に立ち上が 中・下位横方向のヘラ削り，内面 明赤褐色

土　 師　 器 C　　　 8．0 り，頚部はくの字状に屈曲する。

日録部は外反する。

ヘラナデ。底部木葉痕。 普通

328

小　 形　 婆

Å　　 15．0 体部から目線部にかけての破片。 ＝縁部内・外面横ナデ㍉体部内面 砂粒 ・白色粒子 10％

B　　 0 0．0）体部は内轡気味に立ち上がり，頸 ヘラナデ√ にぷい赤褐色 二次焼成

土　 師　 器

部はくの字状に屈曲する。日録部

は外反し，端部はわずかに内上方

につまみ上げられている。

普通

第119図 磐 B　 （28月） 体部の破片。体部は内轡気味に立 休部内面ナデ，外面縦方向のへラ 砂粒 ・白色粒千 70％

329 土　 師　 器 C　 ［9．6］ ち上がり，頭部はくの字状に扇曲

する。体部最大径は体部上位。

磨き。 にぷい赤褐色

普通

P L 65

体部外面煤付着

70％

330
餐

土　 師　 器

A　　 19．8 体部から日録部にかけての破片。体 ＝縁部内・外面船積み痕を残す横 砂粒・白色粒子

B　 （32．0）部は内攣気味に立ち上がり，頚部はく ナデ。体部外面上半ナデ，下半縦 橙色 P L 65

の字状に屈曲する。日録部は外反し，

端部は上方につまみ上げられている。

方向または斜め方向のヘラ磨き。 普通 体部外面煤付着

第118図 林 Å　　 12．4 底部から目線部にかけて一部欠 ＝縁乱　 体部内・外面及び底部内面 小礫 ・砂粒 ・白色 70％　 P L 64

331 須　 恵　 器 B　　　 4．3 損。平底。体部は外傾して立ち上 ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒子，黄灰色 目線部から底

C　　　 6．2 がり，日経部はわずかに外反する。 り。底部2方向の手持ちへラ削り。 普通 部内外面火樽

332

林 A　 ［13．4］ 底部から日経部にかけての破片。目線乱　 体部内・外面及び底部内面 小礫 ・砂粒 ・白色 50％
須　 恵　 器 B　　　 4．4 平底。体部は外傾して立ち上が ロクロナデ÷体部下端手持ちへラ削 粒子 ・黒色粒子 ＝縁部煤付着

C　　　 7．2 り，日録部はわずかに外反する。 り。底部 1方向の手持ちへラ削り。 褐灰色，普通

杯 A　　 12．8 底部から日録部にかけて一部欠 日録部，体部内・外面及び底部内面 小礫 ・砂粒 ・自色 95％

333

i

須　 恵　 器 B　　　 4．4 損。平底。体部は外傾して立ち上 ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒子 P L 64

C　　　 6．2 がり，目線部はわずかに外反する。 り。底部1方向の手持ちへラ削り。 灰色，普通
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画　 橙 桓 測健 （cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

第118図　　　 林　　　 Å　 13．5 底部 か ら日録 部にか けての破 片。 ＝縁 部，体 部内 ・外 面 及び底 部 内 小礫 ・砂 粒 ・白色 50％

334 須　 恵　 器 B　　　 4．6 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が 面 ロクロナデ∵体 部下端手持ちへラ 粒子

C　　　 7．4 り，ロ綾部はわずか に外 反す る。 削 り∴底部 1方 向の手持ちへラ削りこ 灰色，普通

Å　 ［11月］ 休部か ら＝縁 部にか けての破 片ご 目線 部，体部内 ・外面及 び底部 内 砂辛い 白色粒子 60％

335
高 台 付 林

須　 恵　 器

B　　　 6．0

D　　　 5．7

平底 。長 い ハ の字状 の 高台 が付 面 ロク ロナデ∵底部 回転へ ラ削 り 灰色

く。体 部は外傾 して立 ち上が り， 後 ，高台貼 り付け。 普通

E　　　 l．5 ロ縁 部はわずか に外反す る。

A　　 は0．8］ 高台 部か ら口縁 部 にか け ての破 ＝縁 部，体部内 ・外面及 び底部 内 小礫 ・砂 粒 ・白色 60％

336　 芸 等 芸 B　　　 5濾

n　　　 7．0

片。短 いハの字状 の高 台が付 く。 面 ロクロナデ√底部回転へ ラ削 り 粒子

体部 は外 傾 して立ち上が りァ　目線 後 ，高台貼 り付 け。 灰色

E　　　 O．9 部はわずかに外反す る。 普通

A　　 l⊥1 目線部 か らつ まみ部にか けての破 ‖縁部 及び外周部内 ・外面 ロクロ 小礫 ・砂 粒 ・白色 50％

蓋 B　　　 3．0 片。天井 部は笠形で，擬宝珠状 の ナデ√　天井部回転へ ラ削 り後，つ 粒子

337　 須　 恵　 器 F　　　 2．6 つ まみが付 く㍉　目線部 は如く折 り まみ貼 り付 け。 灰色

G　　　 l．0 返 している。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 植 ㍑　 質

［
特　　　　　 徴 備　　　　　 考

全長km） 背幅km） 刃幅（cm）重量ね）

第118回M52 鎌 23・2 1 0・日　 射　 巨 蟻・7 鉄 基部周辺の一部欠損 P L 7⊥1

第5響考健贋跡（第温2　のは因）

位置　調査1区の北部，A3i8区。、

重複関係　南部を第Ⅲ　の摘号土坑に掘　込まれてお酌　両者より　古い。

規模と平面形　長軸3。且6mタ　短軸2。84mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　ほぼ直立している。壁高は24～34cmである。

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

聴　北壁の中央部に砂質粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し　西袖部の一部と東袖部が残存して

いる。規模はタ焚口部から煙道部までの最大長妬cm　袖部の凝太幅8のcmである。煙道部は壁外へ57cm掘り込んで

お酌煙道は火床商から緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面からわずかに掘りくぼめられている。

竃土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子・焼上中ブロック少量
2　暗赤褐色　　焼t′トプロ、ソク・砂粒少鼠　ローム粒千・尉ヒ粒子微量
3　暗赤褐色　　ローム粒J’・・焼出自′一・砂粒少量
．＿1榊銅ミ褐色　　ローム粒J∴焼吊範子少軋　炭化粒千・秒粒微量
5　極暗褐色　　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼士粒子少量

ぽッ紅　4か所（P　～Pの。㌘　砂P　はそれぞれ径20cmゆ25cmの円形で，深さ13cm。29cmである。各コ

ーナー寄　に配置されていることと形状から　主柱穴と考えられる。P　は長径器cm　短径霊cmの楕円形で，

深さ21cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P　は長径膵cm，短径15cmの楕円形で9　深さ2且cmである。性格は不明である。

尊堂　2層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム粒争巨量，ローム小ブロック・焼土粒子・尉ヒ粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・尉ヒ粒子少量

遺物　土師器射51点（埠0高台相方机3，高台付皿29椀4，婆の甑且32）須恵器片測点　棒儲高台付輝柑　量

れ襲e甑は）石製品　点　不明）鉄製品　点　不明）が出土している。これらの遺物は，竃前面及び北壁
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を中心に覆土上層から覆土中層にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片4点が出土している。

第120図338の土師器杯は，竃前の覆土下層からと竃内の覆土中から出土した破片が接合したものである。339

の土師器杯は，中央部の覆土中層から正位で出土している0340の土師器高台付皿は，覆土中から出土してい

る。341の土師器椀は，北西コーナー部の覆土下層から出土した破片と竃前面の覆土上層及び覆土下層から出

土した破片が接合したものである。第121図342の土師器小形要は，北西部の覆土下層から逆位で出土している。

343の土師器嚢は・北部の覆土中層と中央部の覆土中層及び下層から出土した破片が接合したものである。第

120図344の須恵器杯は，北東コーナー部の覆土下層から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，竃内や覆土下層の出土土器から9世紀後葉と考えられる。

中

第120図　第59号住居跡・出土遣物実測図
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第相関　第59号住居跡出土遺物実測図

第59号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L二二二二ヒ二二二ヨ

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　 の　特　 徴 胎士・色調・焼成 備　考

第120図

杯

土　 師　器

A　　 13．1 底部から日録部にかけての破片。目線部内8外面及び体部外南口ク 砂粒・白色粒子 50％

B　　　 4．0 平底。体部は内攣気味に立ち上が ロナデ。体部・底部内面ロクロナ 橙色 P L 65

338 C　　　 6．6 り，目線部はわずかに外反する。 デ後，ヘラ磨き。体部下端手持ち

へラ削り。底部1方向の手持ちへ

ラ削り。内面黒色処理。

普通 体部外面に

「家」の墨書カ

339
林

A　　 13．8 完形。平底。体部は外傾して立ち 目線部内・外面及び体部外南口クロ 砂粒・白色粒子 100％

B　　　 4．8 上がり，口緑部はわずかに外反す ナデ。体部・底部内面ロクロナデ後，にぷい褐色 P L 64

土　 師　器 C　　　 5．8 る。 ヘラ磨き。体部下端手持ちへラ削り。

底部2方向の手持ちへラ削り。

普通 体部外面煤付着

340
高台付皿

A　 ［12．8］高台部から目線部にかけての破 目線部内・外面及び体部外南口クロ 砂粒・白色粒子 60％

B　　　 2．8 片。短く垂下する高台が付く。体 ナデ。体部・底部内面ロクロナデ後，橙色 P L 65

土　 師　器 D　　　 6．6

E　　　 O．6

部は大きく開き，目線部に至る。 へラ磨き。底部回転へラ切り後，高

台貼り付け。内面黒色処理。

普通 体部外面煤付着

341
椀

A　　 16．5 高台部から目線部にかけての一部 目線部，体部内・外面及び底部内 小磯 ・雲母・砂 90％

B　　　 6．8 欠損。短いハの字状の高台が付 南口クロナデ。底部回転へラ切り粧・白色粒子 P L 65

土　 師　器 D　　　 7．6 く。体部は内攣気味に立ち上が 後，高台貼り付け。 にぷい褐色 体部外面と底

E　　　 l．3 り，目線部は外反する。 普通 部内面煤付着

第121図

小　形　 餐

土　 師　器

A　 ［11．4］底部から目線部にかけての破片。目線部内・外面横ナデ。体部内・小磯・砂粒・白色 70％

B　　 12．0 平底。体部は内攣気味に立ち上が 外面上半ナデ，外面下半横方向の 粒子 二次焼成

342 C　　　 6．4 り，頚部で屈曲して，ロ縁部は外

反する。ロ緑端部は外上方につま

み上げられている。

ヘラ削り。底部無調整。 にぷい橙色

普通

343

婆

土　 師　器

A　 ［19．4］体部から目線部にかけての破片。目線部内・外面横ナデ。体部内面 小礫・砂粒・白色 10％

B　 （17．5）体部は内攣気味に立ち上がり，頸 輪積み痕と指頭庄痕を残すナデ，粒子

部でくの字状に屈曲する。目線部

は外反し，端部は上方につまみ上

げられている。

外面へラナデ。 明赤褐色

普通

第120図 杯 A　 ［13．6］底部から目線部にかけての破片。口縁部，体部内・外面及び底部内 砂粒・白色粒子 30％

344 須　 恵　 器 B　　　 4．7 平底。体部は外傾して立ち上が 南口クロナデ。体部下端手持ちへラ にぷい赤褐色

C　　　 6．8 り，目線部はわずかに外反する。 削り。底部1方向の手持ちへラ削り。普通

第醜号住居跡（第122e123図）

位置　調査2区の中央部東寄り，D3e5区。

規模と平面形　南北車由は4．82m，東西軸は東部が調査区域外であるため，1．18mが確認できただけである○平

面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－50－W
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二

345

1レつ「
第瑠22図　第60号住居跡実測図

0　　　1m

』二王二二］

第相国　第60号住居跡出土遺物実測図

壁　ほぼ直立している。壁高は69cmほどである。

壁溝　北壁中央部から南西コーナー部の壁下を巡

っている。上幅19－32cm，下幅4～9C恥　深さ8

cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。

覆土　7層からなる。レンズ状の堆積状況である

ことから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブ
ロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロ
ーム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭
化粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロ

ーム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム
粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・
炭化物・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブ
ロック・焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土
粒子・炭化粒子少量

7　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・ローム中ブ
ロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼
土小ブロック・炭化物・炭化粒子・砂質粘
土粒子少量

遺物　土師器片121点（嚢。甑），須恵器片172点（杯e高台付杯84，蓋16，長頚瓶1，嚢e甑71）が出土して

いる。これらの遺物は，西部の覆土中層を中心に出土している。そのほか，撹乱により混入した陶器片1点が

出土している。第123図345の須恵器杯は，西部の覆土中層から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，覆土中層の出土土器から，9世紀中葉から後葉と推定される。

第60号住居跡出土遺物観察表

遺物 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

第123図 杯 A　 ［12．6］ 底部 か ら日録部 にかけ ての破片 。 口縁 部，体 部 内・外面 及び底 部内 雲母 ・砂粒 ・白色 40％

34 5 須　 恵　 器 B　　　 4．6 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 南口クロナデ。体 部下端手持ちへ ラ 粒子

C　　　 5．8 り，口緑部 はわず かに外 反する。 削り。底部 1方 向の手持ちへラ削り。 灰 白色 ，普通

第馴号健屠跡（第124～126図）

位置　調査4区の中央部，LlaO区。

重複関係　南壁と中央部の床面を第16e27号掘立柱建物に，南西コーナー部を第122。123号土坑に，西壁中央

部を第121号土坑に掘り込まれており，それらよりも古い。
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規模藍平面形　北東部が調査区域外であるため　確認で　たのは南北朝。の那花　東西軸．朝那花である。平面形

は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－50　－E

壁　やや外傾気味に立ち上がっているご　壁高は50、′60mであるJ

璧溝　南e西壁下を巡っている。上幅霊～訂cm　下幅　～mcm　深さ且旺mで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で　中央部がよ　踏み固められている。

ぽッ睦　　か所　津　㊧Pの。P　は長径開cm　短径mcmの円形で　深さ滋cmである。南西コーナー寄りに

配置されていることと形状からタ　主柱穴と考えられる。㌘2は北東部の半分が調査区域外にあ娠　確認された

規模は　径狙cmの半円形で　深さ謂cmである。南壁寄りの中央部に位置していることと形状から，出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

第帽超図　第61号住居跡実測図
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覆土　9層からなり，レンズ状堆積であることから，自然堆積と思われる。

土眉解説
1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム小ブロック・焼土粒子少量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

8　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
9　黒　褐　色　炭化粒子多量，炭化物中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片331点杯・高台付杯17，嚢・甑314），須恵器片552点（杯・高台付杯257，蓋63，高盤1，短

頚壷1，瓶2，賓・甑197），土製晶2点（支脚，不明），石製品1点（紡錘車），鉄器・鉄製品9点（刀子2，

鉄1，釘1，火打金1，金紺1，円金具1，不明2）が出土している。これらの遺物は，中央部及び西部を中

心に覆土中層から覆土下層にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片1点，撹乱により混入した

陶器片7点が出土している。第125図3の須恵器杯は西部の床面から逆位で，4の須恵器杯は西壁際北寄りの

覆土中層から正位で，5の須恵器杯は南部の覆土中層から正位で，6の須恵器杯は南壁際の覆土中層から斜位

で出土している。7の須恵器高台付杯は西壁際北寄りの床面直上から正位で，8の須恵器蓋は中央部の床面直

上から正位で，9の須恵器短頸壷は南西部の覆土中層から正位で，10の須恵器瓶は南部の覆土中層から逆位で，

第126図11の須恵器嚢は南部の覆土中層から正位で出土している。12の須恵器甑は，南西部の床面からと覆土

中から出土した破片が接合したものである。Q2の紡錘車は，西部の床面から出土している。Mlの刀子は南

部の覆土下層から，M2の金紺は西部の覆土下層から，M3の火打金は西壁際の床面から，M4の鉄とM44の

釘は南西部の覆土中層から，M5の門金具は南西コーナー部壁際の覆土中層から出土している。出土状況から

本跡に伴うと考えられる遺物は3・7・12・Q2・M3である。

所見　本跡の時期は，床面の出土土器から8世紀後薬と考えられる。

‾二二ノ
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第125図　第61号住居跡出土遺物実測図（1）
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！M5奪
第126図　第61号住居跡出土遣物実測図（2）

第61号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　10cm

L二二二一；　二∃

－　C〕二〇

10cm

」＿＿＿＿⊥－＿＿！

遺物番号券　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第125図I不A　　12．9完形。平底。体部は外傾して立口緑部，体部内・外面及び底部内砂粒・白色粒子100％

3 須　恵　器B　　　4．7ち上がり，口緑部はわずかに外反面ロクロナデ。体部下端手持ちへラ灰色 PL65

C　　　7．8する。 削り。底部多方向の手持ちへラ削り。普通

4

杯A　［13．4］体部から日録部にかけて一部欠口緑部，体部内・外面及び底部内砂粒・雲母・白色70％

須　恵　器B　　　4．2損。平底。体部は外傾して立ち上面ロクロナデ。体部下端手持ちへラ粒子 PL65

C　　　7．6がり，口緑部はわずかに外反する。削り。底部1方向の手持ちへラ削り。褐灰色，普通

5

杯A　　12．8底部から口緑部にかけての破片。ロ綾部，体部内・外面及び底部内面砂粒・雲母・白色60％

須　恵　器B　　　4．2平底。体部は外傾して立ち上がロクロナデ。休部下端手持ちへラ削粒子・黒色粒子

C　［8．0］り，口緑部はわずかに外反する。り。底部1方向の手持ちへラ削り。にぷい黄色，普通

6

坤こA　［12，6］底部から口緑部にかけての破片。口綾部，体部内・外面ロタロナデ。小礫・長石・砂粒30％

須　恵　器B　　　3．4平底。体部は外傾して立ち上が体部下端手持ちへラ削り。底部1灰色 体部外面下位

C　［7．0］り，口緑部はわずかに外反する。方向の手持ちへラ削り。 普通 火棒カ

7

高台付i不B　（4．7）高台部から体部かけての破片。平体部内・外面及び底部内面ロクロ砂粒・石英・白色50％

須　恵　器D　　　9．6底。ハの字状の高台が付く。休部ナデ。底部回転へラ削り後，高台粒子

E　　　l，4は外傾して立ち上がる。 貼り付け。 灰色，普通

8
蓋

A　　17．4口緑部からつまみにかけて一部欠口緑部，外周部内・外面ロクロナ雲母・砂粒・白色80％

B　　　4．1損。天井部は笠形で，擬宝珠状のデ。天井部外面回転へラ削り後，粒子

須　恵　器F　　　3．4

G　　　l．1

つまみがつく。口縁部は短く折り

返している。

つまみ貼り付け。 褐灰色

普通
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遺物 番号　 器　　 種 計測値 k m ） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第125図 Å　　　 7逮 底 部か ら目線 部 に かけ て一 部欠 目線部，体部内 ・外面 ロクロナデ√ 小礫 ・雲 母 ・砂 粒 90％

9　 雲 慧 霊 B　　　 6．5

0　　　 5適

損。ハの字状 の高台が付 く。体部 休部下端回転へ ラ削 ；上　 底部外 面 灰色 P L 6 5

は外傾 して立ち上 が り，肩部がは 回転 へ ラ切 り後，高 台貼 り付 け√ 普通 休部外面煤付着

E　　　 l．0 る√　＝縁部 は毎 く直立する∴

瓶 Å　 〔6．0］ 底 部か ら目線 部 にかけて の破 片÷ 目線 部，体部内 ・外面及 び底部 内 砂粒 ・白色粒千 40％

10　　 須　 恵　 器 B　　 lO．7 平底 。体部は内攣気味 に外傾 して 面 ロクロナデ∴休部下端手持 ちへ にぷい褐色

C　　　 5．4 立 ち上 が り，日縁部 は外反す る。 ラ削 り。底 部回転糸切 り。 普通

第は6回　　　 磐 A　 ［23．8］ 目線 部か ら体部 にか けての破片 ∴ ＝縁部 内 ・外 面ロク ロナデ∴休部 雲母 ・砂 粒 ・白色 10％ ダ

11　　 須　 恵　 器 B　 （9．6） 休部十半 は内増 し，頭部 はくの字

状 に屈 曲す る∵目線部 は外 反す る㍉

外面十半 構方 向の 平行叩 き∴ I粒子

灰黄色 ，普通

甑 A　 ［32．6］ 底部 か ら打線 部 にかけて の破片。 休部外面十位から中位に縦方向の平行 雲 母 ・砂 粒 ・白色

粒子

にぷ い橙色夕　普通

20％

体部外面煤付着12　　 須　 恵　 器 B　　 23．2 体部は内攣 気味 に立ち上が り，＝ 叩き乳　 へラ状工具で横方向に3本の沈

C　　 白5．0］ 縁 部は外反す る。底 部は 5 孔 式カ。 線を巡らす。体部下端横位のヘラ削り。

計　　 測　　 値
備　　 考遣物番号 器　　 種

上略 中 離 叫 上面孔径中 面孔径叫 厚さ（cm）恒量（g）！石　 質　　 特　 徴

i

第12纏臓2 紡　 錘　 車－ 3・4 ！ 3・1 日 0 日 2 日 3 24。3
［滑　 石 巨 猷 井桁状の線刻 ［

P L 71

遺物番号 臼
計　　 測　　 値 i 材 質 特 徴　 巨 …

全長（cm）刀軌 痺 抽 重ね（cm）茎長（cm）重量（g）

第は6図Ml 力　　　 千 （10．0） し6．日 1．3 掴 日3・9） （10．6） 鉄 醐あり誰 茎部一一部楓 柑付恒 L72

遣物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 i 材 可　 特　 徴

備　　　　　　 考
全長（cm） 幅（cm） 断面幅（cm）重量（g）

第は6図M 2 金　　　 紺 20」 2．1 け1＼0．6 （53。7） 鉄 i把手部一部欠損
P L 76

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
全長（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量ね）

第126図M 3 火　 打　 金 8．1 3．3 0・3～0可　 26・4 鉄 頂部3孔 P L 7（う
馳 ‖ 釘 繍 ‖　 日日 0月　 ‖ 融 鉄 上部の一部欠損

触ヽ　　　　　　り ‖
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 材 質

特　　 徴 備考
退　　　 官 全長（cm）鉱身射壷 赦身縮壷 箆雛瞳廟 箆馴偏屈 茎長（cm）厚さ（cm）重量（g）

第126図M 4 鉱 （7．0） 2．0 0．6 4．1
0・6　 日 0・9）

0．5 （6．7） 鉄 圭頭整箭式。茎部一部欠損 P L 73

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
全長（cm） 幅（cm） 断面幅（cm）重量（g）

第126図M 5 閂　 金　 具 賂5） 4．9 0．5～0．6 （19ず3） 鉄 断面形は長方形 P L 75

第醍考健腰跡　第は～臓囲）

位置　調査4区の南部，L2cl区。

規模と平面形　長軸7。84mタ　短車由6．78mの長方形である。

主軸方向　N－40　－E

壁　ほぼ直立している。壁高は60～68cIuである。

壁湧　竃の部分を除いて　壁下を巡っている。上幅蟻～罰cm　下幅　～摘cm　深さ　～蟻cmで　断面形はU字

形であるこ

床　ほぼ平過でタ　中央部がよ　踏み固められている。

l一一一つ76一一一一



炉　中央部床面で径狙cmの円形に　焼土の広がりを確認で　た。炉床面は火熱を受けて硬化している。

囁　北壁の中央部にロームと砂質粘土で構築されている。天井部は崩落しタ　両袖部が残存している。規模はタ

焚打部から煙道部までの最太長膵翫m　袖部の最大幅220cmである。煙道部は壁外へ祁cm掘　込んでお勘煙道

は緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は床面から摘cmほど掘り　ぼめられてお酌　火熱を受けて赤変硬

化している。竃士層断面図軌　第　～　層は崩落した天井部　第臓層は火床部の覆土夕　第16e且8～24層は袖部

である。袖部はロームを掘り残して基部として，その上にロームと砂質粘土を混ぜた土で構築されている。

電土層解説

1灰　褐　色　　砂則一日二粒J’・多品　ローム粒子申鼠　ローム小プロ・ソク・焼「トプロ、ソク・焼士骨イ・・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　　焼十粒J’一l巨星，ローム小ブロック・ローム粒J’・・岨巨1げロック・焼巨トプロ、ソク・炭化物・砂質粘吊打一少量
3　暗赤褐色　　焼蛸と千多量，焼巨」、ブロック中鼠，ローム粒子・焼土中プロ、ソク・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
l－1暗赤褐色　　ローム粒子・焼上中プロ、ソク・焼土粒J’・・炭化物・炭化粒子・砂質粘巨粒子少量

5　黒　褐　色　　砂質粘＝粒子申軋　ローム粒J「一・焼巨J、ブロック・焼圭粒子・尉ヒ粒J’・少量

6　暗　褐　色　　ローム粒千・焼十粒J’・・炭化物・炭化粒J’・・砂質粘上粒千少量

7　暗赤褐色　　焼損白㌧多鼠　焼上中ブロック中鼠　ローム粒千・焼巨いプロ・ソク・砂質粘吊打一少量
8　暗赤褐色　　焼巨トブロック・砂質粘上粒J’中鼠　ローム粒J’一・焼l二申プロ・ソク・焼十粒J∴炭化物・炭化粒J’一少量

9　晴赤褐色　　焼巨J、ブロック・炭化粒J∴中鼠　ローム小ブロック・ローム粒J∴焼土中ブロック・焼上粒r・・炭化物・砂質粘士粒子少量
10　暗赤褐色　　焼上粒子多，鼠　焼土中ブロック中鼠　ローム粒子・炭化物少量

11灰　褐　色　　灰多量．焼十粒子少量

12　暗赤褐色　　焼悌白㌧多量，焼上中ブロック中量、焼巨いブロック・炭化物・炭化粒J∴・尿少量

1こう　極暗赤褐色　　焼日立r・炭化粒J’一中量．ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼巨」、ブロック・尉ヒ物・砂粒微量
1ご：1暗赤褐色　　焼巨トプロ・ソク・焼悌白㌧中量∴　ローム粒J’一・焼いいプロ、ソク・炭化物・尉ヒ粒J’一少量，砂粒微量

15　暗赤褐色　　焼土粒fl巨鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼士－‾‾いプロ・ソク・焼月、ブロック・射ヒ粒J’一少鼠　射ヒ物・砂粒微量

16　暗赤褐色　　焼「粒子・砂粒多鼠　砂質粘土粒子申鼠　焼土中プロ、ソク・尉ヒ粒子少鼠　ローム粒子微量

17　にぷい赤褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼口紅十・歳化物・炭化粒J’・・砂粒少鼠　焼ハ巨巨ブロック・
焼土小ブロックe粘土粒子微意

18　にぷい赤褐色　　砂粒多量，焼上粒千・砂質粘目白’小結　ローム粒J’・・焼「小ブロック・炭化粒自微量
、19　暗赤褐色　　砂粒l情呈∴　ローム小プロ、ソク
20　にぷい褐色　　砂粒多義，砂質粘土粒子中農，
21灰　褐　色　　砂粒多量，砂質粘土粒子中量タ
22　灰　褐　色　　砂粒多量，砂質粘土粒子中量，
23　灰　褐　色　　砂粒多義蟄　砂質粘土粒子中農タ
24　灰　褐　色　　砂粒多量，砂質粘土粒子中量，

ローム粒！・・焼巨J、ブロック・焼＝粒子・砂質粘悌白’・少量．炭化粒j’一微量
ローム粒j’－少量，炭化粒打微量
ローム粒子少量

ローム粒千・焼士粒子・炭化粒f・微量

ローム粒千・炭化粒J’一少量，焼巨」、ブロック微量

ローム粒J’・少量，ローム小プロ・ソク・焼出自’‥炭化粒子微量

25　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒J’－・砂粒少結　ローム中ブロック・焼吊打・・炭化粒√・・粘‖甘子微量

ぽッ睦　24か所（P且～P24）。Pl～P4は長径60～70cm，短径53～69cmの円形または楕円形でタ深さ48～74

cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，主柱穴と考えられる。P5は長径69cm　短径鍼

cmの楕円形で　深さ墟cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。P6～P20は長径温6～3鼠cm，短径14～27cmの円形または楕円形で，深さ19～52cmである。壁溝

の底面で確認されていることと形状からタ　壁柱穴と考えられる。P21～P24は長径21～30cm，短径18～28cmの

閏形または楕円形で芦　深さ且2～35cmである。竃の両袖部脇で確認されいることと形状から，竃関連施設に伴う

ピットと考えられる。

尊堂　Ⅲ層からな娠　士層断面図軌　第　㊧　砂川層は焼土を含み，ブロック状の堆積をしていることからÅ

為堆積，偽の層はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。第4層は第5層よりやや暗い色調

である。

土層解説

1　黒褐色

2　暗赤褐色

3　黒　褐　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　　色

ローム粒千・焼上′トブロック・焼U粒子・炭化粒

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロ、ソク・　8　暗褐　色

焼上中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量　　9　暗赤褐色

ローム小ブUツク・U－ム粒子・焼土粒子・炭化
粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼「粒千・10　黒　褐　色
炭化粒子少量

ローム粒千中量．ローム小ブロック・焼日粒子・1＿1黒　褐　色

炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量．ローム中ブ

ロック少量

ローム粒Jつ‾－鼠　ローム小ブロック・焼士粒子少量

ローム粒子【巨鼠　ローム小プロ、ソク少量

焼土粒子・砂質粘土粒子中鼠　ローム中ブロック・
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・

焼士粒子・炭化物。炭化粒子・砂質粘土粒子少量
ローム小プロ、ソク・ローム粒J’‥焼土中ブロック・

焼工粒千・歳化物・炭化粒J二・砂質粘士粒子少量

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中プロ、ソ

ク・焼上粒子・炭化物・炭化粒子少量

遺物　土師器片1999点　塔の高台付塔親，鉢5，嚢の甑且923）タ　須恵器片1868点（捧e高台付輝1352，高盤22，

盤2，高台付皿4，蓋390　短頚壷1四耳壷娠捏ね鉢2，棄e甑91），灰粕陶器片6点（瓶4，長頸瓶2），

土製品　点　紡錘車1不明の　石製品　点（紡錘車），鉄器e鉄製品　点　刀子弟鉄2　鎌1閂金具H，
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第127図　第62号住居跡実測図（1）
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0　　　　　　　　1m
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第128図　第62号住居跡実測図（2）

銅製品1点（柄頭）が出土している。これらの遺物は，覆土中層から覆土下層にかけて，全体的に出土してい

る。特に中央部の覆土中層からは多数出土している。そのほか，混入した縄文土器片75点，撹乱により混入し

た陶器片73点が出土している。第130図13の土師器鉢は，竃前中央部の覆土上層及び中層から出土した破片が

接合したものである。30の土師器鉢は，西部の覆土上層から出土した破片と東壁際中央部の覆土下層から出土

した破片が接合したものである。14の土師器嚢は北東部の覆土下層から正位で，15の土師器小形嚢は東壁際中

央部の覆土下層から逆位で，16の土師器賓は南東部の覆土下層から逆位で出土している。17の土師器小形嚢は

Plの覆土中から出土している。第129図18の須恵器坪は，竃内覆土中と竃前覆土下層から出土した破片が接

－179－



合したものである。相の須恵器棒は東壁際中央部の覆土下層から正位で，湖の須恵器棒は南壁際の覆土下層か

ら立位で出土している。別の須恵器棒は　竃前と中央部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

22の須恵器杯は，北西部と竃前中央部の床面から出土した破片が接合したものである。23の須恵器埠は東部の

覆土中層から立位で，24の須恵器塚は中央部の覆土中層から正位で，25の須恵器棒は中央部の覆土中層から正

位で，26の須恵器杯は南西部の覆土中層から正位で出土している。㌘の須恵器棒は北西コーナー部及び中央部

の覆土中層から出土した破片が接合したものである。28の須恵器輝は中央部覆土中層から正位で出土している。

29の須恵器棒は中央部及び南東部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。31の須恵器棒は中央部

南壁寄りの覆土下層から正位でタ　32の須恵器棒は中央部の覆土中層から遵位でそれぞれ出土している。33の須

恵器高台相棒はタ　竃前面の床面から出土した破片と竃内覆土中から出土した破片が接合したものである。34の

須恵器高台付埠は北西部の覆土下層から正位で，35の須恵器高台付棒は南部の床面から逆位で出土している。

罰の須恵器高台付埠は　東部の覆土中層から出土した破片と覆土中層及び下層から出土した破片が接合したも

のである。37の須恵器高台付棒は竃前の覆土中層から逆位で，38の須恵器高台付輝は竃前の覆土中層から正位

でタ　39の須恵器高台付塔は中央部の覆土下層から正位で，朝の須恵音盤は南部の覆土下層から逆位で，姐の須

恵器量は東部の覆土中層から逆位でタ　42の須恵器蓋は北西部の覆土中層から逆位で，43の須恵器蓬は北東部の

覆土下層から斜位でそれぞれ出土している。44の須恵器蓋はタ　南部の覆土下層から出土した破片と覆土中層か

ら出土した破片が接合したものである。壷の須恵器蓋は南東部の覆土下層から逆位で，崩の須恵器蓋は東部の

覆土下層から正位で9　47の須恵器量は覆土中から　第臓圃場の須恵器長頸瓶は覆土中層からそれぞれ出土し

ている。49の須恵器短頸壷は覆土上層から，50の須恵器短頸壷は南西部の覆土上層から出土している。57の須

恵器長頸瓶は西部の覆土中層から逆位で　第柑図鋸の須恵器嚢は竃前の覆土下層から正位で9　52の須恵器婆

は竃前の覆土中層から正位で出土している。53の須恵器嚢は，西部の覆土上層から出土した破片と南部の覆土

下層から出土した破片が接合したものである。82の須恵器婆は，酋壁際の覆土中層から正位で出土している。

54の須恵器甑は，東壁際中央部の覆土中層及び下層から出土した破片が接合したものである。第130図55の須

恵器捏ね鉢は，西壁際の覆土下層から正位で出土している。第13且図56の須恵器四耳壷は中央部の覆土中層か

ら正位で，58の灰粕陶器短頚壷は中央部の覆土中層から正位で，第130図59の灰粕陶器瓶は東部の覆土下層か

ら逆位で，郷の灰粕陶器瓶は南部の覆土中層から正位で，鋸の灰粕陶器長頚瓶は南西部の覆土中層からそれぞ

れ出土している。nPlの紡錘車は，覆土中から出土している。Q3の紡錘車は南壁際の床面からタ　QlOの紡錘

車は南壁際の床面から出土している。第131図M6の刀子は南東部の覆土下層から，M7の刀子は覆土上層か

ら，M8の刀子は南部の覆土上層から，M9の刀子は中央部の覆土中層から，第且32図M温0の銀は酋壁際の床

面から，MⅢの鉄は南東部の覆土下層から，第131図12の柄頭は覆土上層から，第132図M13の鎌は北西部の覆

土下層から，M14の閂金具は北東部の覆土下層から出土している。出土状況からラ17ゆ22。33e35e Q3ゆQ

lO・人肌0は本跡に伴う遺物と考えられる。

所農　本跡は面積が53扇を超えジ　当遺跡では最大規模の住居跡である。また出土遺物数も最も多い。確認面か

ら床面にかけて多数の土器片が出土しており，床面から覆土下層にかけての土器群と，覆土中層から上層にか

けての土器群の大きく分けることができる。床面から覆土下層にかけての土器群は，9世紀前葉の土器が多く，

堆積状況は自然堆積であることから住居が使用されていた時期のものまたは廃絶後間もない時期に投棄された

と考えられる。それに対して，覆土中層から上層にかけての土器群の時期は，9世紀中葉から後薬にかけての

土器が多く，堆積状況は人為堆積であることから，住居が廃絶され，ある程度捜没した後に，投棄されたもの

と考えられる。時期は，本跡に伴う土器から9世紀前葉と考えられる。
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第臓図　第揖号住居跡出土遺物実測図初

第62号住居跡出土遺物観察表
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遺物番号 器　　 種 恒 腫 （cm）！　 器 形 の 特 徴 ！　 手 法 の 特 徴 極 土 0 色調 欄 成
備　 考

第130 図

鉢

A　 ［29．8］ 底 部か ら目線 部 にかけて の破片予　＝縁部内 ・外面横 ナデ∴休部外 面 砂粒 ・白色粒子 10％

13
B　　　 7．5 平底。体 部 は内攣気 味に立 ち上カ首　へラ削 り。底部多 方向のへ ラ削 り。 にぷ い橙色

土　 師　 器 C　 ［14．4］

！

る。 日経 部は外反 し，端部 は上方

！

普通

！】
につ まみ上 げ られて いる。

14
婆

A　 ［22鰯］ 体部上半か ら日録 部 にかけての破 ＝縁部 内 ・外面 横ナデ〔体部内 ・ 砂 粒 ・白色粒千 5 ％
B　 （8。5） 片。頚 部 は くの字 状 に屈 曲す る。 外面へ ラナデ√ 橙色

土　 師　 器 ＝縁 部は外反 し，端 部は外方につ

まみ上 げ られ ている。

普通

15

小　 形　 登

A　 ［13．8］ 体部 か ら日録部 にか けての破 片。 目線部 内 ・外 面横ナデ。体部下半 砂粒 ・白色粒子 20％
B　 （13．9） 体部 は内攣 気味に立 ち上が り，頸 横方 向のヘラ削 り，内面 へラナデ∴ 明赤褐色 体部内面煤付着

土　 師　 器

部は くの字状 に屈 曲す る十日縁部

は外反 し，端部 は上方につ まみ上

げ られてい る。

普通

16
婆

A　 ［16．2］ 体部上 半か ら日録部 にかけての破 目線 部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・白色粒子 30％
8　 （9．6ウ 片。 頚部 は くの字状 に屈曲す る。 工半斜位 のヘ ラナデ，内面へ ラナ にぷい褐色

土　 師　 器 目線部 は外 反 し，端部 は上方 につ

まみ上げ られている。

デ。 普通

17
小　 形　 婆

土　 師　 器

Å　 ［10．2］ 体 部か ら目線 部 にかけ ての破片。 ＝縁部内 ・外面横 ナデ㌔休 部外 面 砂粒 ・雲 母 20％
B　 （6．6） 体 部は内攣気味 に立 ち上 が り，目

線部 は外 反 し，端部 は外上 方につ

まみ上 げ られてい る。

下端斜位のヘ ラ削 り。 にぷ い黄橙色

普通

二次焼成

第129図

杯

Å　 ［12．8］ 底部 か ら目線 部 にか けての破片 。 口縁乱　 体 部内 ・外 面及び底部内 石 英 ・砂粒 ・白色 50％

18
B　　　 4．5 平底 。 体部 は外傾 して立 ち上 が 南 口クロナデ。体 部下端手持ちへ 粒子

須　 恵　 器 C　　　 6．4 り，目線部 はわず かに外反す る。 ラ削 り。底部 1 方 向の手持ちへラ

削 り。

灰色

普通

19
杯

貢　 恵　 器

Å　　 13．1 体 部 か ら日経 部 に か けて 一部 欠 口縁 乱　 体部内 ・外面及 び底部 内 石英 ・砂粒 ・雲 母 80％

B　　　 5．1 損。平底。体 部は外傾 して立 ち上 而 ロクロナデご休部下端手持 ちへ 灰色 P L 65

C　　　 5．8 が り， 目線 部 は わず か に外 反す

る。

ラ削 り。底部 1 方向の手持ちへ ラ

削 り。

普通

20
杯

須　 恵　 器

A　　 12．9 完形 。平 底 。体 部 は外 傾 して立 ＝縁乱　 体部内 ・外面及 び底 部内 砂粒 ・白色 粒千 100％

B　　　 4．4 ち上 が り，日録部 はわずかに外 反 面ロク ロナデ。体部下端手持 ちへ 暗灰黄色 P L 6 5
C　　　 6．2 す る。 ラ削 り。底 部 1 方向の手持 ちへ ラ

削 り。

普通

21
杯

須　 恵　 器

A　　 12．8 底 部か ら日経 部 にか け て一 部欠 ＝縁乱　 体 部内 ・外面及び底部内 長右 ・石英 ・砂粒 70％

B　　　 4．4 損。平底。体部 は外 傾 して立 ち上 南 口クロナデ。体 部下端手持ちへ 灰色 P L 6 5
C　　　 6．6 が り芳　目線部 は外反 する。 ラ削 り。底部 1 方 向の手持 ちへラ

削 り。

普通

Å　　 13．4 体 部 か ら日綾 部 に か けて一 部 欠 日録 部，体 部内 ・外面及 び底部 内 石英 ・砂粒 ・白色 80％

22　 ≠
林

痕　 恵　 器

B　　　 4．5

C　　　 7．0

損。平底。体 部は外傾 して立 ち上

が り， 口綾部 は外 反す る。

南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ

ラ削 り。底部 回転 へ ラ切 り痕 を残

す， 1 方向 の手持 ちへ ラ削 り。

目線 部，体 部内 ・外面 ロクロナデご

粒子

灰 色

普通

石 英 e砂 粒 ・白色

P L 65

体部内面煤付着

40％
A　 ［12．8］ 底 部か ら目線 部 にかけ ての破 片。

23　 ≠
杯

痕　 恵　 器

B　　　 4．5

C　　　 6．2

平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が

り， 目線 部はわずか に外反す る。

体 部下端手持ちへ ラ削 り。底部 回

転へ ラ切 り痕を残す， 1 方向の手

持 ちへ ラ削 り。

粒子

褐灰色

普通

－184－



遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第129図

24
杯

A　 ［11．6］ 底 部か ら目線 部 にか けての破 片。 目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内 石英 ・砂粒 ・白色 60％

B　　　 4．8 平 底。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 粒 子

須　 恵　 器 C　　　 5．8 り， 目線 部はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り痕 を残

す ， 1 方向の手持ちへ ラ削 り。

黄灰 色

普通

25

杯 A　 ［12．8］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片。 目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内 長石 ・砂粒 ・白色 30％

須　 恵　 器 B　　　 4．5 平 底。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 南 口ク ロナ デ。体 部 下端 へ ラ削 粒子

C　 ［6．6］ り， 目線部 はわずかに外反す る。 り。底部多方 向の手持 ちへラ削 り。 黄灰 色，普通

26
杯

A　 ［13．2］ 底部 か ら日録 部 にか けての破 片。 目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内 小礫 ・長石 ・砂粒 30％

B　　　 3．6 平 底。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 南 口クロナデ。体 部下端手持 ちへ 灰色

須　 恵　 器 C　　　 6．4 り， 目線部 はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部へ ラ切 り痕 を残す ，

1 方 向の手持ちへ ラ削 り。

普通

27
杯

A　 ［13．0］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片。 日録部 ，体 部内 ・外面及び底部内 砂 粒 ・白色粒子 40％

B　　　 4．5 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上が 面 ロクロナデ。体 部下端手持 ちへ 灰色

須　 恵　 器 C　　　 6．4 り， 目線部 はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部 1 方向の手持 ちへ ラ

削 り。

普通

28

杯 A　 ［12．8］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片。 目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内 砂粒 ・白色粒子 40％

須　 恵　 器 B　　　 4．2 平底 。 体 部 は外 反 して立 ち上が 面 ロクロナデ。体 部下端手持 ちへ 黄灰 色

C　　　 6．4 性 日録部 はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部回転 へ ラ切 り。 普通

29
杯

A　 ［12．0］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片。 目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内 砂粒 ・雲 母 ・白色 50％

B　　　 4．2 平 底。 体 部 は外反 して立 ち上が 面 ロクロナデ。体 部下端手持 ちへ 粒子

須　 恵　 器 C　　　 6．4 り， 目線部 に至 る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り痕 を残

す ， 2 方 向の手持ちへ ラ削 り。

灰色

普通

第130図

30
鉢

A　　 27．8 底 部か ら目線 部 にか け て一 部欠 目線部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・白色粒子 80％

B　　 ll．2 損。平底。体部 は内攣気味 に立 ち 外面 ナデ。体部下半横方向のヘ ラ にぷい橙色

土　 師　 器 C　　　 8．4 上が る。 目線部 は外 反 し，端部 は

上方 につ まみ上 げ られてい る。

削 り。底 部多方向のヘ ラ削 り。 普通

第129図 杯 A　　 13．1 底部 か ら口緑 部 にか けての破片 。 目線部 ，体 部内 ・外 面及び底部内 砂粒 ・礫 ・白色粒 60％

31 須　 恵　 器 B　　　 4．7 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち 上が 南 口クロナデ。 体部下端手持 ちへ 子 P L 65

C　　　 7．0 り， 目線部 は外 反する。 ラ削 り。底 部多 方向のヘ ラ削 り。 黄灰色，普通 体部内・外面煤付着

32
杯

A　　 13．2 底 部か ら目線 部 にか け て一 部欠 目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内 砂粒 ・雲 母 ・白色 70％

B　　　 5．0 損。平底。体部 は外 傾 して立 ち上 南 口クロナデ。体 部下端手持 ちへ 粒子 P L 66

須　 恵　 器 C　　　 6．2 が り， 目線部 は外 反する。 ラ削 り。底 部 1 方向の手持 ちへ ラ

削 り。

灰色

普通

体部内・外面煤付着

33

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

高 台 付 杯

A　 ［14．0］ 高 台部 か ら目線 部 にか けて の破 日録部 ，体 部内 ・外面及び底部内 小礫 ・砂粒 ・白色 50％

B　　　 6．1 片。平底。ハの字状の高台 が付 く。 南 口クロナデ。底部 回転糸切 り後， 粒子 P L 66

95％

40％

50％

須　 恵　 器

高 台 付 杯

D　　　 8．1

E　　　 l．0

A　　 lO．1

体部 は外傾 して立 ち上が り， 口緑

部はわずか に外反 する。

高台部か ら日録部 にかけて一部欠

高台貼 り付 け。

目線部 ，体 部内 ・外面及び底部内

灰色

普通

石英 ・砂粒 ・白色

B　　　 4．7 損。 短いハ の字状 の高台 が付 く。 南 口クロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒子

須　 恵　 器

高 台 付 杯

D　　　 6．2

E　　　 O．9

A　 ［10．6］

体部 は外傾 して立 ち上が り， ロ縁

部に至 る。

底部 か ら日録 部 にかけ ての破片 。

後，高台貼 り付 け。

日録部 ，体 部内 ・外面及び底部内

灰色

普通

小礫 ・砂粒 ・白色

B　　　 4．8 短いハの字状 の高台が付 く。体部 南 口クロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒子

須　 恵　 器

高 台 付 杯

D　　　 6．3

E　　　 l．2

A　 ［12．4］

は外傾 して立 ち上 が り，日録部 は

わずか に外反す る。

底部 か ら口縁 部 にかけ ての破片 。

後，高台貼 り付 け。

日録部 ，体 部内 ・外 面及び底部内

灰色

普通

小礫 ・砂 粒 ・白色

B　　　 4．9 ハの字状の高台 が付 く。体部 は外 面 ロ クロナデ。底 部へ ラ切 り後 ， 粒子 P L 6 6

80％

須　 恵　 器

高 台 付 土不

D　　　 8．0

E　　　 l．2

A　　 13．0

傾 して立 ち上が り，目線 部 はわず

かに外反す る。

高台部か ら目線部 にかけて一部欠

高台貼 り付 け。

目線部 ，体 部内 ・外 面及び底部 内

灰色

普通

小礫 ・砂 粒 ・白色

B　　　 5．4 損。短 いハ の字状 の高台 が付 く。 面 ロクロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒子 P L 6 6

80％

須　 恵　 器

高 台 付 杯

D　　　 9．0

E　　　 l．l

A　　 14．7

体部は外傾 して立 ち上が り， 目線

部に至 る。

高台部か ら目線部 にかけて一部欠

後，高台貼 り付 け。

目線部 ，体 部内 ・外面及び底部 内

灰色

普通

小礫 ・砂 粒 ・白色

B 6．1～7．2 損。短 いハ の字状 の高台 が付 く。 面 ロクロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒子 P L 6 6

須　 恵　 器 D　　　 9．4

E　　　 l．5

体部は外傾 して立 ち上が り，目線

部はわずか に外反 する。　　 】

後，高台貼 り付 け。 灰色

普通
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遺物番号 器　　 仲 恒 腫 （cm）i　 器 形 の 特 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第129図

高 台 付 埠

A　 ［11．2］

B　　　 4．9

D　　　 5．6

E　　　 l．1

高 台部 か ら目線 部 にか け て の破 口縁 部 ，体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ・雲母 ・白色 30％

39
片。垂下す る短い高台が付 く。体 デ。底 部回転へ ラ削 り後，高台貼 粒子

須　 恵　 器 部 は外傾 しなが ら立 ち上が り，目

線部 はわずかに外反する。

り付 け。 にぷい褐色

普通

40
盤

A　 ［16．0］ 高台部か ら日録部にかけての破片。 目線部 ，体部 内 ・外 面及び底部内 砂 粒 ・雲母 ・白色 50％

B　　　 3．4 ほぼ垂下する短い高台が付 く。体部 南 口クロナデ。底 部回転 へラ削 り 粒子 二次焼成

須　 恵　 器 D　　　 9．2

E　　　 l．2

は大 きく開き，屈曲 して目線部に至

る。目線部はわずかに外反する。

後，高台貼 り付 け。 灰色

普通

41
蓋

A　 ［15．4］ 目線 部か らつ まみ部 にか けての破 日録 部，外周部内 ・外面 ロクロナ 砂 粒 ・雲 母 ・石 40％

B　　　 3．7 片。天井部は笠形で，擬宝珠状 の デ。 天井部回転へ ラ削 り後，つ ま 英 ・白色粒子

須　 恵　 器 F　　　 2．8

G　　　 l．4

つ まみがつ く。日録部 は短 く折 り

返 している。

み貼 り付 け。 にぷい褐色

普通

42
蓋

A　 ［13．8］ 日録部 か らつ まみ部にかけての破 目線部，外周部 内 ・外面 ロク ロナ 砂 粒 ・石 英 ・白色 30％

B　　　 3．2 片。天井部 は笠形 で，擬 宝珠状の デ。天井部 回転へ ラ削 り後 ，つ ま 粒子

須　 恵　 器 F　　　 2．7

G　　 l．4

つ まみがつ く。 目線 部は短 く折 り

返 してい る。

み貼 り付 け。 灰色

普通

43
蓋

A　　 13．8 目線 部か らつ まみ部 にか けて一部 目線 部，外周部内 ・外面 ロクロナ 小礫 ・砂 粒 ・白色 95％

B　　　 3．9 欠損。天井部は笠形で，擬宝珠状 デ。1天井 部頂部 回転へ ラ削 り後 ， 粒子 P L 66

須　 恵　 器 F　　　 2．8 のつまみがつ く。目線部 は短 く折 つ まみ貼 り付 け。 灰 色

G　　　 l．0 り返 している。 普通

44
蓋

A　　 15．7 目線部 か らつまみ部にかけての破 目線部，外周部 内 ・外 面ロク ロナ 小 磯 ・砂粒 ・白色 60％

B　　　 3．5 片。天井部 は笠形 で，擬 宝珠状の デ。天井部 回転へ ラ削 り後 ，つ ま 粒子

須　 恵　 器 F　　　 3．0 つ まみがつ く。 日録 部は短 く折 り み貼 り付 け。 灰色

G　　　 l．0 返 してい る。 普通

45
蓋

A　　 14．8 目線 部か らつ まみ部 にか けて一部 目線 部，外周部内 ・外面 ロクロナ 小 礫 ・砂 粒 ・雲 80％

B　　　 3ユ 欠損 。天井部は笠形で，擬宝珠状 デ。 天井部回転へ ラ削 り後，つ ま 母 ・白色粒子 P L 66

須　 恵　 器 F　　　 3．6

G　　 l．1

のつまみがつ く。目線部 は短 く折

り返 している。

み貼 り付 け。

1l

黄灰色

普通

46

蓋 B　 （2．9） 天井部か らつ まみ部にかけての破 天井部 内 ・外面 ロクロナデ。天井 小 礫 ・砂 粒 ・雲 50％

須　 恵　 器 F　　　 3．0 片。天井部 は笠形 で，擬 宝珠状の 部回転へ ラ削 り後，つ まみ貼 り付 母 ・白色粒子 体部内・外面火樽

G　　 l．1 つ まみがつ く。 け。 灰オ リーブ色，普通

47

第130図 ！

蓋

須　 恵　 器

長 頸 瓶 ！

A　 ［16．8］

B　　　 4．7

F　　　 3．3

日録 部か らつ まみ部 にかけての破

片 。天井部は笠形で，擬宝珠状 の

つ まみがつ く。日録部 は短 く折 り

天井部内 ・外面 ロクロナデ。天井

部回転 へ ラ削 り後，つ まみ貼 り付

け。

ロ緑部 内 ・外面 ロクロナデ。

小礫 ・砂 粒 ・白色

粒子

灰色

40％

5 ％

G　　 l．6 返 している。 普通

A　 ［13．8］ 目線 部の破 片。 目線 部 は外 反 し， 砂粒 ・白色粒 子

48 須　 恵　 器 B　 （4．5） 端部 は上下 に突出させている。 灰色 ，普通

49 ！

50

第 13 1図

短　 頸　 壷 B　 （4．0）

B　 （6．3）

体部の破片。体部上位 に最大径 を 体部内 ・外面 ロクロナデ。肩 部外 砂粒・白色粒子，灰色， 5 ％

須　 恵　 器 持つ。 面に 自然粕。 粕色は黄緑色，普通

短　 頚　 壷 底 部か ら頚部 にか けての破 片。平 体 部内 ・外面 ロクロナデ，体部外 小礫 ・砂 粒 ・白色 30％

須　 恵　 器

賓

C　　　 5．4

A　 ［49．2］

底 。体 部は外傾 して立 ち上 がる。 面 下端横 位へ ラ削 り。底部 回転糸 粒子，灰色 P L 6 6

切 り。体 部内 ・外面 に自然粕。 粕色は黄緑色，普通

目線 部 の破 片。 日録部 は外反 し， 目線 部外 面には 4 本 1 単位の櫛歯 小 礫 ・砂 粒 ・雲 5 ％

51

5 2

5 3

54

第130図

須　 恵　 器

嚢

B　 （10．5）

A　 ［36．8］

端部 は面取 りし，角張 らせ ている。 状の工具 による波状 文 と3 条の横 母 ・白色粒子

位の沈線文 が巡る。 灰色 ，普通

体部 か ら日録 部 にかけて の破 片。 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。体 部 砂 粒 ・雲母 ・白色 5 ％

須　 恵　 器

登

B　 （10．0）

A　 ［23．6］

目線部 は外反 し，端 部はわずかに 外面横位の平行叩 き。 粒子

垂 下する。 黄灰色 ，普通

体 部か ら目線 部にか けての破 片。 日経 部内 ・外面 ロクロナデ。体 部 砂粒 ・雲母 ・白色 5 ％

須　 恵　 器

甑

B　 （9．8）

A　 ［30．8］

目線 部は外 反 し，端部 は上下 に突 外面横 位の平行叩 き。 粒子

出 している。 灰色，普通

底部 か ら目線 部 にか けての破片 。 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲 母 ・白色 50％

B　　 29．7 底部 は 5 孔式。体 部は直線的 に立 斜位の平行 叩 き，下半横位 のヘ ラ 粒 子

須　 恵　 器

捏　 ね　 鉢

C　　 13．2

B　 （5．5）

ち上が る。 日録部 は外 反 し，端部 削 り。 灰色

50％

は上下に突 出している。

体 部内 ・外面 ロクロナデ。底部多

普通

底 部か ら体部 にか けての破片 。平 小礫 ・砂粒 ・雲母

55
C　　　 9．1 底 。底部 は体部 よ り径 が大 き く， 方向のヘ ラナデ。底部の小孔 は焼 黄灰色 P L 6 6

須　 恵　 器 中央 部に小 孔があ る。体部 はわず 成前穿 孔。 普通

かに外傾 して立ち上が る。
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遺物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色訴巨 焼成 備　 考

第131図

56
囲　 耳　 壷

須　 恵　 器

B　 （5．4） 体部及び把手 の破片 。肩部に把手 体 部内 ・外面 ロクロナデ。体 部外 長 石 ・砂 粒 ・白色 5 ％

が付 く。 面に施粕。 粒 子，褐 灰色 ，粕

色 は暗灰黄色

普通

P L 6 6

第13 0図

57
長　 頚　 瓶

B　 （4．9） 高台 部か ら体 部 にかけ ての破 片。 体部内 ・外面 と底部 内面 ロクロナ 長 石 ・砂 粒 ・白色 5 ％

D　 ［12．4］ ハの字状の高 台が付 く。高台の接 デ。体部外面下端へ ラ削 り。 高台 粒 子，灰 色 ，粕色 P L 6 6

須　 恵　 器 E　　　 l．2 地面 は斜位 である。体 部は内攣気

味 に外傾 して立 ち上 がる。

部 と底部内面 に自然粕。 は淡緑色

普通

第131図

58
毎　 頭　 壷

A　 ［10．8］ 体部 か らロ縁 部 にかけ ての破片。 目線部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 長 石 ・砂粒 ・白色 10％

B　 （7．2） 体部 は内攣 して立 ち上が り，目線 デ。目線部内面及 び体 部外面 に 自 粒 子， 黄灰 色，粕 P L 6 6

灰 粕 陶 器 部 は直立す る。 然寒由。 色 は淡緑色

良好

第130図 瓶 B　 （2．5） 高台 部か ら底部 にかけ ての破片。 底部内面 ロクロナデ，外 面へラ削 砂粒 ・白色粒 子 5 ％

59 灰 粕 陶 器 D　 ［9．2］ 短いハの字状 の高台が付 く。高台 り後，高台貼 り付 け。 高台部 と底 褐灰色 ，粕 色は青

E　　　 l．1 の接地面 は斜位 である。 部内面 に施粕。 緑色 ，良好

60

瓶 B　 （2．1） 高台 部か ら底部 にかけ ての破片 。 底部内面 ロクロナデ，外 面へ ラ削 砂粒 ・白色粒子 5 ％

灰 粕 陶 器 D　　　 8．4 長いハ の字状 の高台が付 く。高台 り後，高台貼 り付 け。 高台部 と底 黄灰色 ，粕 色は濃

E　　　 l．3 の接地面 は斜位 である。 部内面 に施粕。 緑色 ，普通

61

長　 頸　 瓶 B　 （5．6） 頚部 の破片。 わずかに外攣気味 に 頸部内 ・外面 ロクロナデ。頸部外 砂粒 ・白色粒子 5 ％

灰 寒由陶 器 立 ち上が る。 面 に自然粕。 灰黄褐色

粕色は淡緑色，良好

第131図 嚢 B　 （20の 体部 の破片 。 体部外面横位 の平行 叩 き，内面同 砂 粒 ・雲母 ・白色 5 ％

82 須　 恵　 器 心円状 の当て具痕。 粒子

黄灰色 ，普通

遺物番号 券　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　 徴 備　　 考

上面径（cm）下面径（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第130図D P l 紡　 錘　 車 5．1 4．0 1．4 0．8 （24．4） 須　 恵　 質 下面外周部手持ちへラ削り P L 70

遺物 番号 器　　 種

計　　 測　　 値
石　　 質 特　　 徴 備　　 考

上面径（cm）下面径（cm）厚さ（cm）孔径 （cm）重量（g ）

第130図Q 3 紡　 錘　 車 4。1 2．2 1．8 － 32．8 凝　 灰　 岩 側面 に線刻。末成 品 P L 7 1

Q lO 紡　 錘　 車 3．2 2．3 1．3 0．7 2 3．6 滑　　　 石 上面 に未貫通 の穿孔 3 か所 P L 7 1

遺物 番号 器　　 種

計　　 測　　 値
材　　 質 特　　 徴 備　　 考

全長（cm）刀身長（cm）身幅（cm）重ね（cm）茎長（cm）重量 （g ）

第131図M 6 刀　　　 子 ［10．0］ ［8．5］ 0．9 0．2 （1．5） （9．2） 鉄 両関あ り。茎部の一部欠損 P L 72

M 7 刀　　　 子 （14．4） 10．4 0．9 0．3 （4．0） （22．6） 鉄 両関あ り。茎部の一部欠損 P L 72

M 8 刀　　　 子 （17．6） 16．9 1．2 0．3 （0．7） （23．3） 鉄 両関あ り。茎部の一部欠損 P L 72

M 9 刀　　　 子 （14．5） （5．9） 3．0 0．2 8．6 （33．5） 鉄 南関あり。切先の一部欠損 P L 72

遺物番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
材　　 質 特　　 徴 備 考

全長（cm）鍍身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長（cmj 箆被部幅（cm）茎長（cm）厚さ（cm）重量 （g ）

第132図M lO 鉄 （5．9） （3．0） （3．3） 2．4 0．5 （0．7） 0．5 （16．3） 鉄 三角形式。鉄身・茎部の一部欠損 P L 7 3

M ll 鉄 （6．1） （2．8） 3．3 3．3 0．7 （0．7） 0．3～0．4 （10．0） 鉄 三角形式。茎部一 部欠損 P L 7 3

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 重量（g）

第131図M 12 柄　　　 頭 3．4 1．6 9．5 銅 表面に鍍金の一部残存 P L 76

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考

全長（cm） 背幅（cm） 刃幅（cm） 重量（g ）

第132図M 13 鎌 （7．5） 0．5 4．1 （40．9） 鉄 刃の中央部から基部の破片 P L 74
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遺物番口 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
首 全長（cm） 幅（cm） 断面幅（cm） 重量（g）

第132図M 14 閂　 金　 具 （6．5） （6．2） 0．6×0．4 （16．9） 鉄 断面形は長方形 P L 75

第駈号住居跡（第1338134図）

位置　調査4区の南部，Lld8区。

重複関係　第88e158号士坑に掘り込まれており，両者よりも古い。

規模と平面形　北壁西部を掘り残す形で，長さ0・9～1・2m，幅0・3～0．4mの台形状の棚状施設が付設されている。

それを含めて長軸4．24m，短軸3．76mの長方形になるものと考えられる。

主軸方向　N－100－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は52～60cmである。

壁溝　北東コーナー部を除き，壁下を巡っている。上幅20～35C恥下幅5～15cm，深さ5cmで，断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。

聴　北壁の中央部にロームと粘土砂粒で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，

焚口部から煙道部まで115C恥袖部最大幅90cmである。煙道部は壁外へ10cm掘り込んでおり，煙道は外傾して

立ち上がっている。火床部は床面から7cmほど掘りくぼめられており，火熱を受け赤変硬化している。火床部

の中央から土師器嚢の底部から体部にかけての破片が逆位で出土しており，支脚として使用されたと推定され

る。竃土層断面図中，第2層は天井部の崩落も第11層は袖の基部，第10e12。16層は袖部，第14。15層は火

床部の掘り方の埋土である。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　黄　褐　色

3　灰　褐　色

4　暗赤褐色
5　灰　褐　色

6　黒　褐　色

7　灰　褐　色

8　暗赤褐色

9　灰黄褐色
10　灰　褐　色
11褐　　　色
12　暗赤褐色
13　暗赤褐色

14　極暗赤褐色
15　極暗褐色
16　赤　褐　色

ピット　6か所

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量
粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・砂粒少量，粘土粒子微量
焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

（Pl～P6）。Plは長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さは33cmである。南東コーナー寄

りに位置していることと形状から，主柱穴の可能性が考えられる○床面を精査したが，主柱穴は他には確認さ

れなかった。P2は長径65cm，短径35cmの不整楕円形で，深さは35cmである。南壁際の中央に位置しているこ

とと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられるo P3～P6は長径15～28cm，短径10～20cmの楕円形

で，深さは40～48cmである。それぞれ壁際に配置されていることと形状から，壁柱穴と考えられる。

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる○土層断面図中，第5層は第4層より

も色調が暗い。

色
色
褐
褐

説解
黒
暗

層土

1

2

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
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第133図　第65号住居跡実測図
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極暗褐
暗　褐

暗　褐

暗　褐

暗　褐

暗赤褐

色

色

色

色

色

色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片164点（杯・高台付杯26，嚢・甑138），須恵器片304点（杯・高台付杯23，蓋9，嚢・甑272），

灰粕陶器片1点（長頸瓶），鉄製品1点（鐙金具）が出土している。これらの遺物は，竃内の覆土や北東部と

南東部の覆土下層から床面にかけて数多く出土している。それらのほかに，混入した縄文土器片13点が出土し

ている。第134図376・377は土師器杯である。376は北東部の覆土下層から正位で，377は北東部壁際の覆土下

層から逆位でそれぞれ出土している。378の土師器賓は，北西部の覆土中層から出土している。379の須恵器杯

は，南東部の覆土中層から出土している。551の土師器小形嚢は，竃の火床面から逆位で出土している。M53

の鐙金具は，北西部の覆土中層から出土している。

所見　本跡からは鐙金具が出土しており，馬の飼養が推定される。時期は，覆土下層の出土土器から，9世紀

中葉から後葉と考えられる。

／
1＼、∴二 10cm

！　　　i i

第134図　第65号住居跡出土遺物実測図

第65号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

第 13 4図

杯

A　　 13．4 ロ緑部 の一部 欠損 。平底。体部 は ロ緑部，体部 内 ・外 面及び底部内 雲母 ・砂粒 ・白色 80％

37 6
B　　　 4．2 内管気味 に立 ち上が り，ロ緑部 は 面 ロクロナデ。休部内面へ ラ磨 き。 粒子 P L 66

土　 師　 器 C　　　 6．6 わずか に外反す る。 体部下端手持 ちへ ラ削 り。底部多

方向のヘ ラ削 り。 内面 黒色処理。

明赤褐色

普通

体掛 底部外面に

「定」の墨書
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遺物番号 器　　 種 計測値 LL1両 器　 彬　 の　 壮　 敵 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

第1二日図 A　 ［ほ 9］ 休 部か ら目線 部 にか け て一 部 欠 目線 部，体部 内・外面及 び底 部内面 石 英 ・砂粒 ・白色 80％

37 7
林

土　 師　 器

B　　　 4．4

C　　　 6．7

損。平底。体 部は内攣 して立 ち上 ロクロナデ∴休 部内面へラ磨 き∵体部 I粒子 P L 6（う

が り， 目線 部 は わず か に外 反す 下端 手持 ちへラ削年 底部へラ切り 明赤褐 色

る。 痕を残す 1方 向のヘラ削 年 普通

A　 ［21融 休部 か ら目線 部 にか けての破 片∵ 目線部内 ・外面横 ナデ∴体 部内面 小 礫 ・砂 粒 ・白色 20％

聾 B　 （21や2） 休 部は内増して立ち十が年　 十位に ヘ ラナデ∴　休部外面縦 方向のヘラ 粒子

378

士　 師　 器

最大律を持つ ∴　頚 部はくの字状 に届 削 り。 にぷ い橙色

曲する丁　目縁部 は外 反し，端 部は

十 方につまみ上げられている√

普通

379

林 Å　　 白3．7］ 底 部か ら目線部 にか けての破 片∵ 目線 部，体部内 ・外面及 び底部 内 小 礫 ・砂 粒 ・白色 20％

須　 恵　 器 B　　　 確。ヱ 平底∴休部 は外 価 して立ち上が り， 面 ロクロナデ∴休部下端手持 ちへ 粒子

C　 ［6」］ ＝縁部 はわずかに外反す る√ ラ削 り。底 部手持ちへ ラ削 り。 灰 褐色，普通

551

小　 形　 聾 B　 （10．7） 底部か ら休 部にかけての破片㍉　平 休部 内面 へ ラナデ∴休部外面構方 小 礫 ・砂粒 ・白色 60％

工　 師　 器 C　　　 6．2 底。体部 は内攣 して立 ち上が る。 向のヘ ラ削 り∴ 粒子

橙色 ，普通

遺物番車 種 芸km）； 輌 芸）重義ね） 材 質　 特　 徴　 備　 考

】全長（cm）

勘繍 可 鐙 金 具
6．1 5．0 L2×0．3 （2903） ！ 銑 i餃真部　　　　　 恒 75

第醜号健履跡（第鼠35儲且36回）

位置　調査4区の南部，IJle9区。

重複関係　第84・85号土坑に掘り込まれており，両者よりも古い亡

規模と平面形　長軸4．58111，短軸4．10111の長方形であるこ

主軸方向　N－60　－W

壁　ほぼ直立しているぐ　壁高は40cmである、〕

壁湧　全属している。上幅柑～鋼cm　下幅　～柑cm　深さ　～柑cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平班で，Pl＿からP2にかけてと，P3周辺を中心に踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土で構築されている。天井部は崩落し芦　袖部が残存している。規模は　焚口部から煙道

部まで且柑cm　磯部最大幅思柑cmである。煙道部は壁外へ灘cm掘　込んでお娠　煙道は緩やかに外傾して立ち上

がっている。火床部は床面から3eIllほど掘りくぼめられておi上　火熱を受け赤変種化している。竃土層断面図

中学　第8ゆ9層は袖部，第m層は火床部の掘り方の捜士芦　第2層は天井部の崩落土である。

寵土層解説
1＿　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　極暗赤褐色
7　暗赤褐色

8　暗赤褐色
9　明褐灰色
10　暗赤褐色
11暗赤褐色

ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒j’・・焼‖拉r・炭化粒子・粘l斗白’・少；11：

粘十粒J’・多昆∴　ローム小ブロック・ローム粒子・焼上中ブロック・焼士粒「∵炭化物・炭化粒J’・少量

焼一上粒子・粘土粒J二中量，ローム小プロ、ソク・ローム粒j’一・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒J’一少量

焼悌白二多量，ローム粒子・焼上′」、プロ、ソク・炭化粒子・粘土粒千少量

焼上中プロ、ソク多鼠　焼巨粒子申軋　ローム粒J’・・焼巨巨プロ、ソク・炭化粒J’・・灰少量

焼「小ブロック・焼上粒J’一中量．ローム粒千・焼巨いプロ、ソク・炭化物・炭化粒j’l・粘‖餃子少量

ローム粒J’一・焼I斗白’一小品　ローム小ブロック・焼上中ブロック・炭化粒J’・少量

ローム粒子・焼巨粒子・炭化物中量、ローム小ブロック・焼巨1Iブロック・焼巨」、ブロック・炭化物少量

粘土粒子多鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量

焼工夫プロ、ソク・焼土中プロ、ソク・焼上中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・灰少量

焼巨」、ブロック中量，焼回Iプロ、ソク・焼「斗tj’・・炭化粒j’・少量．ローム粒J’一微量

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。P温　◎P2◎P4は径58～65cmの円形でラ　深さは55～68cmである。P3は長

径58cm，短径50cmの楕円形でタ　深さは68cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれ

も主柱穴と考えられる。㌘5は長径58cm　短径罰cmの楕円形で　深さは蟻cmである。南壁寄りの中央に位置し

ていることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。，

一一一一一一つ91－



覆土　7層からなる。ブロック状に堆積し，各層にロームブロックが含まれており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
6　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片177点（杯・高台付杯12，手捏土器1，襲・甑164），須恵器片100点（杯・高台付杯62，蓋2，

襲・甑36），鉄器1点（刀子）が出土している。これらの遺物は，東部と南東部の覆土下層から床面にかけて

出土している。それらのほかに，混入した縄文土器片8点が出土している。第136図380の土師器嚢は，北東部

の覆土上層と覆土中層から出土した破片が接合したものである。381～385は須恵器である。381の杯は，南東

第135図　第66号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　．　；　　　！
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部の覆土下層と東部の床面から出土した破片が接合したものである。382の杯は，覆土下層と南部の床面から

出土した破片が接合したものである。383の蓋は，覆土下層と南東部の覆土下層から出土した破片が接合した

ものである。384の鉢は，南部の覆土中層から出土している。385の嚢は，南部の覆土下層と床面，南東部の覆

土中層と床面，東部の覆土上層と床面，中央部の床面から出土した破片が接合したものである。M70の刀子は，

南東部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，床面や覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第136図　第66号住居跡出土遺物実測図

第66号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

第13 6図

3 80

嚢

土　 師　 器

A　 ［23．0］ 体 部上 位から口緑 部にかけての破 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部内面 小 礫 ・雲 母 ・砂 20％

B　 （6．7） 片。体部は内攣して立ち上がり，上位

に最大径 を持 つ。頚 部はくの字 状に

屈 曲する。口緑部は外反し，端 部は

上方につまみ上げられている。

に輪積 み痕残 る。休部外面ナデ。 粒 ・白色粒子

橙色

普通

二次焼成
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遺物番号 器　　 棒　 鋼 瞳 k m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　　 胎 土 0 色調 欄 戌 備　 考

第136図 埠　　　 A　 ［12．9］ 目線 部の一部欠損。平底。体 部は　 目線部，体 部内 せ外面 及び底 部 内面 雲 母 0砂 粒 ・白色 60％

38 1 須　 恵　 器　 B　　 4．5 外傾 して立 ち上が り，目線 部はわ ロクロナデ÷休部下端 手持ちへラ削 粒子 P L 66

C　　　 8．2 ずかに外 反す る．　　　　　　　　 り∴底部 多方 向の手持ちへラ削りこ 褐灰色，普通

382

杯　　　 Å　 江川］ 底部か ら目線 部 にか けての破 片∴　目線部 ，体部 内 ・外 面及び底 部 内　 雲 母 ・砂粒 ・白色 50％

狛　 恵　 器 B　　　 3．6 平 底 。休 部 は外 傾 して 立 ち上 が 面ロクロナデ∵　休部下 端手持ちへラ ま粒子

C　　　 8．8 り，目線 部はわずか に外反す る。　 削り。底 部2方向の手持 ちへラ削り。舟 潤 色，不良
［

383

蓋　　　 B　 （3．8） ＝縁 部欠損 ∴笠彬の天 井部 に擬宝　 外周部 内 ・外面 ロクロナデ∵　天井 小礫 ・白色粒千 70％

須　 恵　 器 F　　　 2．2 珠状 のつ まみが付 く∴ 部 回転へ ラ削 り後 ，つ まみ貼 り付　 灰色

G　　 l．2 け。 普 通

384

鉢　　　 Å　 ［31」］ 底部 か ら＝縁 部 にかけ ての破片 ∵　目線部内 ・外面 ロクロナデ∵体 部 小 礫 ・雲 母 ・砂 10％

須　 恵　 器　 B　 18．9 平底。体部 は内攣気 味に立ち上が 外面斜め方向の平行 叩 き，下位横 粒 ・白色 粒子 P L 6 6

r　　 15．8 り，頭部 に至る丁目縁部 は外反 し， 方向のへ ラ削 り∵休部 内面 に無文　 褐灰色

端部はつ まみ上 げ られている。　 の当て具痕残 る。　　　　　　　　 普通

385

聾　　　 B　 （33．9） 底 部 か ら休 部十 位 に かけ ての 破　 休 部 外面 中位 斜 め 方向 の 平行 叩　 小礫 ・砂 粒 ・白色 60％

須　 恵　 器　 C　 18．0 片。体 部 は内攣 して立ち上 が り， き， 卜位横方向のヘ ラ削 り．休部 粒子 P L 66

上位 に凝太径 を持つ。　　　　　 内面 に無文の当て具痕残 る。　　 灰色，普通

遺物番号 器　　 種

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
計　 測　 値　　　　　 上 を　 虎 ［

特　　 徴

l

備　　 考全凱 中 潮 紬 身幅（cm）重ね（cm）茎長（cm）料 司 材　 質

第136図M 70 刀　　　 子 （13．4） （5．9） 1．4 0．3 7．5
（18・3日　 鉄 関あり。茎部に木質残存 P L 72

第署考健贋跡　第相国）

位置　調査4区の南東部．IJ2d7区．。

重複関係　第蟻　e蟻号士坑に掘　込まれ　第摘号掘立社建物跡を掘　込んでお酌　第蟻　の蟻号土塊よりも

古く，第14号掘立柱建物跡よりも新しい。

規模と平面形　東西軸層混用血である。北部が調査区域外のため，南北軸は3。10mだけが確認された。平面形

は方形または長方形と推定されるご

主軸方向　N－50　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は50～56cmである。

壁湧　南東コーナー部下から南壁下を経て　西壁下まで巡っている。上幅蟻～器C恥　下幅　～蟻cm　深さ玩m

で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，南部が踏み固められている。

ぽッ拒　3か所（Pl～㌘3）。Pl o P2はそれぞれ長径25cm◎35cm，短径18cm餞25cmの楕円形で，深さは

40cmゆ50cmである。P且は南東コーナー寄りにタ　P2ほ南西コーナー寄りに配置されていることと形状から，

いずれも主柱穴と考えられる。P3ほ径34cmの円形で　深さは器cmである。南壁寄りの中央に位置しているこ

とと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。、

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’1・焼上中プロ、ソク・焼士粒rl・炭化粒子少量

2　極暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼上中ブロック・焼上中ブロック・焼悌白’・・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒千中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量

、1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

遣物　土師器片212点（捧e高台付捧22，嚢の甑且90）タ　須恵器片499点（塚の高台付棒242，蓋46資　長敷瓶』

嚢。甑2掴　不明の　鉄器金鉄製品　点　鉄器　刀子ユ　不明H　が出土している。これらの遺物は，覆土上

層から下層にかけて全体的に出土している。出土土器に大きな時期差がないことから，本跡は，廃棄後短い期
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間で埋没したと推定される。それらのほかに，混入した縄文土器片11点が出土している。第137図389の土師器

高台付杯は，南部の覆土下層から出土している。390～392は須恵器杯である。390は覆土下層から，391は覆土

上層から出土している。392は，覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。393の須恵器長

頚瓶は西壁際の覆土中層から出土している。M54の鉄は南部の覆土中層から，M71の鉄は南西部の覆土下層か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から9世紀中葉から後葉と考えられる。

第137図　第71号住居跡・出土遺物実測図
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第7且号住居跡出土遺物観察豪

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 13 7図

高 台 付 林

Å　 ［13．2］ 日録部一部欠損 。平底にハの字状 ＝縁部，体部内 ・外面及 び底 部内 砂粒 ・白色 粒子 ・ 6 0％

38 9
B　　　 こ1．6 の高台が付 く√休 部は内攣気味 に 面ロク ロナデ予体部 ・底部 内面 へ 赤色粒千 ・雲母

土　 師　 器 D　　　 5．7

E　　　 O．9

立 ち上が り， 目線 部は外 反する。 ラ磨 き√底部回転へ ラ削 り後 ，高

台貼 り付 け。内面黒色処理。

橙色

普通

3 90

林 Å　 ［12．8］ 休 部 か ら ＝縁部 にか けて 一部 欠 体部 内 ・外面及び底部内面 ロクロ 小礫 ・白色粒子 50％

須　 恵　 器 B　　　 4．4 損。平底 。体部 は外傾 して立 ち上 ナデ。体 部下端 手持 ちへラ削 り。 灰色

C　　　 6．0 が り，目線部 はわずかに外反す る。 底部 1 方向の手持ちへ ラ削 りご 普通

3 9 1

林 Å　 ［13互 底 部か ら目線部 にか けての破片 。 体部 内 ・外面 及び底 部内面 ロクロ 雲母 ・砂粒 ・白色 4 0％

須　 恵　 器 B　　　 4．2 平 底。 体 部 は外 傾 して立 ち上が ナ デ。体部 下端手 持ちへ ラ削 り。 粒子

C　　　 6．6 り， ロ縁部 に至る。 底部多方 向の手持 ちへラ削 り。 褐灰色 ，普通

39 2
杯

A 13．0 ！

】

目線部の一 部欠損。平底。体部 は ＝縁部，体部 内 ・外面 及び底 部内 小礫 ・雲母 ・砂 粒 8 5％

B　　　 4．5 外傾 して立 ち上 が り，目線部はわ 面 ロクロナデ予体部下端手持 ちへ 白色粒千 P L 6 6

須　 恵　 器 C　　　 5．8 ずかに外反す る。 ラ削 り。底部 回転へ ラ切 り痕 を残

す多方向の手持 ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

3 93

i

長　 頭　 瓶 B　 （8．1）

！

底 部 か ら体 部 下位 に かけ て の破 体 部内 ・外 面及び底部 内面ロクロナ 小礫 ・気泡 5 ％

須　 恵　 器

i

片。 高台部欠損。平底。体 部は内 デ。休部外 面下位 回転へ ラ削り。底 灰白色 ， 底部外面へ ラ

攣気 味に立 ち上が る。 部静止 糸切 り。底部 内面に自然粕 。 粕 色は黄緑色，良好 記号カ

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備考
全長（cm）赦身鋸cm）鉄身縮cm）別路強壷 箆船幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第137図M 54 鉄 （4．8） 2．2 仕4） （2．6） 0．5 0」 （4．2） 鉄 長三角形式 P L 73

M 71 鍍 （10．1） 1．2 1．0 賂9） 0．5 0．3 （11．5） 鉄 圭頭髪箭式 P L 73

第閥考健腰跡（第138回）

位置　調査5区の西部南寄り，L2il区。

規模と平面形　西部が撹乱を受けて残存しておらず，南部は調査区域外のため　東西軸。鵬m，南北軸2．17m

だけが確認された。平面形は長方形または方形と推定される。

主軸方向　N－30－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は55～60cmである。

壁溝　東壁下と北壁下を巡っている。上幅25～30cm　下幅柑～卸cn　深さ用cmで　断面形はU字形である。

床　大半が撹乱を受け，南部が調査区域外のため，硬化面を確認することができなかった。残存する部分はほ

ぼ平坦である。

聴　北壁の中央部に粘土と砂，ロームで構築されている。天井部は崩落しタ　袖部の一部が残存している。規模

は，焚日部から煙道部まで120cm，袖部最大幅150cmである。煙道部は壁外へ25cm掘り込んでおり，煙道は外傾

して立ち上がっている。火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられてお酌　火熱を受け赤変硬化している。火

床部の中央からやや西寄りの位置に，支脚がiE位で出土している。

竃土層解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子多量，ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量
こ4　暗赤褐色　　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒千少量

だッ睦　3か所（Pl～P3）。Pl。P2はそれぞれ長径83cm髄55cm，短径74cme30cmの楕円形で，深さは

78cmの50cmである。Plは北東コーナー寄りに，P2は北西コーナー寄りに配置されていることと形状から，

いずれも主柱穴と考えられる。P3ほ長径48C恥短径40cmの楕円形で，深さは6cmである。性格は不明である。
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覆土　6層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

⑥

焼土粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

10cm

宗一一一一一－●
°つ

0　　　　　　　　　　　　　　2m

上＿＿＿」＿＿＿⊥∃

「＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿」

第138図　第74号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　土師器机61点（杯2汐整容甑159）汐須恵器机00点（埠容高台相棒63タ蓋5タ嚢鎗甑3幻　士製品　点

伎卿），鉄製品3点（不明）のほかに，混入した縄文土器片22点が出土している。雛38図394の土師器嚢は西

部の覆土下層から，395の須恵器塔は北部の覆土下層から出土している。

所凰　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀後半と考えられる。

第74号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　 考

第138図 A　 ［23．2］ 体部上位 か ら目線部 にかけての破 ＝縁部 内 ・外 面櫨ナデJ 体部内面 小礫 ・雲母 ・砂粒 5 ％

39 4
嚢

土　 師　 器

B　 （9．1） 片。体部は内攣 し，頚部はくの字状

に屈 曲する。目線部は外反 し，端部

は上方につまみ上げられている。

に輪積 み痕残 る。 白色粒 子 ・赤色 粒

子 ，にぷい赤褐色

普通

395

j不 B　 （3．0） 底 部か ら体部 にかけての破片。平 体部内・外面及び底部内面ロクロナデ。 小礫 ・白色粒子 10％
須　 恵　 器 C　　　 7．4 底 。体 部は外傾 して立ち上がる。 体部下端手持ちへラ削り。底部回転へラ

切り痕を残す2方向の手持ちへラ削り。

灰色

普通

第関考健腰跡（第且3　の摘図）

位置　調査5区の西部，L2j3区。

規模と平面形　長車酪93m，短車扱83mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は75cmである。

壁溝　全周している。上幅且0～30cm，下幅5～10cm，深さ5～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

囁　北壁の中央部に粘土と砂，ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚持

部から煙道部まで且24cm，袖部最大幅135cmである。煙道部は壁外へ朝cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾

して立ち上がっている。火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられており，火熱を受け赤変硬化している。火

床部の中央に支脚が正位の状態で残っている。竃士層断面図軋第4層は火床部の覆土である。

圏土層解説

1黒　褐　色　焼上中ブロック中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼士粒子・射ヒ物・射ヒ粒子・粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
3　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼士粒子e炭化物中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロックe炭化粒子少量
4　灰　褐　色　　灰多量，焼土粒子少量

だッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は長径25～33cm，短径20～28cmの楕円形で，深さは44～5短であ

る。P4は径30cmの円形で　深さは野cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも

主柱穴と考えられる。P5は長径73C恥短径45cmの楕円形で，深さは壷cmである。南壁寄りの中央に位置して

いることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

積立　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒了少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠焼土中ブロック・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子少量

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片7動産欄巨高台付捧21，嚢の甑719），須恵器片409点（捧0高台付吉和46，高盤2，蓋32，鉢

1，嚢e甑228）タ土製品3点（支脚1，不明2），鉄器e鉄製品4点（刀子2，鎌1，不明1）が出土してい
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る。これらの遺物は，覆土上層と覆土下層から床面を中心に全体的に出土している。覆土上層からの出土土器

はほとんどが細片である。それらのほかに，混入した縄文土器片57点，撹乱により混入した陶器片8点，磁器

片2点が出土している。第140図396の土師器高台付杯は，南西部壁際の床面から出土している。397の土師器

嚢は，北西部の床面と北部の床面から出土した破片が接合したものである。398～400は須恵器杯である。398

は南東部の覆土下層から横位で，400は東壁際の覆土下層から横位でそれぞれ出土している。399は，南東部の

第139図　第75号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿－⊥　　　！
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床面と竃の覆土中から出土した破片が接合したものである。401の須恵器鉢は，北東部の床面と中央部の覆土

下層から出土した破片が接合したものである。M72の刀子は西部の覆土中層，M73の刀子は北西部の覆土下層，

M74の鎌は西部の覆土下層からそれぞれ出土している。396の底部外面に「定」の，398の体部外面に「二万」

の，399の体部外面に「矢作家」の墨書が施されている。出土状況から，396・397・399・401は本跡に伴う土

器と考えられる。

所見　本跡からは，「矢作家」の墨書土器が出土しているが，工房的な遺構かどうかは不明である。時期は，

竃内の覆土中や床面の出土土器から，9世紀中葉と考えられる。

ヒヨ≡苛 等／

芸Il＿二Il
第140図　第75号住居跡出土遺物実測図

第75号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　：　　！

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第140図高台付杯B　（1．5）高台部から底部にかけての破片。底部内面ロタロナデ後，ヘラ磨雲母・砂粒・白色30％　PL67

396 土　師　器D　　　6，2平底にハの字状の高台が付く。き。底部回転へラ削り後，高台貼粒子 底部外面に

E　　　O．9 り付け。内面黒色処理。 橙色，普通 「定」の墨書

－200－



遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　 考

第140図

39 7

登

士　 師　 器

A　 ［21．8］ 体部上位か ら目線 部にかけての破 ＝縁部 内 ・外面 横ナデご　摩耗が激 小 礫 ・雲母 ・砂 粒 5 ％

B　　 ぐ10．針 片。体 部 は内攣 して立 ち上が り，

頚部 は くの字状 に屈 曲する。日縁

部は外反 し，端部 は外 十 方につ ま

み上げ られて いる。

しく，体部 の調整 は不 明。 白色 粒千

にぷ い褐色

不 良

二次焼成

398
杯

A　 ［12．8］ 目線部の一部欠損。平底 。体部 は ＝縁部，体部内 ・外面及 び底 部内 小礫 ・雲母 ・砂粒 80％

B　　　 4．4 外傾 して立 ち上が り，日録 部はわ 面 ロクロナデご体部下端手持 ちへ 白色粒 子 P L 6 7

須　 恵　 器 C　　　 6．1 ずかに外反す る。 ラ削 り。底部 回転へ ラ切 り痕 を残

す多方向の手持 ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

底部外 面に

「二万」の墨書

399

林 A　 ［13．2］ 底部か ら目線 部にか けて の破 片 。 ＝縁部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 小礫 ・雲母 ・砂 粒 30％　 P L 6 7

須　 恵　 器 B　　　 4．4 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が デ。体部下端手持 ちへ ラ削 り。底 白色粒千 休部外面に「夫

C　 ［6．4］ り，目線 部はわずか に外 反する。 部残存少 なく調整 は不 明。 褐灰色 ，普通 作家」の墨書

400
林

Å　　 12．9 目線 部の一部欠損。平底。体 部は ＝縁 部，体部内 ・外面及 び底部 内 小礫 ・雲母 ・砂粒 95％

B　　　 4．7 外傾 して立ち上が り， ‖縁 部はわ 面ロク ロナデJ 体部下端手持 ちへ 白色粒千 P L 6 7

須　 恵　 器I C　　　 5．6 ずかに外 反する。 ラ削 り。底部回転へ ラ削 り痕 を残

す多方向の手持ちへ ラ削 り。

黒褐色

普通

！

401

鉢

須　 恵　 器

A　　 36．4 体 部か ら日録部 にか けての破 片。 ＝縁 部内 ・外面 ロクロナデ．体部 雲母 ・砂 粒 ・白色 40％

B　 （16。2） 体 部は外傾 して立ち上が りタ　頸部

に圭る√　目線 部は外反 し，端 部は

内側 に折 り返 されて外面 に 1 条の

沈線 が巡る。

外 面縦方向の平行叩 き∴ 粒子

オ リー ブ黒

普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm）1刀細 cm腰 幅（cm）恒 ね（cm）茎長叫 垂射 g）

第140回M 72 刀　　　 子
（鵬　 賂3） 2中 ・ 釦 ） 日 28・5） 鉄 両閃ありJ 切先 ∴峯 ・部欠損

M 73 刀　　　 子 （20．2） （14．3）
2・9 ！ 063 （5．9） （42．1） 鉄 簡閲あり。切先 の茎一部欠損 P L 72

r：1 器　　 種
計　　 測　　 値

！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
遺物番号 全長（cm） 背幅（cm） 刃幅（cm） 重量（g ）

第14纏視74 鎌 （12．2） 0．3 4．0 （6舶） 鉄 刃部先端欠損

第閲考健腰跡（第摘囲）

位置　調査5区の西部北寄りタ　L2g5区。

規模藍平面形　東西軸は5。72mである。北側が調査区域外のため，南北軸は2。08mだけが確認された。平面形

は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－70－W

壁　ほぼ直立している。壁高は90cmである。

璧溝　東壁下から南壁下を経て西壁下まで巡っている。上幅謝～磯cm　下幅　～柑cm　深さ　～柑cmで，断面

形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。Pl～P3の間が踏み固められている。

ぽッ拒　3か所津　～P3）。Pl e P2はそれぞれ径35cmの43cmの円形で，深さは40cme35cmである。P

且が南東コーナー寄り，P2が南西コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えら

れる。P　は長径壷cm　短径35cmの楕円形で，深さは32cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状

から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

穫蓋　6層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。士層断面図中，第3層は第5層より

も色調が暗い。

－201－F



土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量
6　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物　土師器片179点（嚢・甑），須恵器片73点（杯・高台付坪44，蓋9，嚢・甑20），鉄製品2点（釘）のほ

かに・混入した縄文土器片8点，撹乱により混入した陶器片2点が出土している。第141図402の土師器嚢は南

西部壁際の床面から，403の須恵器杯は覆土中層から，404の須恵器賓は南部壁際の覆土下層から出土している。

出土状況から，402・404は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面や覆土下層の出土土器から8世紀中葉と考えられる。

∈］』。。』±ゴm

第141図　第76号住居跡・出土遺物実測図
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第閥号住居跡出土遺物観察表

遺物番可 器　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

第14 1画　　　 賛 B　 （22．6） 体部の破片。体部 は内攣 して立 ち 体部外 面縦方向のヘ ラ磨 き。体部 小 礫 ・雲 母 ・砂 粒 20％

1 02　　 士　 師　 器 上が り，十位 に最大径 を持つご 内面輪積 み痕 を残す横方向のヘ ラ

ナデ。

白色粒 子 ， にぷい

褐 色，普通

二次焼成

杯 Å　 ［10．5］ 底 部か ら目線 部にか けての破 片。 ＝縁部 ，体部 内・外 面及び底 部内 小 礫 ・雲 母 ・砂 30％

4 03 須　 恵　 器 B　　　 3．6 平底 。体 部 は外 傾 して 立 ち上 が 面ロクロナデ．体部下 端手持ちへラ 粧 ・白色粒子 火樽あ り

C　 ［7．0］ り，目線 部はわずか に外反す る。 削り。底 部多方向の手持ちへラ削り。 褐灰 色，普通

餐 B　 （21．2） 体部 の破 片。体部は内攣 して立 ち 体部外面横 方向の平行叩 き。休部 雲母 ・砂 粒 ・白色 30％

射）ヰ　　 須　 恵　 器 上が り，上位に最大径 を持つ。 内面 に無 文の当て具痕残 る。 粒子

灰色 ，普通

第署爵号健腰掛　第摘図）

位置　調査5区の西部北寄り，L2g7区。

規模と平面形　東西軸は2。80mである。北部が調査区域外のため　南北軸は。髭mだけが確認された。平面形

は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－150　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は68～70cmである。

床　西部はほぼ平坦でタ　東部はやや凹凸がある。中央部が踏み固められている。

遺物　土師器片6点（嚢e甑）汐須恵器椚摘（棒容高台付輝4　蓋し聾砂甑ののほかに，混入した縄文

土器片1点が出土している。もザれも細片で，図示できるものはなかった。

新風　本跡の時期は芦　出土土器が細片のため明確な判断が困難であるが，出土土器がおおよそ8世紀から9世

紀代と考えられるため，その時期と推定される。

第鍼図　第開音住居跡実測図

0　　　　　　　　2m

』．∴∴二∴し＿＿∴二‥」

第閲号住居跡　第摘囲）

位置　調査5区の西部タ　L2摘区。

規模と平面形　東西車由は4。92mである。北部が調査区域外のため，南北車由は2。43mだけが確認された○平面形

はタ　方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－200－W

壁　東壁と南壁はほぼ直立して，西壁は外傾して立ち上がっている。壁高は53～75cmである。

壁湧　東壁下から南壁下を経て西壁下まで巡っている。上幅18～35cm，下幅8～14cm　深さ　～摘cmで，断面

形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。Pl～P3の間が踏み固められている。

ぽッ紅　3か所（㌘1～P3）。Pl e P2はそれぞれ径50cm057cmの円形で，深さは72cm。62cmである。P

－203－



1が南東コーナー寄り，P2が南西コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えら

れるo P3は長径48cm，短径42cmの楕円形で，深さは40cmである0南壁際の中央に位置していることと形状か

ら，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

④

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

由讐

勧405
／

臥。◎、
M55

M90

0　　　　　　　　　　　　10cm

1　－　「一一　・」

第143図　第79号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　土師器片錮点　捧凱　聾◎甑鋸）須恵器片鱒点　琢e高台付捧7　長頚瓶信　嚢の甑鋸）汐　石器温点

（砥石），鉄製品2点（鎖）のほかに，撹乱により混入した陶器片1点が出土している。第143図405の土師器埠

は，覆土上層から出土している。4鵬の土師器嚢は　覆土上層と南壁際の床面から出土した破片が接合したも

のである。407の須恵器輝は，南壁際の床面から出土している。M55蓉90の鎖は，覆土中層から出土している。

両者は同一－一一…一個体の可能性が考えられる。405の底部外面には墨書が施されている。出土状況から，407は本跡に

伴う土器と考えられる。

所農　本跡の時期は，床面の出土土器から　能龍前半と考えられる。

第79号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第14 3図 圭不 B　 （1．2） 底部の破片。平底 。 底 部外面 ロクロナデを残すヘ ラ磨 雲 母 ・砂 粒 ・白色 5 ％

105 土　 師　 器 C　 ［6．0］ きご休部下端 ・底部外 面手持ちへ

ラ削 り。内面黒色処 理。

粒子

明赤褐色 ，普通

底部外面 に釈

読不 能の墨書

l 牽 l B　 （19．0） 底 部か ら体部 にかけての破 片。平 ま体 部外面縦方 向のヘ ラ磨 き。体 部 小礫 ・雲母 ・砂粒 30％

4 06 土　 師　 器 C　　 白0．0］ 底 。体部は内轡 して立ち上がる。 内面 へ ラナデ∴ にぷ い橙色

普通

二次焼成

107

林 Å　 ［1 2．8］ 体 部か ら目線 部 にかけての破 片。 目線 部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・白色粒千 10％

須　 恵　 器 B　 （4．2） 平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が

り，目線 部はわずか に外反す る。

デ。体 部下端手持 ちへ ラ削 り。 灰色

普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
鎖径 （C中 断離 （cm）重量 ね ）

第143回M 55 鎖 2．1×1．5
0・4 ！ 1e7 鉄 M 90 と国連カ

M 90 鎖 2」×1．3
0・4　 日 ・6 鉄 M 55 と同速力

第偽の号健贋跡（第且44◎145回）

位置　調査5区の中央部北寄り，L3f2区。

重複関係　第4号方形竪穴状遺構に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　北東部が調査区域外である。長軸3瀾略言掛酎撒短の方形と考えられる。

主軸方向　N－740　－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は60cmである。

壁溝　東壁下から南壁下を経て北西コーナー部下まで巡っている。上幅鼠8～30cm，下幅5～7cmタ深さ5cmでタ

断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。全体的にあまり踏み締められていない。

竃　東壁のやや南寄りに粘土と砂タ　ロームで構築されている。火床部の北部と北袖部は調査区域外である。天

井部は崩落し，南袖部が残存している。規模は芦　火床部から煙道部までl用cm　袖部最大幅70cmである。煙道

部は壁外へ15cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっている。火床部はほぼ平坦で9　火熱を受け赤変硬

化している。火床部の中央から支卿が北側に倒れた状態で出土している。竃土層断面図軋　第5層は火床部の

覆土である。

－205－



第145図　第80号住居跡出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

ト　・一一一ト　一　一II

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト　　　十　　…－・i

埴土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

0　　　　5cm　　3　赤　褐　色

し・・－‥‥1－

4　赤　褐　色

5　赤　褐　色

6　時赤褐色

7　暗赤褐色

－206－

ローム粒子中量，ローム
小ブロック少量，焼土粒
子・炭化粒子・砂粒微量

ローム粒子中量，粘土粒
子・砂粒少量，ローム小
ブロック・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子・炭化粒子
微量

焼土小ブロック・焼土粒
子・ローム粒子・粘土粒
子・砂粒少量
焼土小ブロック・焼土粒

子・ローム粒子少量，粘
土粒子・砂粒微量

焼土粒子中量，焼土小ブロ
ック・炭化粒子・灰少量
ローム粒子・炭化粒子・
砂粒少量

ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆

積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ローム小ブロック・ロー
ム粒子少量
ローム小ブロック・ロー

ム粒子・粘土粒子少量
ローム粒子微量
ローム粒子少量



遺物　土師器片茄点　種の高台付棒杭　登の甑軌　須恵器片罰点　棒◎高台相棒柑　董2　婆癖甑臓　士製

品2点（管状土錘　支卿上　鉄製品　点　不明　のほかに　混入した縄文土器片臓点が出土している。第摘図

408の土師器嚢は，覆土下層と南東部の床面から出土した破片が接合したものである。りP温5の管状士錘は覆

土上層から出土したものである。

新風　本跡の時期は，床面の出土土器から資　9世紀中葉から複葉と考えられる。

第80号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第145図

408

襲

土　 師　 器

A　 ［22．8］ 体部から日経部にかけての破片。 ＝縁部内 ・外面横ナデ√体部外面 小 礫 ・雲母 ・・砂 40％

B　 （31．7） 体部は内攣して立ち工が年　十位に 縦方向のヘラ磨き√　体部内面輪積 粒 ・白色粒子 P L 67

最大律を持つ㍉　頭部はくの字状に屈

曲する。目線部は外反し，端部は

外十方につまみ上げられている∴

痕，指頭庄痕を残すナデ。 暗赤褐色

普通

二次焼成

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

！ 特　 徴

備　　 考
径（cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

酎45図D P15 管 状 土 錘 2．1 5．1 0．5 （18．1） 巨 端の一部欠損。タ涌 ナデ P L 70

第＄考健屠捗　第摘　⑳摘図）

位置　調査5区の西部タ　L2j7区。

重複関係　第鑓◎鮮号住居と第摘号士坑に掘　込まれてお娠　それらより　古い。

親機と平面形　長軸5．58m，短車由5．23mの方形である。

主軸方向　N－30　－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は67～′70cmである。

壁溝　第82号住居に掘り込まれている部分を除き　壁下を巡っている。上幅翻～霊cm　下幅　～蟻cm　深さ柑

cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。、竃焚「捕；からP5にかけて踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土を主体とした土で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，

焚口部から煙道部まで且30cm，袖部最太幅且65cmである。煙道部は壁外へ謝cm掘　込んでお娠　煙道は外傾して

立ち上がっている。火床部は床面から5cmほど掘り　ぼめられてお酌　火熱を受け赤変硬化している。竜王層

断面国中　第　昏　層は袖部　第　～摘層は火床部掘　方の擾土である。

竃土層解説
＿1　黒　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　赤　褐　色

5　褐　灰　色

6　にぷい褐色

7　明褐灰色

8　暗赤褐色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

焼上中プロ、ソク

焼士粒子中量，

焼士粒子中量、

焼土粒子多量，

ローム中プロツ

粘土粒子多量，

粘土粒子多量

焼士粒子多量，

・粘土粒子少量，砂粒微量
焼I中プロ、ソク・焼巨J、ブロック少量．焼十大ブロック・砂粒微量

焼土中ブロック少量，焼土小ブロックe砂粒微量
焼土小ブロック中量
ク・ローム小ブロック・焼士中ブロック・焼上中ブロック・粘土粒子・砂粒微量
ローム粒千中量

ローム粒子中量，粘土粒子少量
ローム粒子・焼‖粒子少量
ローム粒子中量．焼土粒子少量

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径40～55cmの円形でタ　深さは45～63cmである。各コーナー寄り

に配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径58cm，短径38cmの楕円形で，深

さは34cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第146図　第81号住居跡実測図
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第147図　第81号住居跡・出土遺物実測図

覆土11層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色
4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　にぷい赤褐色
11暗　褐　色

ローム粒子少量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子少量，粘土粒子微量
ローム粒子中量

遺物　土師器片641点（杯36，皿1，襲・甑604），須恵器片172点（杯・高台付杯60，蓋25，長頚瓶1，嚢・甑

86），鉄器・鉄製品3点（刀子2，不明1），鉄棒1点が出土している。これらの遺物は南西部と北西部の覆土

上層と覆土下層から床面を中心に出土している。覆土上層からの出土土器はほとんどが細片である。それらの

ほかに，混入した縄文土器片20点が出土している。第147図409の土師器皿は竃西袖部中から出土しており，袖

部の補強材として利用されたと考えられる。410の土師器甑は，西部の床面と中央部の覆土上層，北西部の覆

土中層，南西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。411～415は須恵器である。411の杯は北

西部の床面から出土している。412の高台付杯は，覆土下層と南部の床面から出土した破片が接合したもので

ある。413の蓋は，西部と南西部の床面から出土した破片が接合したものである。414の蓋は，南西部の床面か

ら出土している。415の長頸瓶は，覆土上層と第97号住居の覆土上層から出土した破片が接合したものである。

出土状況から，411・414は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面の出土土器から8世紀前葉と考えられる。
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第8且号住居跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測億 （cIn） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第14 7図 皿 Å　 ［2 1．2］ 体部 か ら目線部 にか けての破片 。 ＝縁部 内 ・外 面及 び体 部内面構 ナ 砂 粒 ・白色 粒子 ・ 4 0％

40 9 士　 師　 器 B　 （掴 ） 体部 は大 き く聞 き，＝縁部は直立 デ。体部 内面 に放射状 の暗文。体 赤色粒子

iす る。 部外両輪積み痕残す へラ磨 き。 橙色，普通

4 10
甑

土　 師　 器

Å　 ［2 6．6］ 体 部 か ら目線 部 にかけて の破 片。 ‖縁 部内 ・外面横 ナデこ体部 内 ・ 小 礫 。雲 母 ・砂 2 0％

B　 （13．2） 体 部 はほぼ直 立 し，頚部 に至 る。

目線 部は外反 し，端部 はつ まみ上

げ られてい る。

外 面横方向のへ ラナデ。 粒 ・白色粒子

にぷい橙色

普通

射 1

杯 Å　 ［15」］ 体 部 か ら日録 部 に か けて一 部 欠 体部 内 ・外 面及び底部内面 ロクロ さ…小 磯 ・雲 母 e 砂 70％

須　 恵　 器 B　　　 5．0 損。平底。体 部は外傾 して立 ち上 ナ デ。体 部下端へ ラ削 り後，ナデ。 粒 ・白色粒子 P L 67

C　　　 7．4 が り，目線部 はわず かに外 反する。 底部 回転 へラ切 り。 灰色 ，普通

4 12
高 台 付 杯

Å　 ［16．0］ 体部から日録 部にかけて一部欠損 。 ＝縁部，体部 内 「外 面及び底 部内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 6 0％

B　　　 ∴1．3 丸底 気味の底部にハの字状の高台 南 口クロナデ。底部 回転 へラ削 り 粒子 P L 6 7

須　 恵　 器 D　　　 9．8

E　　　 O．8

が付 く。体部は外反して立ち上 がり，

目線 部はわずかに外反する。

後，高台貼 り付 け。 褐灰色

普通

4 13
！

蓋

Å　　 16．3 目線 部か ら天井部 にかけて一部欠 口縁 部及び外周部内 ・外面 ロクロ 小礫 ・雲 母 ・白色 50％

B　　　 2．9 損。 笠形の天井部 にボタン状 のつ ナデ。天井部回転へ ラ削 り後，つ 粒子 P L 67

須　 恵　 器 F　　　 3．2

G　　　 O．6

まみが付 く。日録部 内側 に短 いか

え りが付 く。

まみ貼 り付け。 褐灰色

普通

4 14
蓋

Å　　 15．6 目線部 か ら天井部にか けて一部 欠 口縁部及 び外周 部内 ・外面 ロク ロ 白色 粒子 60％

B　　　 3．5 損。笠形 の天井部にボ タン状のつ ナデ。天 井部 回転 へ ラ削 り後，つ 灰褐色 P L 6 7

須　 恵　 器 F　　　 3．2

G　　　 O．7

まみが付 く。 目線 部内側に短いか

え りが付 く。

まみ貼 り付 け。 普通

4 15

長　 頭　 瓶 Å　 ［8．6］ 頚部 か ら日経 部 にかけて の破 片。 ＝縁部及 び脚部 内 ・外 面ロクロナ 白色粒子 ・気泡 10％

須　 恵　 器 8　 （5．6） 頚部 は 直立 す る。 目線 部 は外 反 デJ 目線部及 び頸部 内 ・外面 に自 灰 白色 ，柚色 は黄 P L 6 7

し，端部 はつまみ上げ られてい る。 然寒由。 緑色， 良好

第番2号健腰掛（第且48魯且49図）

位置　調査5区の西部，L2j8区。

重複関係　第8且号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4．40nl，短軸3．97mの長方形である。

主軸方向　N－70　－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は73～77cmである。

壁満　会周している。上幅18～32cm，下幅5～蟻cm　深さ8～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

聴　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存している。規模は，

焚口部から煙道部まで且30cm　袖部最大幅蟻Ocmである。煙道部は壁外へ80cm掘り込んでおり，煙道は外傾して

立ち上がっている。火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられておりタ　火熱を受け赤変硬化している。竃土層

断面図中，第5層は袖部，第10層は火床部の赤変硬化した層である。

竃土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　灰　褐　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色
9　暗赤褐色
10　暗　褐　色

焼土中ブロック中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
焼土粒子・粘土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
炭化粒子中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒千・秒粒少量
ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼上粒千・秒粒少量

焼上粒子多量，焼土中ブロック中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
焼十粒子・炭化粒子l巨量，ローム粒子少量，粘一一ト砂粒微量
ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少鼠　焼i二粒子・炭化粒子微量

ぽッ距　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径25～38cmの円形で，深さは24～45cmである。各コーナー寄り
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配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は径35～38cmの円形で，深さは19cmであ

る。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は長径65

cm，短径50C血の楕円形で，深さは17cmである。性格は不明である。

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。土層断面図中，第1層は第3層より

も色調が暗い。

土届解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

①

ローム粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量
ローム粒子中量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小プロッタ・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量
ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

－Lj。
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第148図　第82号住居跡実測図
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遺物　土師器則88点勝9タ　牽参甑且79）芦須恵器片399点（輝き高台付机郁　蓋嶺　高盤鏡　長頚瓶2タ

嚢e甑179），鉄器e鉄製品5点（刀子2，鎌19不明2）が出土している。これらの遺物は，覆土下層から床

面を中心に全体的に出土している。それらのほかに，混入した縄文土器片12点が出土している。第且49図姐7の

土師器聾はタ　竃の覆土下層から出土している。418～42鼠は須恵器埠である。姐は中央部の覆土中層から，419

は北東部の床面から正位でそれぞれ出土している。張は　東部の覆土中層，覆土下層，床面から出土した破

片が接合したものである。鳩は　竃の覆土中と北東部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

422～42各は須恵器高台付塔である。422は北部の覆土下層から横位で，423は北部の覆土中層から斜位で，424

は北東部の床面から正位でそれぞれ出土している。416の須恵器蓋は，西部の覆土中層から出土している。425

の須恵器高盤は，北部の覆土下層から出土している。M56075の刀子は南部の覆土中層から，M76の鎌は東部

の床面からそれぞれ出土している。出土状況から，射7億姐9◎42且㊧424eM76は本跡に伴う遺物と考えられる。

所農　本跡の時期は，竃の覆土中や床面の出土土器から9　8世紀後葉と考えられる。

千二二二÷二「‾l‾‾

第掴図　第82号住居跡出土遺物実測図
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第82号住居跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第14 9図

蓋

A　　 14．8 日録部の一部欠損 。笠形の天井部 目線部及び外周部内 ・外面 ロクロ 小礫 ・雲 母 ・白色 65％

4 16
B　　　 3．2 に擬宝珠状 のつ まみが付 く十　日縁 ナデご　天井部回転へ ラ削 り後 ，つ 粒子 P L 67

須　 恵　 器 F　　　 2．5

G　　　 O．9

部は短 く折 り返 している。 まみ貼 り付 け。 オリーブ黒

普通

嚢

士　 師　 器

A　 ［2 3．2］ 体部上位か ら日縁 部にかけての破 口縁 部内 ・外面横ナ デJ 体部 内面 小 礫 ・砂 粒 ・白 色 5 ％

B　 （9．6） 片。体 部 は内攣 して立 ち上 が り， に輪積 み痕残る。 粒子

417 頚部は くの字状 に屈 曲する。日録 にぷい橙色

部は外反 し，端部 は外 十方につ ま

み上げ られて いる。

普通

林 A　　 12．7 目線 部の一部欠損。 平底 。体 部は ＝縁乱 体部内・外面及び底部内面ロクロ 小 礫 ・雲 母 ・砂 90％

射 8 須　 恵　 器 B　　　 4．2 外傾 して立 ち上が り，目線 部はわ ナデ。休部下端手持ちへラ削り。底部へラ 粒 ・白色粒子 P L 67

C　　　 7．3 ずかに外反す る。 切り痕を残す1方向の手持ちへラ削り。 褐灰色，普通

41 9

杯 A　　 13．0 目線 部の一部欠損。平底 。体 部は 日録 部，体 部内 e 外面及 び底部内 小 礫 ・雲 母 ・砂 95％

須　 恵　 器 B　　　 4．2 外傾 して立ち上が り，日縁 部はわ 面 ロクロナデ。体部下端手持 ちへ 粒 ・白色粒子 P L 67

C　　　 7．8 ずかに外 反す る。 ラ削 り。底 部多方向のへ ラ削 り。 褐灰色，普通

420

杯 A ．　 1 3．4 日録 部の一部欠損。平底 。体 部は 目線部，体部内・外面及び底部内面ロクロ 砂粒 ・白色粒子 90％

須　 恵　 器 B　　　 4．5 外傾 して立ち上が り，‖縁部 はわ ナデ。体部下端手持ちへラ削り。底部へラ 灰色 P L 67

C　　　 7．2 ず かに外 反す る。 切り痕を残す1方向の手持ちへラ削り。 普通

42 1

杯 Å　　 1 3．3 目線 部の一部欠損。平底。休 部は ＝縁部 ，体 部内 ・外面及び底部内 小礫 ・雲母 ・白色 90％

須　 恵　 器 B　　　 4．6 外傾 して立ち上が り，目線部 はわ 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子 P L 67

C　　　 7．5 ず かに外 反する。 ラ削 り。底 部回転へ ラ削 り。 褐灰 色，普通

422
高 台 付 埠

A　　 l l．1 目線 部の一部欠損。平底 にハ の字 ‖縁部 ，体 部内 ・外面及び底部内 小礫 ・白色粒子 95％

B　　　 5．0 状 の高台が付 く。体部 は外傾 して 面 ロクロナデ．底部回転へ ラ削 り 灰色 P L 68

須　 恵　 器 D　　　 7．2

E　　　 l．1

立 ち上 が り，目線部 に至 る。 後，高 台貼 り付 け。 普通

42 3
高 台 付 林

A　　 l l．1 完形。平底 にハの字状の高台が付 ＝縁部 ，体 部内 ・外 面及び底部内 雲母 ・砂粒 ・白色 100％

B　　　 5．9 く。 体部 は外傾 して立 ち上が り， 面 ロクロナデ√底 部回転へ ラ削 り 粒子 P L 68

須　 恵　 器 D　　　 7．3

E　　　 l．7

目線部 に至 る√ 後学　高台貼 り付 け。 褐灰 色

普通

42 4

42 5

高 台 付 埠

A　　 13．3 目線部 の一部欠損。平底 にハ の字 日縁部，体部 内 ・外 面及び底部内 小 礫 ・雲 母 ・砂 95％

B　　　 4．9 状の高台 が付 く。体部 は外傾 して 面 ロクロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒 ・白色粒子 P L 68

9 5％

須　 恵　 器

高　　　 盤

D　　　 8．2

E　　　 l．0

Å　　 13．5

立 ち上が り，目線部 に至 る。

目線部 の一 部欠損。裾部 はラッパ

後，高台貼 り付 け。

日縁部，体部 内 ・外 面及び底部内

褐灰色

普通

小 礫 ・砂粒 ・自色

B　　　 8．5 状 に広が り，端部は屈 曲して垂下 南 口クロナデ。底 部回転へ ラ削 り 粒子 P L 67

須　 恵　 器 D　　　 9．4

E　　　 6．2

す る。体部 は大 きく開 き， 目線部

は直立す る。

後，高台貼 り付 け。 灰色

普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

全長 （cm）刀身長（cm）身幅（cm）重ね（cm）茎長（cm）重量（g ）

第149図M 56 刀　　　 子 0 0月） （9．4） 1．1 0．3 （1．4） （12．6） 鉄 両閲あ り．切先 ・茎一部 欠損 P L 72

M 7 5 刀　　　 子 （10．0） （7．0） 1．3 0．5 （3．0） （13．8） 鉄 南関あ り。切先 8茎一部 欠損 P L 72

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 背幅（cm） 刃幅（cm） 重量 （g ）

第149図M 76 鎌 （12．8） 0．2 3．3 （37．2） 鉄 刃部先端欠損 P L 74

第8堵考健屠跡　第相国）

位置　調査5区の西部，M2a9区。

規模と平面形　一辺3．50mの方形である。

主軸方向　N－130－W

壁一外傾して立ち上がっている。壁高は45～55cmである。
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壁溝　全周している。上幅15～30cm，下幅3～7cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。竃前部からPlにかけて跨み固められている。

竜　北壁の中央部に粘土，砂とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存している。規模

は・焚口部から煙道部まで95cm，袖部最大幅115cmである。煙道部は壁外へ15cm掘り込んでおり，緩やかに外

傾して立ち上がっている0火床部は床面から4cmほど掘りくぼめられている。竃土層断面図中，第3・4層は

含有物や堆積状況から，天井部の崩落土と推定される。

竃土屑解説

1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

ピット　1か所。

④

ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

Plは長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さは17cmである。南壁際の中央に位置しているこ

〕lI I l　　　－

0　　　　　　5cm

L一一一　ト－」

第150図　第84号住居跡・出土遺物実測図
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とと形状から，出入り日施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子申鼠　ロームl巨プロ、ソク・ローム小ブロック・焼十粒子・射ヒ粒f・少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子小品　ローム中ブロック・ローム小プロ・ソク少量

3　褐　　　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒千中軋　ローム中プロ、ソク少量

11暗　褐　色　　ローム粒j’ぁ申鼠　ローム小プロ、ソク・焼吊‾打－・炭化粒千・砂粒少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼上粒j∴炭化粒子少量．砂粒微量

遺物　土師器片緋点　塔柑　聾録甑渕）須恵器片蟻点　塔0高台相棒1お　董2　嚢e甑の　のほかにタ　混入

した縄文土器片摘点が出土している。第150図426の土師器嚢は，西部の覆土下層と床面から出土した破片が接

合したものである。427の須恵器杯は，覆土下層から出土している。

新風　本跡の時期はタ　床面や覆土下層の出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第84号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色酢 離 日　 備 考

第15 0図

42 6

聾

土　 師　 器

A　 ［26．2］ 体部上位 か ら目線 部 にか けての破 目線部 内 ・外 面横 ナデこ　頭部外面 小礫 ・砂粒 ・白色 5 ％

B　 （＆2） 片。体 部 は内攣 して立 ち上が り，

頚部 はコの字状 に屈曲す る。 ロ縁

部 は外反 し，端 部はわずか につ ま

み上げ られ ている。

と体部 内面 に輪積 み痕残 る。 粒子

にぷい褐色

普通

42 7

林 A　 ［13．8］ 底部 か ら目線 部 にか けての破 片。 ＝縁部 ，体部 内 ・外 面及び底部内 小 礫 ・雲 母 ・砂　 20％

須　 恵　 器 B　　　 3．2 平底。体 部は外傾 して立ち上が り， 面 ロクロナデ．底 部手持ちへ ラ削 粒 ・白色粒千

C　 ［8．2］ 目線部 に至 る。 り。 黄灰 色，普通

第爵考健腰掛　第相国）

位置　調査5区の西部，M2cO区。

重複関係　第86号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．83mタ　短軸3。69mの方形である。

主軸方向　N－30　－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は25－35cmである。

璧溝　第86号住居に掘り込まれた北東部を除き，壁下を巡っている。上幅10～20cm，下幅3～12cmタ　深さ5cm

で資　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

磯　第86号住居に掘り込まれ残存していない。床面に残る焼土から，北壁の中央部に構築されていたと推定さ

れる。

ぽッ匝　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径23～30cm，短径20～23cmの楕円形で，深さは30～42cmであ

る。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径25～38cm，

短径18cmの楕円形で9　深さは19cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴

うピットと考えられる。

穫羞　3層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒－j’一少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

－215－



遺物　土師器片26点（杯6，嚢・甑20），須恵器片11点（杯・高台付杯2，蓋2，要・甑7）のほかに，混入

した縄文土器片5点が出土している。いずれも細片で，図示できるものはなかった。

所見　本跡の時期は・出土土器が細片であるが，重複関係から第86号住居よりも古いことと古墳時代の土器が

認められないことから，8世紀前葉でも第86号住居より古い時期と推定される。

1m

ト　　；　　l

第151図　第85・86号住居跡実測図
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位置　調査5区の西部，M3机区。

重複関係　第85号住居跡を掘　込んでお酌　本跡の方が新しい。

規模と平面形　長車由。渕m　短軸。測mの方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は34～42cmである。

壁溝　全周している。上幅　～霊cm　下幅　～柑cm　深さ　～8cmで　断面形はU字形である。

床　はぼ平坦である。竃前面からP3にかけて踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土と軌　ロームで構築されている。天井部は崩落しヲ酋袖部の一部が残存している。袖

部の太半が残っていないため，規模は不明である。煙道部は壁外に蟻撒掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾

して立ち上がっている。火床部は床面から6cmほど掘りくぼめられている。

竃土層解説

1灰　褐　色　　粘欄仁子・砂粒小結　ローム小プロ・ソク・ローム粒J∴焼梱月∴損じ粒J’・少量

2　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒J’・・焼伸ブロック・焼巨トブロック・焼冊立千・炭化粒J’・・粘土粒

！－・砂粒少量

3　極暗赤褐色　　ローム粒J’－・焼上中プロ、ソク・焼巨J、プロ、ソク・焼抽打一・歳化物・炭化粒j′一少量

．豊　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ぽッ睦　3か所津　～P3）。Pl怨㌘2はそれぞれ長径40cm昏30cm　短径渕cmゆ23cmの楕円形でタ　深さは

魂のcm魯50cmである。北東コーナー寄りと北西コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴

と考えられる。床面を精査したが　主柱穴はほかには確認で　なかった。P　は長径墟cm　短径霊cmの楕円形

で　深さは触mである。商壁寄　の中央に位置していることと形状から芦　出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。

穫豊　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒J’一中量．ローム大ブロック微量

2　暗　褐　色　　ローム粒J’小結　ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク微量

4　暗　褐　色　　ローム粒子少量．ローム小プロ、ソク微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク・粘土粒千・砂粒微量

遺物　土師器片粥点　棒鋼　嚢儲甑撒）須恵器片狙点　塔の高台付塚

膵　蓋2　瓶1嚢e甑鋭　鉄器0鉄製品　点　刀子　不明）のほか

に，混入した縄文土器椚3点が出土している。第温52図428の土師器塔

は，北部の覆土下層から出土している。429の須恵器塔はタ北東部の覆

土上層と床面から出土した破片が接合したものである。

所農　本跡は9　覆土下層や床面の出土土器から　第毎号住居跡よ　新

しい時期の8世紀前葉と考えられる。．

第86号住居跡出土遺物観察表

二∵三∴

0　　　　　　　5cm

』ニヨたこ』

第帽図　第鋪号住居跡
出土遺物実測図

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 15 2図 林 A　 ［14．3 j 底 部か ら白線部 にか けての破 片。 ＝縁 部内 ・外面横 ナデこ体 部 ・底 砂粒 ・白色 粒子 ・ 4 0％

42 8 土　 師　 器 B　　　 3．7 体部 は内攣 して立 ち上が り，ロ縁 部外面へ ラ削 り。底部 内面 へラ磨 赤色粒子

部 は外 反する。 き。 にぷ い橙色 ，普通

4 2 9

杯 A　　 13．2 底 部 か ら目線 部 に か けて一 部 欠 目線部 ，体部 内 ・外 面及 び底部 内 白色粒子 6 0％

須　 恵　 器 B　　　 3．5 損。底部 は丸底気味。体部 は外傾 而 ロク ロナデ∴底部外面手持 ちへ 褐灰色

C　　　 7．6 して立 ち上 が り，目線部 に至 る。 ラ削 り。 普通

一一217－



第87号住居跡（第153・154図）

位置　調査5区の中央部，M3a3区。

規模と平面形　長軸3．05m，短軸2．75mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　ほぼ直立している。壁高は45cmである。

壁溝　東壁下から南壁下，西壁下を経て，北壁西部の下に至っている。上幅15～30cm，下幅3～12C恥深さ5

～8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竜　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている0天井部は崩落し，袖部の一部が壁際に残存している。焚

口部の一部が撹乱を受けている0規模は，火床部から残存している煙道部まで45cm，袖部最大幅110cmである。

煙道部は壁外へ20cm掘り込んでいる。撹乱を受け，立ち上がりの形状は不明である。火床部は床面から6cmほ

ど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図中，第10層は袖部，第9・11層は火

床部掘り方の埋土である。

埴土層解説

1　褐　　　色

2　灰　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　灰　褐　色

7　赤　褐　色

ローム粒子多量

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
ローム粒子中量

8　暗赤褐色
9　暗赤褐色

ローム粒子少量

粘土粒子中量，砂粒少量，ローム粒子・焼土粒10　赤　褐　色
子微量

粘土粒子多量，砂粒少量，ローム粒子・焼土粒11暗赤褐色
子微量

焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒

第153図　第87号住居跡実測図

子・砂粒少量

焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒
子・炭化粒子少量

粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子・ロー
ム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ
ロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒
子少量

－218－
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覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物　土師器片27点（杯4，嚢・甑23），須恵器片15点（杯・高台付杯6，蓋3，嚢・甑6），石器1点（砥石）

のほか，混入した縄文土器片16点が出土している0第154図430の須恵器蓋は覆土上層から，431の須恵器蓋は

覆土中から出土している。Q14の砥石は，南西部壁際の覆土下層から出土している0

所見　本跡に伴う土器がなく出土数も少ないため，明確な時期判断が困難であるが，時期は覆土中からの出土

土器の時期と大きな差はないものと考えられ，8世紀前葉と推定される。

＿⊂＝工＝＝つ、、
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第154図　第87号住居跡出土遺物実測図

第87号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　＿＿⊥　　　」

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成
備　考

第154図蓋A　【16．6】口緑部から外周部にかけての破口緑部・外周部内・外面ログロナ白色粒子 5％

430 須　恵　器B　（1．6）片。口緑部の内側に短いかえりが

付く。

デ。 灰色

普通

431
蓋

須　恵　器

F　　　4．2

G　　　O．7

つまみ片。ボタン状。 つまみ外面ロクロナデ。 雲母・砂粒

灰褐色，普通

5％

遺物番号器　　種

計　　測　　値
石　　質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　考

長さ（cm）幅（qm）厚さ（cm）重量（g）

第154図Q14砥　　　石（7．0）4．0 5．5 （153．8）凝　灰　岩砥面4両 PL71

第88号住居跡（第155図）

位置　調査5区の中央部，L3i4区。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸3．62mの方形である0

主軸方向　N－20－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は32～50cmである。

床　ほぼ平坦である。竃全面からPl付近にかけて踏み固められている。

寵　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている0天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部まで95cm，袖部最大幅125cmである。煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾し

て立ち上がっている。火床部はほぼ平坦で，火熟を受けて赤変硬化している。竃土層断面図中，第6層は火床

部の覆土と考えられる。
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寵土層解説

1　明　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色

5　赤　褐　色

6　暗赤褐色
7　暗　褐　色

8　極暗褐色

ピット　1か所。

ことと形状から，

粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子・粘土粒子少量

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子多量
焼土小ブロック・焼士粒子・炭化粒子多量，粘土粒子少量
焼土小ブロック・焼土粒子・灰多量，炭化物少量
ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子少量

Plは長径43C皿，短径32cmの楕円形で，深さは20cmである。南壁寄りの中央に位置している

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
5　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物　土師器片75点（杯6・嚢・甑69），須恵器片18点（杯・高台付杯片5，嚢・甑13），鉄器1点（刀子）の

ほか，混入した縄文土器片8点が出土している。いずれも細片で，図示できるものはなかった。

所見　出土土器が細片のため，明確な時期判断ができないが，出土土器がおおよそ8世紀から9世紀代と考え

られるため，その時期の住居跡と推定される。

第155図　第88号住居跡実測図

－220－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l i‥＿＿＿　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

ト　　；　　－」



第⑳9号住居跡（第156図）

位置　調査5区の中央部，M3a6区。

重複関係　第92号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　東西軸は3．07mである。北部が第92号住居に掘り込まれて残存せず，南北軸は1．90mだけが確

認された。平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－180－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は27～32cmである。

壁溝　残存する壁下のすべてを巡っている。上幅12～25cm，下幅3～7cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形

である。

床　ほぼ平坦である。Plの北側が踏み固められている。

ピット　2か所（Pl e P2）。Plは長径25C恥　短径20cmの楕円形で，深さは20cmである。南壁寄りの中央

に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は径30cmの円形で，深さは36

cmである。性格は不明である。

尊皇　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
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色
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色

褐
褐
褐

暗
暗
暗
褐
褐

1
　
2
　
3
　
4
　
5

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

遺物　土師器片33点（捧躊高台付埠4，嚢e甑29），須恵器片25点（杯e高台付杯17，嚢。甑8）のほか，混

入した縄文土器片2点が出土している。第156図432の須恵器杯は覆土上層から出土している。

所見　本跡に伴う土器がなく大半が細片のため，明確な時期判断が困難であるが，時期は覆土中の出土土器と

大きな差はないものと考えられ，8世紀中葉と推定される。
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第柑6図　第89号住居跡◎出土遺物実測図
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第89号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第15 6図 杯 A　 ［15．0］ 底 部か らロ縁部 にか けての破 片。 目線 部 ，体 部 内・外 面及 び底部 内 雲母 ・白色粒 子 10％

4 3 2 須　 恵　 器 B　　　 3．5 平 底。 体 部 は外 傾 して立 ち上 が 面 ロ クロナデ。体 部下端 ・底部手 黄灰色

C　 ［8．4］ り， 目線 部に至る。 持 ちへ ラ削 り。 普通

第9の号住居跡（第且57◎158回）

位置　調査5区の中央部，M3a5区。

規模と平面形　長軸は3．70m，短軸は3．63mの方形である。

主軸方向　N－40　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は60～65cmである。

壁溝　東壁下から，南壁下，西壁下を経て，北壁西部の下までを巡っている。上幅18～25cm，下幅3～15cm，

深さ5～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

囁　北壁の中央部に粘土と砂，ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部は壁際の一部が残存している。

規模は，焚口部から煙道部まで135C恥　袖部最大幅150cmである。煙道部は壁外に85cm掘り込んでおり，煙道は

緩やかに外傾して立ち上がっている。火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬

化している。竃土層断面図中，第9層は袖部である。

竃土層解説

1　灰黄褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　黒　褐　色

5　灰　褐　色

6　灰　褐　色

7　黒　褐　色

8　灰　褐　色

9　灰黄褐色
10　極暗赤褐色
11極暗赤褐色

ピット　1か所。

ことと形状から，

粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロックさ炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼士4、ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子e焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

Plは長径50C恥　短径34cmの楕円形で，深さは16cmである。南壁寄りの中央に位置している

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
4　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子。砂粒少量

遺物　土師器片239点（埠e高台付杯46，棄e甑193），須恵器片231点（杯。高台付杯83，蓋9，棄e甑139），

土製品1点（支脚），鉄器e鉄製品2点（鉄，不明）が出土している。これらの遺物は竃内と中央部の覆土下

層から床面を中心に出土している。それらのほかに，混入した縄文土器片6点が出土している。第157図

433e434，第158図435e436は土師器，第157図437は須恵器である。433の高台付皿は中央部の覆土下層から，

434の嚢は竃の覆土下層から，436の嚢は中央部の床面から出土している。435の登は，覆土上層から下層と中

央部の床面から出土した破片が接合したものである。437の杯は，北部の覆土上層から出土している。第158図

M57の鉄は，南部の床面から出土している。出土状況から，434。M57は本跡に伴う遺物と考えられる。

所見　本跡の時期は，竃内の覆土の出土土器から9世紀中葉と考えられる。
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第157図　第90号住居跡・出土遺物実測図
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第臓爵図　第鰯号住居跡出土遺物実測図

第郷号住居跡出土遺物観察表

鑑ニp

－　　O

M57
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遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 ！胎土・色調欄 成
備　 考

第157図 A　　 14．5 目線部の一部欠損。平底にハの字 目線部，体部内・外面及び底部内 雲母・砂粒・白色 80％

433
高 台付皿

士　 師　 器

B　　　 3．2 状の高台が付く。体部は大きく開 面ロクロナデ∴底部回転へラ削り 粒千 P L 68

り　　　 7．4

E　　 l．0

き，＝縁部は外反する㍉ 後，高台貼り付け。 橙色

普通

二次焼成

434

Å　　 15．1 頚部から白線部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ∴ 雲母・砂粒・白色 5 ％

30％

婆 B　 （4．6）頚部はくの字状に屈曲する。目線 粒子

土　 師　 器 部は外反しグ　端部はつまみ上げら

れている。

赤褐色

普通

第158図

435

嚢

土　 師　 器

A　　 r23．21 底部から日縁部にかけての破片。目線部内0外面横ナデ。体部外面 小礫・雲母・砂粒

B　　 33．1 体部は内攣して立ち上がり，上位　へラ削り後，縦方向のへラ磨き。にぷい橙色

C　　　 7．0 に最大径を持つ。頚部はくの字状十体部内面へラナデ，指頭庄痕・輪

に屈曲する。目線部は外反し，端　積み痕残る。

部顕っまみ上げられている。

普通

Å　　 19．5 底部から体部にかけて一部欠損。白線部内・外面横ナデ。体部外面 雲母 ・砂粒・白色 60％

436

嚢 B　　 31．5 休部は内攣して立ち上がり，上位 横方向のへラ削り。体部内面に輪 I粒子 P L 68

士　 師　 器

C　　 L 9」1 に最大径を持つ。頚部はくの字状

に屈曲する。目線部は外反し，端

部はつまみ上げられている。

積み痕残る。 にぷい赤褐色

普通

第157回 杯 A　　 r12刊 底部から目線部にかけての破片。目線部，体部内の外面及び底部内面 白色粒子 50％

437 須　 恵　 器 B　　　 4．3 平底。体部は内攣気味に立ち上が ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 灰黄色

C　　　 6．6 り，日綾部に至る。 り。底部多方向の手持ちへラ削り。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材質

特　徴 備　考
全長（cm）鉄身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長（cm）箆被部幅（cm）茎長（cm）厚さ（cm）重量（g）

第158回M57 鉄 （13．6） （2・9） 恒 ・1 6．5 0，6 （4．7） 0．5 （19．5） 鉄 長三角形式 P L73

窮馴考健贋跡（第且59◎且60囲）

位置　調査5区の中央部，M3b6区。

規模と平面形　長車由は3．93m，短軸は3。77mの方形である。
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主軸方向　N－210－Ⅵr

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は21～38cnlである。

壁溝　全周している。上幅且5～35cm，下幅5～且Oc恥　深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

確　北壁の中央部に粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部から

煙道部まで且05cm，袖部最大幅125cmである。煙道部は壁外に30cm掘り込んでおり，外傾して立ち上がっている。

火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられており，火熟を受けて赤変硬化している。火床部の中央から円錐状

の焼土塊が出土しており，その上に須恵器塔が逆位で重ねられた状態で出土している。埠は，二次焼成を受け

ておらず学　内e外面に焼けた粘土が付着していることから，焼土塊の上に杯を被せた後，粘土を貼り付けて支

脚として使用していたと推定される。粘土塊のすぐ北側に須恵器高盤が正位で出土している。竃士層断面図軋

第8層は火床部の覆土である。第　～ほ層は袖部で　地山の上に粘土と砂を積み上げて構築している。第且3層

は火床部掘り方の埋土である。

電土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　にぷい赤褐色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　灰　褐　色
9　暗赤褐色
10　灰　褐　色
11灰　褐　色
12　灰　褐　色
13　暗赤褐色

ローム粒子・焼土中ブロック・焼士粒子・炭化粒子・粘土粒千・秒粒少量
ローム粒子・粘土粒千・秒粒中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
焼土粒子L巨量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・灰少量
焼土粒子多鼠　焼土中ブロック中鼠　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・灰少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・灰少量
ローム粒了‥焼士中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子【巨星∴　ローム小プロ、ソク・焼土中ブロック・焼1二粒f一・炭化粒千少量
灰多量，焼土粒子少量
焼土中ブロック・焼上粒子・粘土粒了‥砂粒中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
粘土粒子多鼠　焼士粒了‥砂粒少量
粘土粒子多鼠　焼十粒子・砂粒中▼鼠　焼土中ブロック少量
焼上中ブロック・焼l＿二粒了中量，ローム粒子・焼上中ブロック・炭化物少量

ぽッ睦　2か所（Pl◎P2）。Plは長径45cm，短径33cmの楕円形で，深さは20cmである。南部壁寄りの中

央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2は径30cmの円形で，深さは

20cInである。竃の正面で確認されているが，性格は不明である。

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　黒　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗　褐　色

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子多鼠

ローム小プロ、ソク

ローム中ブロック

ローム粒子l二巨星，
ローム粒戸畑軋

ローム小ブロック

・ローム粒子申鼠　ローム中プロ、ソク・焼土中ブロック・焼口紅千・歳化粒子少量
・ローム粒子中量，ローム申プロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

・ローム粒子・焼上中ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量

・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼上′J、ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・焼上′」、ブロック・焼士粒子・炭化物・炭化粒子少量
・ローム粒J’中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片膵点（塔4，聾鋒甑170）須恵器片膵点　杯e高台付埠97，蓋15　高盤2　嚢e甑伍），土

製品1点（支脚），石製品1点（紡錘車），鉄器1点（刀子）が出土している。これらの遺物は芦　竃内と，竃周

辺の覆土上層と覆土下層を中心に出土している。出土土器の時期差はあまり大きくなく，本跡は廃棄後短い期

間で埋没したと推定される。第且60図438の土師器嚢は竃内の覆土中層から出土している。第159図4396440，

第160図441～445は須恵器塔である。439は，覆土上層と覆土中層と西部の覆土上層から出土した破片が接合し

たものである。440は，北部の覆土上層から出土している。441は，覆土上層と南西部壁際の覆土上層，南西部

の覆土上層から出土した破片が接合したものである。442は北東部の覆土下層から，444は東部壁際の覆土上層

から逆位で，445は北東部の覆土下層から正位でそれぞれ出土している。443は，竃内から出土した粘土塊の上

に逆位で重ねられた状態で出土している。第且60図446e447は須恵器盤である。446は，東部の覆土下層から出

土している。447は，南部の覆土上層と南壁際の覆土上層から出土している。448・454は須恵器蓋である。448
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は竃内の覆土中層から，454はP2内の覆土上層から出土している。口緑部がすべて欠損しており，あたかも

故意に割られたかの印象を受ける。449の須恵器高盤は，杯部が竃内の覆土中層と北部の覆土下層から出土し

た破片が接合したもので，脚部は竃支脚のすぐ北側から正位で出土している。Q15の紡錘車は覆土中層から出

土している。出土状況から，438・443・448・449・454は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は，竃の前面からP2が確認されている。P2覆土上からは貼床が確認されず，その覆土中からの

出土土器は本跡の土器とほぼ同時期のため，本跡に伴うピットと考えられる。竃の使用に支障が生じる位置に

あることから，本跡の廃棄時に何らかの目的で掘られたと推定される。時期は，出土土器から9世紀前葉と考

えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　＿ト　　　！

第159図　第91号住居跡・出土遺物実測図
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第瑠6の図　第91号住居跡出土遺物実測図

第91号住居跡出土遺物観察表

三
449　　　　　　　　Q15

10cm

「＿…‥　一一・i　　　！

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第160図

438

聾

土　師　器

A　［19．41体部上位から目線部にかけての破目線部内・外面横ナデ。体部内面小礫・雲母・砂粒・5％

B　（9．5）片。体部は内攣して立ち上がり，ヘラナデ。頚部外面に輪積み痕残白色粒子

頚部はくの字状に屈曲する。日録

部は外反し，端部は外上方につま

み上げられている。

る。 にぷい橙色

普通

第159図 杯 A　　12．8底部から目線部にかけての破片。日録部，体部内・外面及び底部内雲母・砂粒・白色粒55％

439 須　恵　器B　　　4．7平底。体部は外傾して立ち上が南口クロナデ。底部回転へラ削子・赤色粒子 PL68

C　　　7．4り，日録部に至る。 り。 褐灰色，普通

440
杯

A　　12．5体部から口緑部にかけて一部欠口緑部，体部内・外面及び底部内雲母・砂粒・白色60％

B　　　4．4損。平底。体部は外傾して立ち上面ロクロナデ。体部下端手持ちへ粒子 PL68

須　恵　器C　　　6．4がり，日録部はわずかに外反すラ削り。底部回転へラ切り痕を残褐灰色

る。 す2方向の手持ちへラ削り。普通

第160図

杯

A　　13．2体部から目線部にかけて一部欠日録部，体部内・外面及び底部内雲母・砂粒・白色90％

441
B　　　4．5損。平底。体部は外傾して立ち上面ロクロナデ。体部下端手持ちへ粒子 PL68

須　恵　器C　　　7．0がり，日録部はわずかに外反すラ削り。底部回転へラ切り痕を残褐灰色

る。 す1方向の手持ちへラ削り。普通

442
杯

A　　14．0底部から目線部にかけて一部欠目線部，体部内・外面及び底部内小磯「雲母・砂粒・70％

B　　　4．0損。平底。体部は外傾して立ち上面ロクロナデ。体部下端手持ちへ白色粒子 PL68

須　恵　器C　　　7．6がり，口緑部はわずかに外反すラ削り。底部回転へラ切り痕を残黒褐色

る。 す1方向の手持ちへラ削り。普通

443

杯 A　　13．1体部から目線部にかけて一部欠目線部，体部内・外面及び底部内砂粒・白色粒子90％

須　恵　器B　　　4．5損。平底。体部は外傾して立ち上面ロクロナデ。底部回転へラ削灰色 PL68

C　　　7．0がり，口緑部に至る。 り。 普通
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